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１． CLILの先 

私は2021年度をもって教員人生を終える予定である。
高校教諭、大学講師、准教授、教授と、ふりかえると長

かったような短かったような。自慢できるような英語や

CLIL や教職の授業ではないが、工夫と改善の連続で、
何かおもしろい活動はないか、わかりやすい指導方法は

ないか、最新の知見は何か、と模索し続けてきた。中学

生や高校生の頃は教科としての英語は嫌いな科目だった

ので、英語の教師になったのはなぜかわからない。もと

もと英語自体は好きも嫌いもなかったが、文学は好きだ

ったので、教師をしながらのんびり暮らそうという考え

だったと思う。あっと言う間の45年である。 
考えてみると CLIL と出会ったのは必然的で、授業

ではいつも英語よりは英語を介した内容に焦点を当てて

いた。発音、語彙、文法や４技能を教えるのはあまり得

意でもなく好きでもなかった。どちらかと言えば、内容

を語ることが好きだったが、それでは英語の授業として

は良くないと考えていたので、日本語訳は先に配布し、

歌、映画、新聞などオーセンティックな教材を扱い、LL
（視聴覚教材が備わっている語学実習室）、ビデオ、コン

ピュータ、インターネット、ALTとのティームティーチ
ングなど、できることはほぼ何でもやったと思う。CLIL
とは言わないが、ふつうの英語の授業ではない試みを楽

しんでいたような気がする。それがいつしかCLILに結
びついたようだ。 

CLILに興味を持ち自ら実践することで、CLILの楽
しみは限りなく広がっている。学ぶ内容はたくさんあり、

それらはすべて言語とつながり、複雑に多様に柔軟に統

合してさらに深い学びとなって、次々と変化する。楽し

みは尽きない。私は、CLIL の研究自体にはあまり興味
はないが、CLILの先にあることには興味がある。CLIL
を実践することの先にあるのは、たとえば、知識であり、

思考であり、コミュニケーションであり、文化である。

さらに加えると、それは言語でもある。しかし、それら

が個々に存在しても意味はない。統合されて探求するこ

とに意味がある。 
CLILの魅力の本質は、それらを一つにまとめた実体

としての存在、あるいは総体(an integrated entity)にあ

ると考えている。言い方を換えると、確かに存在するが、

複雑で捉え所がない一つの統合した学習の総体が CLIL
の特徴であり、多くの学習者や教師はそれに魅了されて

いるのではないだろうか。私はそのようなCLILの学習
が好きな一人である。研究者の中には、CLIL を分析し
てそこでどのような学習が起こっているのか研究し、ま

た、CLIL の学習効果を検証するために、指導方法、目
標と評価、教材、活動などを精査することに興味を持つ

かもしれない。そのような調査研究はもちろん重要で意

義あることである。私は、ただただCLILの学習を工夫
し改善を加え、学習者の反応を見てふりかえり、次の授

業を工夫してさらに改善してきた。そのような授業研究

のプロセスがおもしろかったからである。 
科学的ではなく、エビデンスは不十分かもしれない。

しかし、そこには、工夫と失敗と改善の実践があり、そ

の検証としての授業が確かにあった。それがエビデンス

であり、私のCLIL実践研究である。それで私は楽しか
った。もうすぐそのような通常のCLILの授業実践には
携わらなくなるが、CLIL の工夫と失敗と改善について
は思考と実践を続けていきたいと思う。 

 
２． 工夫の仕方と失敗 

何事でも工夫するのは楽しい。CEFR の推進ととも
にヨーロッパでCLIL実践が普及し、十数年前から言語
の学びと科目の学びが統合したおもしろい授業を参観し、

楽しそうに学んでいる生徒を見て、教師と話し、CLIL
実践を工夫している様子が、私を大いに刺激した。多く

は英語教師ではないので、私のような英語教師には新鮮

に見えた。それと同時に日本で同じようにする必要はな

いと直感した。それがさらに私のCLILの工夫となった。
第一の工夫は、英語の授業にCLILを取り入れる工夫で
ある。「ソフトCLIL」という人もいるが、あくまで日本
の英語教育におけるCLILのあり方の工夫である。 
具体的には、医学部学生のための英語授業でのCLIL

導入の工夫だった。英語ネイティブ(NS)教師とのティー
ムティーチングで、クラスを１０人程度の少人数に設定

して５クラスを同時展開し、私はそれぞれの授業に部分

的に関与した。テキストを共通として、展開はそれぞれ

  
CLILのの楽楽ししみみ（（７７）） 
――工工夫夫とと失失敗敗とと改改善善―― 

 
笹島茂 (J-CLIL会長、東洋英和女学院大学) 
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のNS教師に任せ、私の役割は、学生とNS教師との仲
介である。互いの教師がどのような活動をしているか共

有できるようにビデオで録画し、NS 教師に活動のアド
バイスをしたり、学生からの質問などに答えたり、積極

的な雰囲気になるように支援したりした。うまく機能し

ていたが、残念ながら、同僚から私が授業を担当してい

ないのではないかと批判が出て、この授業形態は頓挫す

ることになった。 
しかしながら、この経験はその後の CLIL を考える

上で多くのことを教えてくれた。CLIL というマジック
ワードが、教師と学生を活性化すること、言語学習から

意味のやりとりに集中すること、医学的な内容を扱うこ

との壁を解消すること、自然なコミュニケーションが生

まれること、特に大切なことは、意識が変わることだ。

英語が学校の科目であり試験を目的とした学習に馴染ん

でいる学習者には、CLIL のようなアプローチは効果的
だとこのときに実感した。ヨーロッパのCLILに倣う必
要はない。 
工夫には、失敗はつきものである。成功例だけ示すの

はけっしてよいことではないと思っている。私の授業実

践は失敗の連続だったが、後悔はしていない。特にCLIL
の失敗は、失敗のほうが多くを教えてくれる。教師が失

敗と思っても、学習者はその失敗から何かを学んでくれ

ていると思うからである。安全に自分が得意とすること

だけを教えているだけでは何もおもしろくない。常にチ

ャレンジし、教師こそ授業を楽しむ必要がある。そのよ

うな環境をCLILは提供してくれるような気がする。 
 

３． 工夫と失敗 

私たちは状況に合わせた適切なコミュニケーション

の方法を選んで人と交流する。CLIL は、教師にとって
も、学習者にとっても、その場や機会を提供してくれる

学習環境だと考える。型にはまった学習や内容や活動を

ルーティン化することも大切かもしれないが、それでは

おもしろくない。対象とする学習者が変われば、それに

応じた対応が必要だ。ちょっとした工夫が必要であろう。

ふつうの英語授業と較べると、CLIL は複雑な要素が多
い可能性がある。また、学ぶ内容に焦点を当てることと

目標学習言語である英語を使用することで、学習者の主

体性を要求するために柔軟な学びを基本とする。それは、

成功もあれば失敗もあるということにつながる。 
失敗や試行錯誤は必然的に起きやすい学習が CLIL

の特徴であり、逆にその特徴により学習効果も得られる。

工夫と失敗は想定内のことであり、それによって改善が

図られ、新しいアプローチが適用される。そのような

CLIL の特徴を「安定しない」と否定的に捉えるのでは

なく、失敗も許容し、その失敗をバネに何か別の学びが

発見できると肯定的に捉えることが適切であろう。かえ

って、失敗があるからこそ学ぶことが多い。英語を使う

こと自体が失敗を許容する学習である。失敗に寛容であ

るからこそ、工夫が必要となる。 
「言語の３点セット（language triptych）」(笹島, 

2020; Coyle, Hood & Marsh, 2010)は、学習の言語
(language of learning)、学習を行うための言語
(language for learning)、学習の中で培われる言語
(language through learning)から構成され、CLIL授業
での言語使用に関する特徴を示している。特に学習のな

かで培われる言語は、失敗と大きく関係する。失敗する

ことで培われる学びにつながることが多いからだ。しか

し、教師がそれを演出することはむずかしい。偶発的に

起こることが多く、偶発的に起こることで、その効果が

生まれる可能性が高い。それでも、その偶発を起こす場

面を工夫することは必要だろう。それがCLILの楽しみ
でもある。まさに、‘My momma always said, “Life was 
like a box of chocolates. You never know what you're 
gonna get.”’ (映画『Forrest Gump』より)なのである。 

 
４． 改善 

改善しようと努力することは当然である。いつも「よ

り良く」と考え思考しなければ何も進歩しない。私は４

５年間そう思うようにしてきたが、そのように実践して

きたかと問われると、そうしてきたとは言い難い。現実

はそうはいかない。忙しかったり、疲れていたり、迷っ

ていたりは人の常である。グルグルと同じところを徘徊

しているような状況もあった。それでもCLILの考えは
幅が広く奥が深いので、言語の要素で迷ったとしても、

学習内容の要素で補完できる可能性が高い。また、教師

の能力が欠けていても生徒が優れていて自律して学んで

くれることも多い。どのような教師でも能力の限界はあ

るので、生徒を信頼することも大切だとCLILを実践し
ながら学んだ。 
私は CLIL と出会えてよかったと思っている。授業

をしなくなれば教師とは言えないだろうと思うが、少し

違う立場で教育を考えてみたい。 また、学校という場を
離れて考えてもみたい。これが私にとって新しい楽しみ

である。 
 
引用文献 

Coyle, D., Hood, P. & Marsh, D. (2010). CLIL: Content 
and language integrated learning. Cambridge 
University Press  
笹島茂. (2020).『教育としてのCLIL』三修社. 
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１．はじめに 
10 月開催の第 4 回大会で結果が発表される「日本の

CLIL 実態調査」の質問項目に、CLIL の授業が高校受

験や大学受験に適切かどうかを問うものがある。回答の

分布をざっくり示すと、「まったくそう思う・そう思う」

が 4 割、「そうは思わない・まったくそうは思わない」

が1割、「どちらとも言えない」が5割であった（N=167）。
この結果には様々な校種の回答者が含まれているが、中

高の教員に絞ってCLILが受験指導に役立つかを聞いた

ものでは、「とても受験指導に役立つ・やや受験指導に役

立つ」と答えた割合は 6 割、「あまり受験指導には役立

たない・まったく受験指導には役立たない」は皆無、「ど

ちらとも言えない・その他」が4割であった（N=35）。 
大雑把な調査なので、「受験」として想定するものが伝

統的な入試問題だけなのか、それとも4技能を測る民間

試験まで含めるのか、また「適切・役立つ」というのは、

得点に直結する問題の解き方や出題される語彙・文法知

識のことなのか、それとも言語スキルや素材の内容知識

といったものまで入れるのか、が回答者によって異なる

ので、結果は注意して見る必要がある。例えば、「整序問

題対策」を受験指導であると考えるならば、そのような

活動はCLILの授業では行わないので「役に立たない」

となるだろうが、「SDGsについての議論を聞き、自分の

意見を書く」という問題に対してならば、CLIL の定番

のタスクなので、「役に立つ」となろう。上記の回答で「ど

ちらとも言えない」が 4～5 割と高い比率となっている

のは、それが主因と考えられる。そのことと、「適切でな

い・役立たない」の割合が極端に低いことを考え合わせ

るならば、「CLILは多かれ少なかれ受験指導にも有効で

ある」と考えている先生方が多いと言えないだろうか。 
そこで本稿では、CLIL が受験対策にどのような点で

役立つのかの整理を試みたうえで、それを 2021 年度の

大学入学共通テストを題材にして検証してみたい。 
 

２．受験指導におけるCLIL の守備位置 

テスティング理論の概念に「波及効果 (washback 
effect)」というものがある。「テストの出題内容や方法が

教室での指導や生徒の学習に与える影響」といったもの

であるが、これを日本の英語入試に当てはめ、野球を比

喩として用いると、図1のように説明されよう。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 受験指導の「守備位置」 

 
伝統的な受験英語の典型である「正しい語形を選べ」

「同じ用法のものを選べ」といった文法・語法問題や、

「文脈上の意味を選べ」「適切な語を空欄に入れよ」など

の語彙問題に対しては、狭義の受験指導が有効である。

それは、①受験テクニック（問題の解法・過去問の研究）

や、②受験的知識（頻出単語・語法・文法）の伝授であ

る。野球で言うならば、ピッチャーやキャッチャーだけ

で三振を取る（＝受験知識だけで解く）イメージである。 
ただ、そのような問題は少なく、ほとんどは打ち返さ

れる（＝一定の英語知識や４技能力がないと正解できな

い）。公立高校の入試や、かつてのセンター試験ならば、

多くは内野手が処理するゴロやフライ程度であるが（＝

教科書程度の知識や技能で解ける）、ヒット性の鋭い打球

が飛ぶこともある。これに対しては、通常の授業で③言

語知識（話し言葉・書き言葉の語彙・文法・談話）や④

言語技能（BICS: Basic Interpersonal Communication 
Skillsとある程度のCALP: Cognitive Academic 
Language Proficiency）をしっかりと教えることが最善

かつ正統な対策であり、そこに入試の出題内容や出題形

式を意識した指導や活動を加えればよい。これを中義の

受験指導とする。 
しかしながら、打球は時に外野まで飛ぶことがある（＝

リーディングやリスニングの内容に関する知識や高い思

考力があると有利）。センター試験や国内の民間試験（英

検やTEAPなど）ならば外野手が前後左右に動いて捕球

 
CCLLIILL とと受受験験指指導導  

——共共通通テテスストトととのの親親和和性性——  
 

池田 真（J-CLIL副会長、上智大学） 
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できる範囲内だが、難関校や国外の標準試験（TOEFLE
や IELTSなど）だとかなり深いところまで打球が運ば

れる（ホームランにあたる超難問は諦める！）。図だと⑤

内容知識（トピック・テーマ・他教科の内容）と⑥高次

思考力（特に分析・評価）にあたる。これは広義の受験

指導であり、CLILが最も得意とするところである。 
以上のことから指摘したいのは、受験指導において、

CLILは投手や捕手ではないが、野手（特に広い守備範

囲を担当する外野手）の役割を務めるということである。

今後の高校入試や大学受験において、新学習指導要領で

学んだ生徒たちの「思考力・判断力・表現力」を評価す

る作問が増加するとすれば、そこにCLILと受験対策の

最大の接点が生まれることになる。2021年より始まった

大学入学共通テストの内容・形式と、それに対する対策・

指導は、その先例となりうる。項を改めて考察しよう。 
  

３．共通テストとの親和性1 : 出題の内容と形式 

まずは全体的なところから始めよう。共通テストはリ

スニングとリーディングで構成され、それぞれ大問６題

が出題される。配列としては、日常的な英語・話題 
(BICS) →アカデミックな英語・内容 (CALP) という流

れになっている（短→長、易→難でもある）。このうち、

CLILと特に相関が高いのは、後半の聞き取り・読み取

りの内容（社会的・教科的なトピック）である。その概

要を紹介する（問題は2021年度のもので、内容の要約、

形式の説明、問題の引用は、教学社の「赤本」による）。 
 

① リスニング 
第5問（長めのモノローグ）は、講義の内容と図表の

情報を使って問いに答える問題である。内容は、「デンマ

ークの幸せな暮らし方」「仕事と生活のバランス」（第1
日程）、「生態系保全におけるブルーカーボン生態系の潜

在力」「生態系別の有機炭素貯蓄量比較」（第2日程）で

あった。第6問（長めの対話・議論）のBは、複数の意

見を聞いて問いに答える形式である。内容としては、第

1日程では「レシートの電子化」、第２日程では「選挙の

投票に行くかどうか」であった。 
 

② リーディング 
第４問（説明的な文章・資料の読解）は、第1日程が

「姉妹校からの生徒を持てなすスケジュール案」（メール

＋電車の時刻表＋水族館の訪問客数データ）、第2日程

は「日本の観光産業」（メール＋国別の来日者数グラフ＋

国別の出費内訳データ）であった。第5問（伝記な文章

の読解）では、第1日程では「馬の振る舞いをする雄牛

についてのプレゼン準備」（記事＋プレゼン用スライド）、

第2日程では「謎多き写真家に関する発表準備」（記事

＋プレゼンメモ）が出題された。最後の第6問（説明的

な文章・資料の読解）Aでは、第1日程が「アイスホッ

ケーの安全性確保に関する発表準備」（記事＋プレゼン用

ポスター）、第2日程が「英国劇団の多様性に対する取

り組み」（オンライン記事）、Bでは第1日程が「様々な

甘味料」（教科書の文章）、第2日程では「口腔衛生の大

切さを訴える発表準備」（記事＋プレゼンメモ）であった。 
表題を一瞥するだけでも、多くがCLIL授業のトピッ

クになりうることが分かるだろう。それと同じく重要な

のが、出題形式である。単に聞いたり読んだりするだけ

でなく、図表やデータと組み合わせたり、授業時のやり

取りや発表を組み込んでいる。これもまた、CLIL授業

の定番である。センター試験にもアカデミックな内容や

グラフの使用などはよくあったが、授業場面の再現はあ

まり見られなかった。以下では、共通テストに特徴的な

出題傾向と、それに対応するCLIL授業での対策を考察

する。 
 

４．共通テストとの親和性2 : 出題の傾向と対策 

大学入学共通テストは「問題作成方針」が公表されて

いる。それに基づいて作問されているため、全科目にお

いて、① 情報処理力を必要とする問題、② 複数資料を

組み合わせた問題、③ 思考力・判断力を問う問題、④ 授
業場面を再現した問題、といった出題傾向がある。英語

ではそれがどういうことなのかを、具体的な問題を取り

上げて見つつ、CLILの授業でどのような対応が可能か

を考えよう。 
 
① 情報処理力を必要とする問題 
聞いたり読んだりした内容に関して、概要や要点の理

解を問うたり、情報の細部を見つけ出して答えさせる問

題である。通常の受験対策ならば、速く解くためのテク

ニック（特にスキミングとスキャニング）を伝授して、

過去問や類似問題を使った大量の訓練を行うだろう。 
CLIL的対策としては、トップダウン処理に注目する

とよい。人間が聞いたり読んだりした内容を理解する際

には、単語や文法や発音といった言語知識を用いるだけ

でなく、その内容に関する既存の知識や経験（スキーマ）

と照らし合わせる（前者をボトムアップ処理、後者をト

ップウン処理と言う）。つまり、あることについてある程

度知っていると、より正確かつ迅速に内容を把握するこ

とが可能となる。CLILでは教科的なものも含めて様々

なトピックを扱うので、共通テストで出題される内容と

重なる確率が高まる。その際に重要なのは語彙・概念指

導である。内容必須語（CLILで言うところの language 
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of learning）を明確に示し、表面的な日本語の意味では

なく、その概念や定義をしっかりと理解させる習慣をつ

けるとよい。例えば、以下の問題に出てくる登場順のキ

ーワードを見て、内容を想像していただきたい（表題は

解説の後に示す）。 
  
第2日程リスニング第5問（長めのダイアローグ） 

blue carbon, CO2, greenhouse gas, climate, oxygen, 
organic carbon, biomass, leaves, trunks, soil, green 
carbon, ocean coast, seagrasses, mangroves, saltwater 
wetlands, blue carbon ecosystem, ocean floor, mud, 
ocean coasts, restored, protected 
 
最初の数語 (carbon, CO2, greenhouse gas, climate) 

を見るだけで、地球温暖化に関するものであると分かる。

同時に、その原因が二酸化炭素排出による「温室ガス効

果」にあるとの「概念」が脳内で働いているはずである。

ここでの新情報はblue carbonという「概念」である。

森林に蓄えられるgreen carbonに対するものであるが、

その際にbiomassという「概念」を知っていれば断然有

利である。「動植物や微生物などに由来する再利用可能な

資源」のことであるが、本問で言うとそれは森林では葉

や幹に相当し、海岸では海藻やマングローブに当てはま

る。もちろん、それは読み上げられる音声で説明される

のであるが、すでに「概念」があれば格段に問題を処理

する速度と精度が向上する。（「生態系保全におけるブル

ーカーボン生態系の潜在力」） 
 以上は理科的・教科的な「概念」であるが、より社会

科的・一般的な「概念」が役立つ例を見てよう。同じく、

登場順のキーワードを見て、内容を推測してもらいたい。 
 
第2日程リーディング第6問A（説明的な文章・資料） 
different, a wide variety of people, diversity, various 
backgrounds, balance the ethnic and social 
backgrounds, genders, physical abilities, diverse 
ethnic, geographical, and cultural population, male 
and female roles, inclusive 
 
ざっと見るだけで、diversityが最重要内容必須語であ

ることが分かるだろう。その「お互いの違いを尊重し合

い、生かし合う」という「概念」があれば、ethnic, social, 
physical, geographical, culturalが多様性の具体的対象

であり、様々な背景を持つ人々に平等に役割を与えるこ

とを inclusiveという「概念」で表現していることが理

解できよう。（「英国劇団の多様性に対する取り組み」） 

 当然のことではあるが、出来るだけ多くのテーマを取

り上げ、内容必須言語の語彙的連鎖とそれらの「概念」

指導をしたからといって、その話題が実際の問題で的中

するとは限らない。重要なのは、単なる訳語ではなくて、

トップダウン処理を促す「概念化」の指導と学習の習慣

である。Genesee & Hamayan (2016) や Mehisto & Ting 
(2017) は、CLILの授業では「ビッグアイディア」をつ

かませることが肝要と指摘している。これは取りも直さ

ず内容必須語が表す「概念」のことである。つまり、通

常のCLIL授業で定義や説明から「概念」を把握する思

考プロセスを鍛えておくと、リスニングやリーディング

の問題で新しい「概念」を理解・操作しやすくなり、情

報処理力の向上が期待されるのである。 
 
② 複数資料を組み合わせた問題 
単に聞いたり読んだりするだけでなく、文字資料、視

覚資料、図表、統計と組み合わせて、全体や細部の理解

を問う問題である。このうち、最も頻度と難度が高いの

は、統計データを使ったものである。例えば、表1（第

2日程リーディング第2問：資料・短文の読解）にある

調査の内容と結果をすばやく読み取っていただきたい。 
 
How many single-use bottled drinks do you purchase per week? 
Number of bottles Number of students Weekly subtotal 

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 

2 
2 
2 
3 
4 
9 
0 
7 

0 
2 
4 
9 
16 
45 
0 
49 

Total 29 125 
表1 共通テストで組み合わされる統計データ例 

 
 このデータを理解するには、表題（＝調査内容）の

single-use bottled drinksとは、例えばペットボトル飲

料であることを理解した上で、1列目が「週当たりの購

入数」、2列目が「各購入数に対する人数の内訳」、3列

目が「合計購入数（購入数×人数）」を表し、最終列を

見て、アンケートに答えた人数が29人で、その週の総

購入数が125本であったことを読み取らねばならない。

以上のことを、数字を見てさっと分かる人もいれば、何

度も行ったり来たりして考えないと理解できない人もい

る。これは統計リテラシーを測る問題であり、英語力と

は関係がないと言うこともできる。だが、デジタル技術

の発展によりデータの収集と分析が容易となり、統計が
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今まで以上に日常生活に入り込んでいるビッグデータの

時代であること、そして英語力と思考力を組み合わせる

問題として作問がしやすいということもあり、今後は単

純なものだけでなくひとひねりした出題も予想される。 
これに対しては、内容と言語のインプット資料として

適切なオーセンティック素材（特にテクストに統計と図

表が使われているもの）をインターネット上から探し出

し、それを基に英語で授業を行うと同時に、タスクの足

場作りとしてグラフィックオーガナイザーをワークシー

トとして与え、情報を視覚化する習慣をつける。その際

には、通常のCLIL授業よりもオーセンティック素材の

細部の情報（殊に数字）を読み取らせる活動を意識的に

入れると、自然に共通テスト対策を兼ねられる。 
 
③ 思考力・判断力を問う問題 
 学習指導要領における「思考力・判断力・表現力」の

うち、「判断力」はCLILでよく使われるブルームの思

考分類（正確には教育目標）で言うと、高次思考力の「分

析」および「評価」に当てはまる。なぜならば、何らか

の判断や決断を下すには、条件や観点や基準を分析した

り評価する必要があるからである。共通テストでは、次

のような問題となって現れる。ここでは、状況と条件が

日本語で示され、ホテル、語学学校、公共図書館、ソフ

トウエア会社の担当者の説明を英語で聞いたうえで、可

能性が高いインターンシップ先を選ぶ。 
 

第2日程リスニング第4問B（短いモノローグ） 
状況 
あなたは、夏休み中にインターンシップ (internship) に
参加します。インターン (intern) 先を一つ決めるため

に、条件について四人から説明を聞いています。 
 
あなたが考えている条件 
A.  コンピューターの知識を生かせること 
B.  宿泊先が提供されること 
C.  2週間程度で終わること 
 
すべての条件を満たしているのはホテルで、他はひと

つしか充足していない。このような問題に対するCLIL
的備えとしては、思考分類の「分析」や「評価」に焦点

を当て、「基準を満たしているかを分析して、その評価に

基づいて判断を行う」といったタスクを意図的に行うこ

とに尽きる。ここで見過ごしてはならないのは、条件が

日本語で示され、それに対する説明は英語でなされてい

る点である。この問題でホテルが正解となる根拠は、以

下の音声での説明である。先の日本語の条件A～Cに対

応する英語の表現を指摘してもらいたい。 
 
Our hotel’s internship focuses on creating a new 
website. The work will be done in late August. Interns 
will help set up the website, which should take about 
half a month. You can stay at our hotel or come from 
home. 
 
条件Aの「コンピューターの知識」はcreating a new 

websiteとset up the website、条件Bの「宿泊先が提

供される」はstay at our hotel、条件Cの「2週間程度」

はhalf a monthに対応している。活字ベースでは何とい

うことはないが、受験生の頭の中では「日本語で条件を

理解し、英語での説明に合致するものを判断する」とい

う日英語の行き来がなされている。そうだとすると、こ

れはトランスラングエッジング（目的に応じた母語と外

国語の意図的・効果的使い分け）の問題と見ることもで

きる（出題者はそこまでは考えていないだろうが・・・）。

実生活での言語使用を考えてみると、日本人なので何か

を判断する基準や条件は当然日本語で考える。CLILの

授業でも、このような「条件に基づき評価し、判断する」

という高次思考力を用いる活動は、日本語で行うことも

多い。設問の指示文を除けば、日本語と英語を用いる問

題はこの形式だけであるが、トランスラングエッジング

を駆使したCLILの授業は、図らずも共通テスト対策に

なりうる。 
 

④ 授業場面を再現した問題 
ディスカッション、プレゼンテーション、ポスター作

成プロジェクトなど、授業時の活動を組み入れ、学習の

プロセスを意識した問題である。プレゼン準備のための

資料やメールのやり取りを読んで、その概要や要点を発

表メモやパワポのスライドの形式で問うものが典型であ

るが、ここではディスカッションを取り上げよう。以下

の問題は、「店でもらうレシート」についての4人の対

話を聞き、最終的に何人がレシートの電子化に賛成した

かを答えるものである。解答の決め手となる個所を示す

ので、答えを考えていただきたい。 
 
第1日程リスニング第６問B（長めの対話・議論） 

Luke:  Anyway, paper receipts are safer, and more 
people would rather have them. 

Yasuko:  I don’t know what to think, Luke. You could 
request a paper receipt, I guess. 

Kate:  No way! There should be NO paper option. 
Michael: Luke’s right. I still prefer paper receipts. 
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 これはなかなかの難問である。この部分だけでなく、

その前の対話（全体で17ターンある）からも、Lukeと
Michaelは紙派、Kateは反紙派（＝電子派）であること

は明確なのだが、Yasukoは「紙のレシートを下さいっ

ていうのもありよね」と、最後の最後まで曖昧である（「は

っきりしろ！」とイラつく受験生も多かったのでは・・・）。

結局のところ、「どう考えていいのか分からないわ」と言

っていることから、紙派でも電子派でもないので、答え

はKate一人ということになる。リーディングならば考

える時間があるので何とかなるかもしれないが、1回限

りのリスニングで瞬時に判断するのはかなりハードルが

高い。 
 この問題が良問であるか奇問であるかはさておき、英

語でのディスカッションの体験をもとにして解くのと、

想像するだけで答えるのとでは、当然のことながら有

利・不利が生じる。CLILでは対話とタスクに基づくア

クティブラーニングはごく日常的な学習活動なので、こ

のような問題形式に対して特段の対応を講じる必要はな

い。あえて加えるとすれば、学習スキル（講義や議論の

ノートテイキング、発表や小論のアウトライン作成など）

の指導を明示的に行うと、それが共通テストで再現され

た場合、「これ、いつもやってる！」と即座に頭が反応で

きるだろう。 
以上の傾向と対策から分かるのは、通常のCLILの授

業そのものが共通テストへの備えになるということであ

る。表2は、国内外の文献と授業観察から抽出したCLIL
授業に特徴的な指導法を、10項目にまとめたものである

（池田2021）。その各項目に上記の傾向を対応させると、

見事に当てはまる。 
 
1 内容学習と語学学習の比重を近づける。 
  →傾向① 
2  オーセンティック素材（新聞、雑誌、ウエブサイト 

など）の使用を奨励する。 
→傾向② 

3 文字だけでなく、音声、数字、視覚（図版や映像） 
による情報を与える。 
→傾向② 

4 様々なレベルの思考力（暗記、理解、応用、分析、 
評価、創造）を活用する。 
→傾向③ 

5 タスク（特に生活に関連するもの）を多く与える。 
→傾向④ 

6 協同学習（ペアワークやグループ活動）を重視する。 
   →傾向④ 
 

7 異文化理解や国際問題の要素を入れる。 
   →傾向① 
8  内容と言語の両面での足場（手助け）を用意する。 

→傾向①②③④ 
9  4技能をバランスよく統合して使う。 
   →傾向①②④ 
10 学習スキルの指導を行う。 
   →傾向①②③④ 

表2 CLIL の指導法 

  
「転移適切処理」(Transfer appropriate processing) という

仮説によると、「学んだことを再現しやすいのは、最初に

習得した時と状況が似ているか、学習時に用いたような

思考力を使う時である」という (Lightbown 2014)。この

説が正しいとすれば、CLIL的な教材、活動、指導に基づ

く授業は、最強の共通テスト対策ということになる。 
 
５．共通テスト対策を念頭に置いたCLIL の教材と活動 
 ここまでの分析と考察により、CLILの授業内容・方

法は、共通テストの出題内容・形式と相関性が高いこと

を示せたかと思う。したがって、表2の指導法に基づき

CLILの授業を行うだけで十分に共通テスト対策になり

うるのだが、さらに意識的、積極的、戦略的に受験対策

も兼ねたCLIL授業を実践するとすれば、以下の3点に

留意すると効果的だろう。 
 
① 教材作成 
 リスニングやリーディングと組み合わされる様々なタ

イプの資料に対応すべく（傾向②）、オーセンティック素

材（特にネット記事）、統計データの表やグラフ（英語

サイトにたくさんある）、情報や思考を整理するグラフ

ィックオーガナイザー、書き込み式の授業ハンドアウト、

アカデミックスキルに焦点を当てたワークシート（講義

のノートティキング、議論や資料の要点メモ、プレゼン

やエッセイのアイディアシートやアウトラインなど）を

豊富に用意する。これから出題が予想されるものには、

ルーブリックやピアレビューのための評価表などがある。 
 
② 活動設計 
 授業場面を意識した作問（傾向④）に対応すべく、グ

ループディスカッション、パワーポイントを使ったプレ

ゼン、ポスター作成プロジェクトといったタスク型の活

動を多く取り入れる。また、思考力・判断力を問う問題

（傾向③）に対応するため、高次思考力の中でも、理由・

根拠・証拠に基づく価値判断（「評価」）に重きを置く。

その他、主張や論点（アーギュメント）、事実と意見の
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違い、様々な論理展開（時間・順序、長所・短所、類似・

相違、区別・分類、賛成・反対、原因・結果、問題・解

決、意見・理由、要旨・要点など）に意識的に焦点を当

てた言語活動も効果的である。 
ここで大切なことは、対象技能であるリスニングやリ

ーディングだけでなく、ライティングやスピーキング（や

り取り・発表）といった産出スキルでも行い、さらに言

うならば4技能5領域を様々に組み合わせた統合タスク

とすることである。具体的な活動としては、意見、主張、

視点、利害、根拠、証拠、理由などが明確に異なる4者

について書かれた情報を用意し、それぞれの代理となっ

て立場を説明したり擁護するジグソー法などが考えられ

る。このように、タスク設計の基本は「インプット→ア

ウトプット」の順に、何かを読んだり聞いたりしてから、

それについて話したり、書いたりするのが定石であるが、

共通テストの出題形式に合わせて、「資料を見てから聞

く」や「テクストを読んでから図表を理解する」といっ

た「インプット→インプット」でもよい。 
 

③ 指導方法 

言語指導で最も得点と直結するのは、パラフレーズの

習慣である。というのも、リスニングにせよ、リーディ

ングにせよ、解答の選択肢も英語にする場合、書かれた

り読まれたりした英語を、別の単語や表現で言い換えて

作問するのが最も手っ取り早いからである。その習慣形

成のためには、まずは教師が常に見本を示し、生徒にも

それを促すことで、自然にパラフレーズの習慣を根付か

せるとよい。その他、すでに詳述した「概念」に焦点を

当てた内容必須語彙の指導は意識する必要がある。また、

ルーブリックに基づき、生徒の発表や課題に対する口頭

および文字でのフィードバックも重要である。これも、

教師だけでなく、生徒自身にもピアレビューをさせ、コ

メントさせるようにすると、「基準に基づく思考力・判断

力」が育成される。時間が許すならば、ルーブリックの

観点と基準を生徒自身に考えさせた上で、自己評価・他

者評価をさせると、より効果的である。同じことはグラ

フィックオーガナイザーについても言える。通常は教師

が足場として与えるものだが、生徒自身に作図させると、

情報や思考の可視化技能が向上する。最後に、数字デー

タのポイントを素早く理解し、細部を把握する訓練は欠

かせない。これそのものは言語的指導ではないが、それ

にプラスして、数字データやグラフなどを説明する語彙

や表現を教える必要があることは言うまでもない。 

 

④ 教科横断 
 情報処理力を必要とする問題（傾向①）に対処すべく,

他教科の内容を取り入れることで、トップダウン処理を

促進させる。その際には、他教科の教科書の活動や共通

テストの出題を参考にした教材作成や活動設計を行うと、

英語以外の科目の共通テスト対策としても有効となる。 
 
６．おわりに 

 これまで見てきたように、CLIL と大学入学共通テス

トの親和性は思ったよりも高い。これは考えてみれば必

然のことである。というのは、共通テストは各教科の伝

統的な知識・技能に加え、知識の実生活での活用や批判

的・論理的思考力の涵養といった世界共通の 21 世紀型

学力と、それを習得するためのアクティブラーニングに

よる学習過程（タスク活動、グループ学習、対話的指導

など）を評価するためのものであり、それは取りも直さ

ず、CLIL の学習目標および学習方法と同じ方向性を志

向しているからである。極端な言い方をすると、共通テ

ストはCLIL的学力を測定・評価するものという見方も

できる。今後、新課程で学んだ生徒が受験する 2025 年

度入試を念頭に、私立大学や国公立大学の二次試験もそ

のような方向に向かうとすれば、CLIL は有力な受験対

策となりうる。 
再び野球の比喩に戻ると、これまでは打球（＝問題）

の当たりは鋭くとも（＝難問であっても）、飛んでくる範

囲（＝試験の構成要素）は外野手が楽にさばける程度で

あったが、これからはしっかりと外野まで運ばれてくる

（＝内容知識や汎用的思考力も評価される）。野球は外野

に球が飛んでこそ楽しい。同じく、英語の授業も試験も、

CLIL的になればなるほど面白くなる。 
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11.. ははじじめめにに                                        

笹島茂 

 

J-CLILは、日本でのCLILの普及を目的として活動
してきている。主に英語教育におけるCLILであるが、
当然ながらCLILは英語教育だけではなく、多言語多文
化教育を背景としてヨーロッパを中心に拡大している。

日本語教育やヨーロッパ言語（フランス語、ドイツ語、

スペイン語など）教育もCLILには当初から関心を持っ
てCLILを推進している。そのような背景から、J-
CLILは第1回年次大会より多言語多文化の議論を続け
てきた。第3回大会でのシンポジウムで「日本語教育と
英語教育と多言語多文化教育」と題して視点を変えて議

論した。本稿は、シンポジウムの延長として、松本 
Sturt 洋子氏、奥野由紀子氏とともに、日本語教育と英
語教育の連携と多言語多文化教育などについてふり返っ

て考えてみたい。 
本稿では、CLIL本来のコンセプト、つまり、「内容
（学ぶ内容）と言語（その内容と関連する言語）を統合

した学習」に沿って、日本語教育を中心的テーマとし

て、英語教育と多言語多文化教育、他の外国語教育（中

国語、韓国語、スペイン語、ドイツ語、フランス語な

ど）のあり方と連携についてまず議論したい。CLIL
は、内容の学習と関連したとらえどころのない多様で柔

軟な言語教育の総体と理解されるが、大きな特徴は、や

はり「統合学習(integrated learning)」にあると言え
る。統合学習については、内容と言語の統合と考えるだ

けではなく、内容と母語と外国語の統合と考えてもまっ

たく問題ない。多言語多文化状況に対応して「母語＋他

の言語＋…＋文化＋内容＋…」という多様で柔軟な統合

した学びと考えるほうが、日本のような学習環境では可

能性が広がるだろう。 
シンポジウムでは、先立って行われた松本Sturt洋子
氏の講演「日本語教育とCLILアプローチ - 欧州の複
言語主義の観点から」を基調としている。本稿では、ま

ず、松本氏から、英国においてあるいはEUにおいて
日本語教育がどのように進行し、そこでCLILがどのよ
うな働きをしているのかという講演内容と絡めて、テー

マに沿って議論する。続いて、奥野由紀子氏から、日本

における日本語教育を中心に、コロナ禍における多様な

日本語学習の状況とCLILの可能性という観点から議論
する。さらには、シンポジウムでは参加者からオンライ

ンにもかかわらず貴重な意見があったので、その点を含

めて、笹島から、目標としている日本語教育と英語教育

の連携のあり方や、さらには、他の外国語教育も含めた

言語教育全体とCLILの関係性について提案したい。 
今後も各言語教育との相互関係から多言語多文化を考

える議論は続けていく必要があると考えている。CLIL
は、その定義の曖昧さがゆえに言語とかかわるすべての

学習を取り込む可能性がある。CLILという統合学習
は、そのような多様性と柔軟性の利点を生かし、実質的

に複雑な多言語多文化教育のリエゾンとして効果的に機

能することを期待したい。 
 
11..11 シシンンポポジジウウムム企企画画のの主主旨旨        

本シンポジウムの企画はシンプルで、英語と英語以外

の言語とCLILの連携のあり方に設定した。CLIL が生
まれたヨーロッパに較べて、日本は、国語、英語、中国

語などの外国語間の言語教育の連携が希薄であり分断さ

れている。それぞれがそれぞれの専門領域を研究し実践

していて、互いの知見が交流する場は少ない。その影響

は見過ごすことはできないと考える。学校教育では国際

理解教育として位置付けられ実践されてきているが、本

来の多言語多文化教育の本質とは異なり、日本を中心と

した異文化の理解が中心で、それに日本人としてどのよ

うに対応していくのかという視点が強い。外国語学習に

関しては、実質英語を中心としたカリキュラムであり、

英語を中心とした国際理解なのである。言語教育間の連

携は相変わらず不足し、ヨーロッパ、カナダ、オースト

ラリアなどと比較すると、多言語多文化教育は改善の必

要性があると考えている。しかし、CLILは幸いにも伝
統的に硬直した言語教育の現状に一石を投じる可能性が

あると考え、本シンポジウムを企画実践した。CLILは
内容と言語を統合した学習と頑なに考えず、多様で柔軟

にその可能性を追求することは大切だろう。 
 

  
日日本本語語教教育育とと英英語語教教育育とと多多言言語語多多文文化化教教育育 

 
松本 Sturt 洋子（エディンバラ大学） 
奥野由紀子（東京都立大学） 
笹島茂（東洋英和女学院大学） 
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11..22 言言語語間間学学習習のの連連携携  

CLILの基本的考えでは言語間学習は想定していない
のがこれまでの共通理解である。しかし、多言語多文化

を背景として生まれた学習であり、背景の異なる人々が

共に平和に暮らし発展することを目的としたカリキュラ

ムなので、複言語複文化を想定した言語間の学習は想定

内の考え方となっている。ヨーロッパでは、英語とドイ

ツ語、フランス語とスペイン語など、いくつかの言語を

指導する言語教師(language teacher)の職が定着してい
る状況があり、言語教師の連携が自然に構築されている

状況がある。多言語多文化は必然的に考慮される必要が

育まれていた。CLILに言語間学習は含まれていたと考
えてもおかしくはないだろう。 
そのような背景から、言語教師の養成や研修もある面

で一緒に実施され、多言語多文化やそれぞれの言語学習

の連携は当然と言ってもよい。しかし、母語と外国語、

第一言語と第二言語という区別が明確にできないような

状況も多くなり、言語間の壁が薄くなり、英語、国語な

どというような教科設定を明確にする必要もなくなり、

統合的な学習科目が設定しやすくなる。日本では、教科

等横断的なカリキュラムは以前から推奨されているが、

試験的に実施されている程度で、実質的にはむずかしい

面が多々ある。ましてや、トランスランゲージング（言

語を交差すること）(translanguaging)など、多言語多
文化を扱うカリキュラムの考えはまったく浸透していな

いのが現状である。その点から、英語教育の中でそのよ

うな多言語多文化を演出することは重要と考えている。

それがひいては、中国語、韓国語などの近隣の言語やヨ

ーロッパ言語や文化を相互に理解する機会となるのでは

ないだろうか。 
 

11..33 英英語語教教員員養養成成とと研研修修ににおおけけるる日日本本語語指指導導経経験験  

現状の国際教育理解では、国連を中心とした活動の知

識や国際交流を扱う程度で、上辺の理解に終始し、英語

を中心としたいくつかの言語でコミュニケーションする

ことや、互いの文化習慣の相互の理解のプロセスを体験

的に身につけることはほぼない。日本の現状ではそこま

でする必要はないと言えるが、新型コロナウィルス感染

拡大の影響で多少は鈍化したとは言え、少しずつ社会は

そのような多言語多文化状況にならざるをえないので、

教育もそれに対応する必要があるだろう(cf. Council of 
Europe, 2018)。 
その中で、英語教育におけるCLIL実践普及の観点か
ら、英語教員養成や研修に日本語指導のボランティア活

動を取り入れるプログラムをスタートさせた。発想は単

純である。英語教員の養成において英語力の育成が望ま

れ、海外留学や語学研修が奨励されているが、高額であ

るにもかかわらず、費用面での支援が十分ではない。留

学したくても、奨学金などの支援はハードルが高く、す

べての学生がその恩恵を受けられるわけではない。当然

安価なプログラムやボランティア活動などのプログラム

が多く提供される必要がある。また、海外での語学研修

が費用の割にあまり実りがないという学生からの不満も

あり、教員志望の学生に適切なプログラムを模索してい

たところ、たまたまオーストラリアの初等中等教育で日

本語の授業の手伝いの依頼があった。 
オーストラリアの日本語のCLILには、Margaret 

Gearon氏やRussel Cross氏からの教示もあり、興味
を持っていた。機会があり、実際にどのようにCLILが
展開されているかを見学したところ、日本の英語教育に

参考となる点が多々あった。イマージョン、バイリンガ

ルなど多様なレベルの日本語教育が展開され、多様で柔

軟な展開に刺激を受けたのをよくおぼえている。日本人

教師や学習指導支援のボランティアもいて、日本語と英

語が自然に使われていた。この様子を見たときに、英語

教員志望の学生にとってもこのような日本語指導の支援

活動は有用であると直観した。 
以前から日本語教師を目指す学生を対象とするプログ

ラムは実施されていたが、担当者のKaylie Farmer氏
とやりとりをする中で、CLILがすべて実施されている
わけではないが、日本語指導の経験が英語指導にも当然

のように応用されると確信した。以前より、英語が理解

できる人に日本語を教えるという実践は、英語教育の指

導に有効であると考えていたので、彼女がコーディネイ

トするTJFL (Teaching Japanese as a Foreign 
Language)プログラムに参加するよう学生に促した。こ
のプログラムの検証は、新型コロナウィルス感染の蔓延

で頓挫し、現在は実施できなくなっているので、検証半

ばであるが、効果的な印象を得ている。 
 
11..44 多多言言語語多多文文化化教教育育のの可可能能性性  

日本の言語政策は、国語と英語に集中し、他の外国語

学習や地域言語や継承言語にはあまり関心を示していな

いが、多言語多文化は事実拡大している。その状況で

は、それに携わる各言語教師は協同し情報を共有する必

要があるだろう。そのような状況では、国語教育として

の日本語は基盤であるが、英語教育はELF (English as 
a Lingua Franca)が重要と考え、CLILの理念を背景と
して、日本語教育の普及と外国語教育の推進など言語に

関する意識や態度を、初等中等教育の段階から実践的に

身近なものとしていく必要があるだろう。そのような観

点から、日本語と英語教育を中心とした多言語多文化状
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況に適した「複リテラシー(pluriliteracies)」（笹島・土
屋・奥野・藤田, 2019）の育成が今後のカギとなると考

えているが、さらに議論を深める必要がある。 
 

22.. 日日本本語語教教育育ととCCLLIILLアアププロローーチチ  --  欧欧州州のの複複言言語語主主義義

のの観観点点かからら  

松本スタート洋子 

 

日本語教育の現場は多様で複雑であることはよく知ら

れている。世界規模で見ると年齢、母語や文化的な背景、

日本語のレベル、学習目的や動機などが異なる約385万

人（国際交流基金調査,2018）が日本語を学習している。

外国語教育としての日本語（Japanese as a Foreign 
Language = JFL）には、大きく分けて以下の２つのJFL
環境がある。（１）日本に留学して日本語を学ぶ学習者

に母語話者日本語教師が日本語で授業を行う JFL環境。
日本国内の日本語教育機関で行われているJFL入門・初
級教育では、媒介語を使わず「そのクラスで教えている

日本語（目標言語）で日本語を教える」ことを前提とし

たいわゆる「直接法」による教室活動が主流となってい

る。それに反して（２）海外のJFL教育の現場では、「学
習者の母語や教師・学習者とも理解できる言葉（媒介語）

を使って日本語を教える」指導法（間接法）が多く取り

入れられている。海外の日本語教育機関では「母語話者

日本語教師」と日本語能力の高い「非母語話者日本語教

師」が日本語教育に携わっているが、その約７割（国際

交流基金調査,2006）が日本語を母語としない現地の教師

であり、海外のJFL環境では非母語話者日本語教師によ

る日本語教育が展開されていることが窺える。 

J-CLIL 第 3 回大会のシンポジウムで検討された「日

本語教育と英語教育の連携」について振り返ると「目標

言語の日本語で日本語を教える」指導法が前提とされて

いる上記（１）は「目標言語の英語で授業を行うことを

基本とする」ことが導入された最近の日本の英語教育の

文脈との接点が見られる。また、上記（２）海外のJFL環

境で「学習者の母語を使う」指導法（間接法）を日本の

英語教育に置き換えると、母語である「日本語」を英語

教育で活用する指導法の１つとして検討することができ

るだろう。日本の英語教育と海外の日本語教育は目標言

語こそ違え、教室の外に一歩出ると学習している外国語

に触れる機会が少なく、目標言語を使う必要がない言語

環境での語学学習という共通点を持つ。また「ごく限ら

れた時間」と「母語環境の中」で「ある程度のレベルに

まで到達することを目指す」という学習環境も相応する。

言うまでもなく、このような共通点は特定の言語に限る

ものではないし、目標言語を使う機会が非常に限られて

いる海外における外国語学習 (Foreign Language 
Learning = FLL)の多くの現場での共通事項として捉え

ることができるだろう。 

 

22..11    英英語語圏圏のの日日本本語語教教育育とと教教授授言言語語  

多言語環境でのFLL教育と違い、日本での英語教育と

イギリスの日本語教育には「外国語学習者の母語がほぼ

単一」だという共通点がある。教室内の共通語で教えれ

ば効率的で誤解も生じないというメリットを無視できる

教師はいないだろう。実際、外国語教育で学習者の母語

（L1）を使うことの是非や第二言語習得におけるL1の
役割は第二言語習得（SLA）の研究分野で盛んに議論さ

れてきた。しかし「英語教育のペダゴジーは依然として

モノリンガリズムのままだ」とWiddowson （2003）が
指摘した通り、目標言語のみを使うことが主流の旧態依

然の英語教育の伝統に縛られた現場では、媒介語を使う

べきかどうかのジレンマを抱え、L1使用に罪悪感を持つ

英語教師が少なくなかった（Canagarajah, 1999）。日本
語教育でも同様に L1 の使用を避けた指導法をとる教師

は、媒介語の使用に対して「ネガティブ」なイメージを

持っていることを嵐（2018, p.146）が指摘している。そ

れを打破し、母語(L1)の適度な使用は外国語学習にプラ
スに働くという世界の外国語教育分野の研究（Brooks-
Lewis, 2009; Canagarajah, 1999; Hall & Cook, 2012; 
ロクガマゲ, 2008）が増えてきている。 

ここで問題にしたいのは外国語教育における母語（L1）
使用の是非ではない。先に述べたように日本語教育では

教授言語に関して大きく分けて「直接法」と「間接法」

が使われている。海外の日本語教育は「学習者の母語や

理解できる言葉（媒介語）を使って日本語を教える」間

接法で行われていることは広く知られているが、問題は

その実態（媒介語の効果的な使い方や使う目的・場面な

ど）を調査した研究があまりされていないことにある。

日本語教師になるための教科書や参考書は、目標言語の

日本語を教授言語として前提している。したがって直説

法の教授技法に関する参考書や教師養成コースは数えき

れないほどあるのに対し、間接法とはどんなことをする

のか、どうやって教えるのかについて書かれた書籍はほ

とんど見当たらないということだ。筆者が調べた限りで

は間接法の技法を知り、それを実践で確認できると明確

に告知している日本語教師養成機関はオーストラリアと

英国（イングランド）に１校ずつしかなかった。 

 

22..22  外外国国語語教教育育のの媒媒介介語語使使用用のの実実態態かからら見見ええるるこことと  

英語圏の日本語教師は英語を使ってどのように日本語

を教えているのだろうか。英語圏にある高等教育機関の

日本語クラスにおける媒介語使用の実態を知るため、筆

者の勤務するエディンバラ大学の日本語教師（日本語母

語話者）６名に対して（１）媒介語（英語）使用と（２）

使用の理由について聞き取り調査を実施した。その結果、

全員が「間接法」と言われるアプローチをとっていたが、

どんな時にも媒介語として学生のL1（英語）を保持して
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いるわけではなかった。例えば、初級前半のクラスを担

当する教師は、文法説明を英語で行い、そのほかの指示

や挨拶、既習事項のページ数、時間などについては日本

語で言った後に、英語でも同じことを言うトランスラン

ゲージング的な方略を使っている。レベルが上がるにつ

れて目標言語の日本語が徐々に増えていき、中級レベル

が近づくと基本的にすべて日本語で教え、日英間で微妙

にニュアンスの異なる語彙や表現などはL1（英語）で精

密に説明している。全レベルを通して、特に間違っては

いけないアセスメントの説明などに関しては、全員が主

に英語で説明するか、日本語で言った後に、英語でも同

じことを伝えていることが分かった。 

以上により、「間接法」で指導する日本語教師は「目

標言語である日本語の効果的な使用」を優先しつつ、学

習者の日本語レベルに合わせて日本語と英語が混在する

トランスランゲージング指示を出し、詳述が必要な説明

や間違ってはいけない箇所を L1 使用で補強しているこ

とが明らかになった。本調査の結果は台湾の大学で初級

を教える日本語母語話者日本語教師の媒介語使用の実態

を調査した顔（2019, p.131）の調査結果が示した次の二

点と一致している。 
（１） 日本人教師全員が多かれ少なかれ学習者の母語を

媒介語として教えていた。 
（２） 媒介語は文法説明と単語の定義・説明で多く使わ

れ、目標言語の日本語よりも媒介語が多く使用さ

れたのは理解度の確認のための質問と教師の説明

や指示であった。 
顔（2019）は、この調査結果はこれまでの媒介語使用に

関する理論的主張や英語、中国語、日本語、ドイツ語な

どの先行研究の調査結果と一致しており、これらの教授

活動では媒介語を使用する必要が高いことを示している

と結論づけている。 

ここで英語圏を中心にシリーズ累計200万部を超える

教科書『GENKI: An Integrated Course in Elementary 
Japanese』（ジャパンタイムズ出版）が、こういった英

語圏の日本語教育の教授活動をどのように反映している

のかについて見てみよう。『げんき』は、主に英語圏の

大学生に対して、英語を媒介語として日本語を教えるこ

とを大きな前提（大野,2017）として作られており、文法

の説明と問題の指示は全て英語で書かれている。目標言

語でまわりくどい説明をすることを最初から回避して、

L1（英語）で行ってしまえば簡単にできることを現実化

した教科書だといえる。具体的には一課と二課はひらが

な表記で、ローマ字をルビ的に配置（ひらがなの下にロ

ーマ字で読み方が書かれている）。カタカナにはひらが

なのルビがふられていて、読み方はローマ字表記。また、

英語タイトルをつけた日本語ダイアログの次のページに

は英訳がある。 

 

 
図１『げんき』のトランスランゲージ的アプローチの例 

 

つまり複言語主義を地でいくような構成となっているこ

の教科書は、同一文内にひらがな、カタカナ、ローマ字、

英文が使われており、それらを行ったり来たりするトラ

ンスランゲージングでの言語活動を想定していると思わ

れる。 

 

22..33  CCLLIILL教教育育ににおおけけるるトトラランンススラランンゲゲーージジンンググのの実実践践  

媒介語使用の実態調査から見える海外の日本語教育の

現場は、あるときは媒介語（L1・共通語）を使い、ある
時は目標言語の日本語を使って同じ会話内で柔軟に複数

の言葉を混ぜながら話す、いわゆる「トランスランゲー

ジング」の実践の場だった。基本は目標言語によるイン

プットや運用訓練とし、理解の支援（足場かけ）や補強

が必要な箇所では学習者の母語を「学習リソース」

（resource = 資源）の１つとして活用している。トラン

スランゲージングのアプローチは言語とコンテンツの両

方のクラスでインプットとアウトプットに使用できると

され（Cenoz & Gorter, 2017）、CLIL / CBIクラスで複
雑なタスクに取り組む際の L1 使用は、目標言語を媒介

するより効率的な学習のためのリソース（認知的なツー

ル）と見なされるようになっている(Turnbull & Dailey-
O’Cain, 2009)。例えば、英語圏のオーストラリアで日本

語CLILを実践したTurner（2013）の実践報告による

と、CLILは目標言語による教育に重点を置いているが、
柔軟性があるため全ての学習者が目標言語だけで話すこ

とを求められているわけでなく、状況によっては英語

（L1）で説明する必要があること、国際プロジェクトで

は学生間のピアメンタリングで方略的な L1 使用が見ら
れることなど、CLIL 環境における学習者のトランスラ
ンゲージングの言語活動に言及している。 

Turner（2013）の言うCLILの「柔軟性」とはなんだ

ろうか。Turner 自身は言及していないが、その「柔軟性」
はCLILの中核が「インテグレーション」（integration）
にあることと無関係ではないだろう。なぜならトランス

ランゲージングの観点から見たCLILの複言語コミュニ
ケーション活動は、複言語リソースの一体化として拡大

解釈できるからだ。 
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トランスランゲージングの研究者たちの言葉を借りれ

ば、複数の言語は絡み合って変形し、新しい意味や文法

を生成する有機的なリソースである。Canagarajah 
（2013）の研究における「トランスリンガル」
（translingual）の概念は、複言語話者が全ての言語リソ

ースに基づいた方略を実践していることを示唆している。

Canagarajah（2011, p.1）の考えるトランスリンガルの
「プロフィシエンシー」とは、複言語が提供するさまざ

まな機能で言語能力を発達させる「レパートリーの構築」

であり、それぞれの言語を完全に習得することではない。

外国語の学習過程で不完全な習得（部分的な能力）であ

ってもそれを否定せず、逆に複言語能力（plurilingual 
competence）の発達に貢献する力になると捉えている

「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR: Common 
European Framework of Reference for Languages）と
トランスリンガルの概念はこの点において考えを同じに

していると思われる。 
 

22..44  目目標標言言語語をを使使っってて教教ええるるとといいううこことと  

海外の日本語教育の現場では直説法・間接法という二

項対立的な教授法は取られていなかった。次に、直説法

が主流と言われる日本国内の日本語教育において「目標

言語を使って教える」ことについて少し検討してみたい。

世界中からの留学生が学ぶ多言語環境の日本語クラスの

共通語は目標言語の日本語しかない。日本語で効率的に

指導するための技法のエッセンスが日本語教育の「直接

法」だと言える。例えば、目標言語のインプットには音

声の副教材と教室で教師が学習者に向かって目標言語で

話す場合があるが、後者の実践では教師が生徒（特に初

級の学習者）に確実に目標言語で話す内容を伝えるため、

学習者の言語レベルに合わせて意識的に話し方を操作す

る「ティーチャー・トーク」（以下TT）という技法が使

われる。日本語を含むTTの先行研究により、教師は「話

す量」・「話すスピード」・「語彙や文型の選択」の３

点を中心に調整し、談話レベルでは「要点の繰り返し」

などの調整も行っていることが明らかにされている。日

本語教育の直接法による実践教育（教授技法）では教師

のTT能力が重視されている。荒川（2016, p.392）によ
れば、経験のある日本語教師は少なくとも初級の前半向

け、初級中盤〜後半向け、それ以降の3 種類のTTを調
整できるという。 

次に、直説法を前提とする日本語教材の媒介語の使用

の状況を確認してみたい。例えば、日本語教科書のシェ

ア70％で「直説法」の代名詞のように言われている『み

んなの日本語』（スリーエーネットワーク）を紹介する

出版社のwebページには、この教科書の使い方に関して

以下の記述がされている。 

 

メインテキストの『本冊』は全て日本語のみで書か

れています(初級Ⅰのみローマ字版があります)。学

習される方のレベルに合わせて『本冊』と『翻訳・

文法解説』のセットで学習します。『本冊』で話し、

聞き、読み、書き、『翻訳・文法解説』で意味を確

認します。翻訳・文法解説は現在『初級Ⅰ』は13ヶ

国語、『初級Ⅱ』は12ヶ国語、『中級Ⅰ』『中級Ⅱ』

は8ヶ国語刊行されています。学習される方の母国

語をお選びください。（下線は筆者による） 

 

出版社の編集員(佐野,2018)が「翻訳が充実している」こ

とを『みんなの日本語』が売れている理由として挙げて

いるように「文法解説」版は英語・ 中国語・ 韓国語・ 

スペイン語・ ポルトガル語・ フランス語・ タイ語・ イ

ンドネシア語・ ロシア語・ ドイツ語・ ベトナム語・ イ

タリア語・ ビルマ語の13ヶ国語に翻訳されている。つ

まり、教師は日本語だけで書かれている直接法を基本と

する本冊で読み書きや話すこと、聞くことの4技能を教

える。それを補完する形の文法解説本が13ヶ国語で多言

語展開している。L1(学習者の母語)とL2 (目標言語)の

棲み分けをするこの教科書は先に述べたトランスランゲ

ージングのアプローチをとる間接法による指導とは異な

るが、翻訳という仲介を通して２つの言語を繋ぐ構成が

取られており、学習者の L1 を仲介して日本語文法を理

解する想定となっている。佐野(2018, p.3)は教師が「以
前より翻訳に頼ってきている感じがする」という所感を

述べたうえで、「翻訳があった方が楽だ」という声を「非

常に聞く」と報告している。これは言い換えれば、直説

法を基本とする日本語教科書でも、多くの教師が学習者

の L1 で文法を説明する方が楽だと感じていて、学習者

のL1 の知識を文法説明に活用することが学習活動にプ

ラスに作用することを実感しているということになるだ

ろう。この分析から「直接法」が「媒介語を禁止する」

指導法だとする教師や学習者のビリーフがあるなら、そ

れは誤った思い込みであると指摘できるだろう。 

 

22..55  目目標標言言語語とと文文化化のの接接点点  ––  レレアアリリアア  

今日の外国語教育では地図や写真、映像など実社会で

実際に用いられている「レアリア（realia）」や「生教
材（authentic materials）」を教室に持ち込んで実物教

具として用い、動機付け、情報提供、実際の言語使用経

験などを提供するための学習リソースとして活用してい

る。実際に使ってみれば分かるが、レアリアはただ与え

たり、見せたりするだけでは効果が出ない。学習項目や

目的に応じたレアリアの選定や見極めは教師の腕の見せ

所であり、非母語話者教師の場合は目標言語・文化に対

する深い理解が必要とされる。特に教室の外に一歩出る

と目標言語や文化に触れる機会が少ない海外での外国語

教育においては、クラスで使われるレアリア・生教材の
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ビジュアルで直感的な課題（タスク）は、学習者にとっ

て楽しく意味のある異文化体験やアクティブラーニング

の記憶となり得る。生徒が興味を持ってくれそうな「素

材にこだわる」実践はCLILの統合学習の面白みや挑戦
にも通じるのではないだろうか。 

欧州のCLIL研究を論じたPérez-Cañado (2012)は、
イギリス英語はCLILプログラムで最も広く採用されて

いる言語にも関わらず、その英語が話されているイギリ

スでのCLILの導入と実践は他言語に遅れていることを
指摘している。その後、イギリスの初等・中等教育の外

国語教師にCLIL／ソフトCLILの教授法などに意識的

に目を向けてもらうことを目的として ELAPSE
（ Embedding Languages Across Primary and 
Secondary Education）プロジェクトが立ち上げられ、専

門知識を提供して教師に自信をつけさせ「教科横断的な

アプローチ」による外国語クラスの導入と実践を推奨し

ている。ELAPSEは識字能力、計算能力、STEM科目、
健康と福祉に焦点を当てながら、CLIL 実践ガイドと、
外国語（フランス語、ドイツ語、スペイン語）教師およ

び追加言語としての英語教師向けのリソースを提供する

ことを目指している。 

図２にイギリスの非営利セクターで実施されているス

ポーツに関連するCLILを紹介する。イギリスのプレミ

アリーグに加盟しているサッカーチームのアーセナルが

主催し、「Arsenal Double Club Languages」プログラ
ムで低価格の有料教材セットを５カ国語（仏語、独語、

スペイン語、イタリア語、ポルトガル語）で英国内の小

中学校に提供している。 

 

 

図２ 左：スペイン語教材 右：筆者による日本語訳 

 

図２はアーセナルの Web ページで公開されているスペ
イン語の教材サンプルで中級と表示されているが、内容

的にはCEFR A1程度のアイテムで構成されている。こ
のプログラムでは生徒一人につき£10 (=￥1500)の追加

料金を払うとプログラムで選択した言語を話す有名なサ

ッカー選手が学校訪問をして外国語のクラスに参加して

くれるオプション（Optional Language Day visit）も提
供されており、サッカー抜きには語れないイギリスのス

ポーツ文化と憧れのプロ選手という人的なレアリアの組

み合わせが効いた魅力的なプログラムに仕上がっている。 

日本語CLILの実践例として、図３に筆者が担当する

日本学専攻の学部選択科目で「漢字とビジュアル文化」

を題材にした中級CLIL教材「浮世絵を読む」を紹介す

る。導入の手順は（１）レアリア（歌川広重作「山下町 

日比谷 外 さくら田」）の鑑賞（２）言語活動（必要な

情報のスキャニング練習）杉浦日南子「手にとって見る」

『江戸へようこそ』筑摩書房（３）新出漢字のスキャフ

ォールディング（浮世絵に使われる漢字から分かること）

（４）実践練習（浮世絵を読む）で設定した。 

 

 
図３ 実践練習（浮世絵を読む）の例 

 

以上、「英語以外のCLIL」 について国内外の日本語
教育と日本の「英語教育」の接点を模索しつつ、海外に

おける外国語教育研究で展開されている教授言語と母語

(L1)使用の実態について検討した。そこから海外の日本

語教育の言語環境は、同じ会話内で柔軟に複数の言葉を

混ぜながら話す「トランスランゲージング」の実践の場

であると結論した。次にCLILの複言語コミュニケーシ
ョン活動への「柔軟性」については、CLILの中核である

インテグレーションを「複言語リソースの一体化」とし

て拡大解釈することを提案し、CEFRとトランスリンガ
ルの概念に共通する「部分的な外国語能力の肯定」につ

いて論じた。最後に「目標言語を使って教える」日本語

教育で使われている「ティーチャー・トーク」の技法を

紹介し、目標言語と文化の接点である「レアリア」を導

入してイギリスで開発された日本語とスペイン語の

CLILの実践例を報告して全体のまとめとした。 
 

33.. 多多様様なな日日本本語語学学習習のの状状況況ととココロロナナ禍禍ににおおけけるる CCLLIILL

のの可可能能性性：：シシリリアア出出身身のの日日本本語語 LL22 使使用用者者へへのの支支援援

をを例例ととししてて  

 

奥野由紀子 

                  
 新型コロナウィルス感染症により、この一年で教育の
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方法も大きな転換を余儀なくされた。それは、多様な背

景をもつ日本語 L2 使用者への教育においても同様であ
る。大学や日本語学校においても通常４月に始まる授業

が 2020 年度は開始が遅れたり、開始されてもオンライ
ンでの授業となり、教師も学習者も初めての取り組みの

中で新しい学習方法を模索する毎日であった。一方、 
1993年度から開始された技能実習制度に加え、 2019年
度からは入管法改正により介護や農業、建設業など14の

業種において即戦力となる外国人労働者の受け入れが

「特定技能」として開始されているが、コロナで実習生

の受け入れができなくなったり、実習が終わっても帰れ

ないなど、混乱が広がっている。実習が終わったら給料

は支払われず、かといって帰国もできず、住む場所も食

べるものさえないという状況も生じた。また、地域で支

えるボランティアによる日本語教室や支援学級なども継

続が困難となり、日常におけるつながりを持つ機会が激

減し、孤立を深める日本語L2使用者も少なくない。 
 2019年6月28日に「日本語教育推進法案」が公布・

施行された。これは日本語教育の推進が、外国人が日常

生活・社会生活を国民と共に円滑に営むことができる環

境の整備に資するとともに、日本に対する諸外国の理解

と関心を深める上で重要であることを示すものであり、

日本語教育は国・地方公共団体及び事業主の責務である

ことを明文化したものでもある。また、日本語だけでは

なく、幼児期及び学齢期にある外国人等の家庭における

教育等において使用される言語の重要性に配慮すること

も基本理念に盛り込まれている。このコロナ禍において

も学びやつながりを途切れさせることのないような学習、

支援の在り方が問われている。 
 本稿では、そのようなコロナ禍におけるシリア人日本

語L2使用者へのオンラインでのCLIL支援について報
告する。 
 
33..11    シシリリアア出出身身者者へへののココロロナナ禍禍ででのの日日本本語語支支援援のの経経緯緯  

2011 年シリアで起こった民衆蜂起が全国的に拡大し、
シリアでは、内戦が泥沼化し、シリア国内で多数の犠牲

者を出す深刻な事態に陥った。シリアは、今も深刻な内

戦状況にあり、内戦終結の兆しは全く見えず、物価が高

騰し、厳しい状況が続いている。内戦で、勉強をする機

会や働く場所をなくした多くの人々がシリアを出て海外

で移民や難民として暮らしている。日本の政府も2017年
から5年間で100名の大学院の留学生をシリアから受け
入れている(シリア難民に対する人材育成事業「シリア平

和への架け橋・人材育成プログラム（Japanese Initiative 
for the future of Syrian Refugees：JISR（ジスル））」)。
その他に民間の団体や大学も受け入れているが、日本で

は難民としての受け入れが非常に少なく、たとえ紛争か

ら逃れて日本に来ている人であっても、ほとんどが難民

認定はされていない。紛争を逃れて留学生として来日し

ている人の中には家族も一緒に来ている人も多く、子ど

もは６才になると日本の小学校に通うようになる。また

当初は留学生として来日したとしても、学修年度が終わ

っても通常の留学生とは異なり帰国することはできない。

しかし、日本国内で就職先を見つけることができなけれ

ば、在留資格の更新すら危ういのである。 
本稿では、JICA や大学のサポートを受けながら大学
院で研究を行い、修士課程の学位を取得し修了し、半年

の就職猶予期間が過ぎたものの、就職先が見つからず、

日本語学校へ通う補助もなくなった（半年の就職猶予期

間には通えていた）シリア出身の日本語L2使用者Aへ
のオンラインでの学習支援を報告する。またちょうどそ

の 2020 年の春は、コロナウイルスが流行し、緊急事態
宣言が出され、就職活動もできず仕事の目途も立たず、

日本語の勉強もままならない中、同行して来日している

子どもは小学校へ入学し、途端に休校で学校に行けなく

なっている状況であった。 
そのような状況を知り得た筆者は、日本語教育を専攻

するシリア出身の大学院生と共に、就職に向けたビジネ

スと小学校の学校文書を読むことに内容を据えた CLIL
日本語教育を週に１度、オンラインで行うことにした。

また3週に1度はビジネストピックに特化したディスカ

ッションや面接対策として、シリアやイスラム文化に縁

があり、実際にビジネスに携わっている日本語 L1 使用
者の社会人にもゲストとして参加してもらうことにした。 

 

33..22    ビビジジネネススをを内内容容ととししたたCCLLIILL支支援援  

なんとか就職をしなければならないという状況と、専

門が生産管理であり、ビジネスの内容に興味を持ってい

たことから、ビジネスを「内容」として取りあげ、「言語」

「協学」「思考」を意識した日本語CLIL支援を行った。
Aのような難民留学生はもともと専門を生かした職につ
いていたり、専門を勉強していたが、国の事情で仕事や

勉学を中断して来日し、学びを再開している。そのため、

他国で生きていくためとはいえ、自身の専門を生かして

働きたいという気持ちが強い。Aの日本語のレベルは日
本語能力試験N4でN3を目指している段階であった。
Aの状況や専門、日本語レベルを総合して判断し、実在
する日米のグローバル企業5社を取り上げ、その新商品

開発やビジネス戦略、企業理念などの事例(ケース)を日
本語で「読む」→「考える」→「話し合う」ことを通し

て日本語力を伸ばすことを目指す教科書『中級から伸ば

すビジネスケースで学ぶ日本語』（高見, 2014)を用いるこ
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ととした。具体的には、以下の５つのトピックを1トピ

ック 3週間かけてすすめ、毎回 3週目には、日本語 L1
使用者の社会人ゲスト2人に協力者として参加してもら
い、各トピックについてのディスカッションを行った

（例：ウォルマートの子会社「西友」が今後、成功する

にはどうしたらよいか）。支援者はこれまでビジネスの経

験がないため、このビジネス界で働きつつシリアに理解

のあるゲストの協力は非常に有難かった。また5つめの
トピックの第3週目には、ゲスト協力者に面接官役を依

頼し、実際の企業面接を想定した面接練習を行った。 
1 日本コカ・コーラ …日本でのローカライゼーション 
2 任天堂 …ゲーム産業への挑戦 
3 コーチ …アクセシブル・ラグジュアリー・ブランドと 

しての成功 
4 ウォルマート …基本戦略と日本進出 
5 トヨタ ……モノづくりと人づくりの理念とグローバ 
ル展開＋企業面接の練習 
また、同じJISRプログラムで来日し、就職している 
がさらに日本語の学習を続けたいという学習者Bも参加
したことにより、協学も深めることができた。時間は毎

週1度、夜8時から（子どもが寝る時間であり、Bやゲ
ストも仕事後参加できる時間）であった。Zoom でつな
ぎ、チャットで必要な語彙などをメモして提示した。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
図４ チャットメモの例 
 

使用言語は日本語、英語、アラビア語の3言語であっ
た。支援補助を行っているアラビア語母語話者の大学院

生は必要に応じてアラビア語で補助を行い、筆者は日本

語での説明および、時々英語で質問に応じた。AとBは
主に日本語を使用し、英語やアラビア語で質問や補足を

行った。 
 
33..33    小小学学校校ののおお便便りりとと読読むむCCLLIILL支支援援  

また毎回、その日に読みたい学校文書を送ってもらい、

一緒に読むことにした。これまで紙媒体のみのお便りも、

コロナを機に、学校文書もメールで送られるようになる

ことが増え、文章の共有も容易となり、支援をする上で

も幸いであった。メールでは簡単な以下のようなお知ら

せもある。 
 
〇〇小学校保護者様 
天気もだいぶ収まってきました。ただいまから児童の

下校を開始いたします。よろしくお願いいたします。 
 
このお知らせについて、Aは「何か新しいものが始ま
るお知らせではないか」と「開始」という漢字から推測

した。しかし「下校」を“under the school(学校の下)”と
思ってしまったため、何についてのお知らせなのか全く

理解できなかった。このようにたとえ一つ一つの漢字の

意味がわかっても、組み合わせた意味の推測がうまくい

かないと理解に至らないことも多い。 
 メールの場合、保護者はインターネット上の翻訳を使

用することもできるが、Aは「翻訳しても分からないこ

とが多い」と述べていた。例えば入学式に関するお知ら

せのメールは以下のようであった。 
 
1年2組の保護者の方 
2 組のお子様は週末に持ち帰っていただいておりま

すので、お子様の上履きをご持参ください。上履き袋

は、当日下駄箱の中に入れてご入場ください。お帰り

の際もそのまま上履き袋を入れたままにしておいて

ください。 
 
まず「両親」という言葉は知っていても「保護者」と

いう言葉が自分たちを指すことであることがわからない。

同様に「先生」という言葉は知っていても「担任」とい

う言葉は知らないのである。そこで、家庭によって子ど

もを世話するのは必ずしも両親とは限らないことを話し

ながら、「保護者（ほごしゃ）」という言葉を用いること

を伝える。次に、「上履き」「上履袋」「下駄箱」「担任」

という学校文化に必要な概念の理解が必要となる。日本

の学校で育っていない外国人保護者にはそのような学校

文化から説明する必要がある。また、複合動詞「持ち帰

る」と敬語「いただいております」や「ご持参」が含ま

れた文を理解するのも困難であった。「持って帰っていま

す」「持ってきてください」と「やさしい日本語」を意識

して書かれていたならもう少し理解できるであろう。さ

らに、「上履き袋を下駄箱に入れて入場」+「お帰りの際
もそのまま上履き袋を入れたままにしておく」という細

かいインストラクションとそれを理解するために必要な

「～たままにしておく」という文法の理解も必要となる。

学校文化の概念の理解の部分では、大学院生によるアラ

ビア語での媒介語での説明も必要であった。 
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 もう一例、緊急事態宣言で休校であった後のコロナ関

連のお便りを紹介する。 
 
市内公立小中学校において、６月２２日（月）から、

通常の登校といたします。 
 
６月１日から新型コロナウイルス感染症対策として、

学級を分割しての登校を実施してきましたが、市内の

新しい感染者数が低い水準を維持していることを踏

まえ、２２日からの通常の登校となります。 
 
各校においては、引き続き、感染及びその拡大のリス

クを可能な限り低減しつつ、教育活動を進めてまいり

ます。以下の点についてご確認ください。 
 
１ 通常の登校となります。  
２ 通常日課となります。（学校によっては日課変更

の可能性があります。）   
３ 通常の給食となります。  
４ マスクの着用は継続します。   
５ 健康観察カードによる健康観察は継続します。  
６ 本人に発熱等の風邪の症状がある場合には、自宅 
での休養となります。【出席停止扱い】    
（同居の家族に風邪症状が見られる場合も同様とな

ります。）   
７ 中学校の部活動が段階的に始まります。   
８ 現時点での予定ですので、今後の状況によって

は、変更となる場合もあります。 
       〇〇市教育委員会 学校教育課  

 
まず、「通常」「登校」「分割」「実施」「水準」

「維持」「継続」「低減」などの漢語が多い。また、

「感染者数」「拡大のリスク」「マスクの着用」「発

熱」「風邪の症状」「自宅での休養」などコロナ関連の

健康に関する表現を知る必要がある。さらに「健康観察

カード」「出席停止扱い」「部活動」「日課」などの学

校文化に関する用語の理解が必要となる。特に「出席停

止扱い」というのは、「欠席」にカウントされないとい

うものであり、その概念がない国の保護者にとってはた

とえ「出席」「停止」「扱い」とそれぞれの語彙を知っ

ていたとしても、理解できないものである。また、「同

居の家族に風邪症状が見られる場合も同様となります」

という意味は、家族が風邪の場合も「欠席」とカウント

しないので休んでくださいということですが、そのよう

な意図を読み取るのは例え翻訳したとしても不可能であ

ろう。さらに、「～を踏まえ」「引き続き」「～しつ

つ」「段階的に」「現時点での予定」「今後の状況によ

って」「変更となる場合もある」などの学校文書に多く

使われる補足表現や限定表現も理解の困難度を上げてい

ると言える。これが学校文書の現実であるが、学校には

多様な言語・文化の背景を持つ子どもとその保護者も含

まれていることを念頭に、作成されるべきであろう。

L2で文書を作成するのは難しくても、誰にでもわかる

「やさしい日本語」で書き換えることはそう難しいこと

ではない。学校文書も多様な言語や文化背景を持つ人に

寄り添ったものになっていくことを願う。 
 
33..44    オオンンラライインンCCLLIILL支支援援のの可可能能性性  

今回オンラインでの支援を行ったことにより、コロナ

禍であっても複数人での支援が可能となり、協学の場も

創造することができた。また、ビジネスを内容としたも

のだけではなく、オンライン支援を通し、学校文書を一

緒に読むことにより、支援者側も外国人保護者にとっ

て、学校文書を読んで理解するということの難しさを知

ることができた。AやBのように基本的な日本語力を
身につけていたとしても学校特有の言葉や文化があるの

でその理解は容易ではない。一方、A及びBは、その
文書の「内容」だけではなく、「言語（日本語）」や

「学校文化（異文化）」も学ぶことができた。外国人の

保護者は仕事や育児で忙しく、日本語や日本事情を勉強

するという時間がなかなかとれない人も多い。AやB
のように、生活に必要な日本語が理解できる保護者に対

しては、このような学校文書を使ったCLIL支援の可能
性も考えられる。 
同じ社会の一員として子どもを育んでいくコミュニテ

ィの中には、多様な文化背景や言語を持つ人がいること

を、教育現場の人間も、保護者も、地域も忘れてはなら

ない。CLILは複言語主義、言語と文化の多様性の保

全、平和構築の必要性から生まれたものである。これか

ら共に生きていく、日本語支援や母語保持教育が必要な

子どもたち，外国人労働者や移民、難民の人々，高等教

育機関で学ぶ留学生など，多様な日本語L2使用者がそ
れぞれにとって必要な「内容」を学びながら，自分らし

く生きるための「言語」を身につける方法やマインドを

CLILは提供し得るのではないか。 
コロナ禍で地域のボランティア講座などの開催も困難

な中にあるが、今回の実践報告を通し、オンラインでの

柔軟なCLIL支援の可能性を提言したい。 
  

 

44.. おおわわりりにに  
笹島茂 

 
多言語多文化状況に対応する一歩として日本語教育

と英語教育の連携の可能性を考えた。松本氏と奥野氏が

述べているように、日本語教育に関連した言語使用は、
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地域の状況や個人の事情に応じて多様で複雑に展開して

いることがよく分かった。2018年度国際交流基金調査に
よれば、海外での日本語を学ぶ動機は「マンガ・アニメ・

J-POP・ファッション等への興味」（66%）が一番だそう
だ。しかし、日本の外と内では日本語教育の現状はかな

り違うようだ。このような事情は、英語教育や他の言語

教育でも同様に多様だと考えられる。教師は、少なから

ずそのような状況を把握している必要があるが、果たし

てどの程度意識しているだろうか。 
現状では、各言語教育は分断しているように思う。英

語教育は英語教育の中で英語教育だけを追求して、専門

性を高めてきたかもしれないが、ふと考えてみると、学

習者を取り巻く環境はかなり違う。また、各地で日本語

を学ぶ学習者の目的は、英語を学ぶ目的と較べると明確

であるが、国語はそのような学習者をあまり考慮せず、

日本独特の伝統文化に根ざした表現は変わることがない。

英語は程度の差はあれ多くの国で学ばれているので、共

通の言語として利用されるようになり、多くの人が理解

できるように多様な場面で使われ、汎用性が高くなって

いる。EU が推進する「母語＋２言語」は地域の事情を
考慮しながら進行しているが、日本は英語教育一辺倒の

中で国際理解教育を謳っている。国語は大切であるが、

広く言語教育として、せめて日本語と英語が共通の教育

の場として連携してはどうだろうか。 
小中高の英語教師と国語教師の数を合わせれば相当

数の言語教師がいる。さらに各外国語教師が連携するこ

とで、教師の言語教育意識が変わり、教師が連携するこ

とで、日本における多言語多文化教育のあり方も発展す

る可能性があるだろう。CLIL はその潤滑油となると考
える。CLIL は多様で柔軟な統合学習であり、多様な学
習理論を取り込み発展している。CLIL 自体はもともと
英語教育ではなく、多言語多文化を想定して、さらには

多様な教科科目の内容を統合している。特に定形はない。

その意味で、J-CLIL は一定の役割ができると考えてい
る。 
多言語多文化はグローバル化とともにますます進む

だろう。グローバル化は英語という言語だけでは達成で

きるものではない。日本語も必要であり、他の言語も必

要である。外国語教育として英語だけに焦点を当てる時

代でもなく、海外で日本語教育の普及に力を注ぎ日本の

力を拡大する時代でもない。また、国内事情に合わせて、

日本に入ってくる人に日本語を学ぶことを強いるだけで

はなく、そのような人が日本で活躍できる多言語多文化

に適応できる社会を目指すことが重要になってきている。 
私は、このシンポジウムで、言語教育を統合する時期

に来ていると強く意識することができた。CLIL という

教育にはその可能性があると思う。 
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１．はじめに 
 
本研究論文は、 2020 年度後期の半年間、

CLIL  (Content and Language Integrated Learning、
内容言語統合型学習）の要素を取り入れながら開講した

大学の選択科目「時事英語 演習（Global Issues and 
English）」での試みを題材に、担当教員（筆者）が振り

返りを行うものである。筆者は、国際関係の学位を持つ、

実務家教員で、コンテンツ (Global Issues, Media, 
Communications) ティチャーの立場から、言語と絡め

て CLIL クラスを展開した。2021 年２月の J-CLIL 第

24 回例会にて「CLIL 教科書の活用と発展- コンテン

ツ・ティーチャーの立場から」を発表し、その内容を一

部加筆してまとめている。 
 
２．なぜ 教育を行うのか

筆者は、前述の通り、大学・大学院卒業後、メディア、

国連の広報職員、米国政府系シンクタンクで約20年間、

実務家としてキャリアを積んできた。実社会で活躍する

グローバル・リーダー、グローバル人材に数多く接した

経験を持つ。国連勤務の７年間は、世界の優秀な大学院

生計約 50 人を３か月から６か月間、インターンとして

迎え、業務指導、勤務管理、進路相談などを通じて成長

の過程を見てきた。グローバルに活躍する人材、結果を

出す人材、伸びる人材の共通項のようなものを見つけた。 
大学側から依頼を受け、自身のキャリアプランにはな

かった大学の専任教員を 2018 年４月から引き受けるこ

とになった。そこで、国際社会で働いてきた実務家教員

としての経験を踏まえ、これからの人材に必要な「グロ

ーバル・コンピテンシー」を整理した。 
アカデミアに移籍するための準備として、2017年８月

から９か月間、米国政府系シンクタンクThe East-West 
Center (EWC) にLeadership Fellowとして在籍し、

EWCが約20年かけて蓄積した「リーダーシップ開発」

の教育アプローチを学んだ。それらも参考にし、グロー

バル・コンピテンシーを身につけるための教育目標、教

育ストラテジーを整理した＝図１参照＝。 
教育ストラテジーは、専門、語学などを身につける過

程で、実社会でも必要となるスキル（主体性、チーム・

ビルディング、リーダーシップ、コミュニケーション、

傾聴力、思考方法）などを磨く。そうすることで、自身

の価値観やビジョンを明確にし、自信や自己肯定感、自

己受容感を高めて、将来の「機会」（自分がなりたいもの、

実現したいことへ実力を伴い挑戦できる選択肢）拡大を

図るというものだ。教育の最終目標をどこにおくかでク

ラス運営の仕方も大きく変わってくる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 教育目標（筆者作成）

 
この教育目標を、教育現場で形にしていく中で、CLIL

に出会った。CLILは、日本語で「内容言語統合型学習」

と訳されているが、それは内容（コンテンツ、専門科目）

と言語を学ぶという狭義に収まるものではない。コンテ

ンツ（専門科目）と言語の習得プロセスにおける教育ア

プローチそのものが非常に有益である。 
上智大学の池田真教授が「非CLILとCLILの指導の

違い」（図２）を次のように整理している。 
 

非CLIL的指導 CLIL的指導 
教え込み（Instruction） 
独白的（Monologic） 
練習問題（Exercise） 
言 語 使 用 （ language 
practice） 
技 能 分 離 （ Skills 
segregation） 
人工的（Artificial） 
文 脈 な し （ Out of 
Context） 

やりとり（Interaction） 
対話的（Dialogic） 
課題解決（Task） 
言語利用（language use） 
 
技 能 統 合 （ Skills 
Integration） 
真正的 (Authentic) 
文脈あり（In Context） 
 

教科書の活用と発展
ココンンテテンンツツ・・テティィーーチチャャーーのの立立場場かからら

安部 由紀子（ 運営委員）
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甘やかし（Spoon-feeding） 
反復（Repetition）  
低 次 思 考 能 力

(Lower-Order Thinking 
Skills) 
言 語 習 得（ Language 
Acquisition）  

足場組み(Scaffolding) 
思考（Cognition） 
高 次 思 考 能 力

(Higher-Order Thinking 
Skills) 
言 語 活用 （ Language 
activation） 

図２ 非 と の指導法の違い

（池田 ）

 
まさにこのCLIL的教育が、実社会で求められる主体

性やリーダーシップ・スキルなどを磨く、汎用的な価値

を生み出すと確信し、筆者もこれまで様々なクラスで実

践してきた。今回は、シラバスにもCLIL型教育を明記

し、本格実施した「時事英語 演習（Global Issues and 
English）」を例に紹介をする。

３．クラス概要と

「時事英語 演習（Global Issues and English）」は、

東京女子大学・国際英語学科の選択科目で、履修者は2
年生以上、36人に履修制限をした。半期15コマ（90分

×15）で構成される。履修生の所属する国際英語学科は、

１）English Studies （文学、言語学など）２) 英語教

育 ３）英語キャリアの３コースで構成され、履修者は

国際関係、国際法、CLILについての知識は皆無、ある

いは限定的と想定された。しかし、筆者が担当した同学

科2年前期の必修科目「英語グローバル人材論」で持続

可能な開発目標（SDGs）について、選択科目

「Professional English」入門演習、基礎論、テーマ研究、

演習のクラスで英語メディア、国連広報、翻訳などと絡

めて時事問題を扱うこともあった。 
シラバスには次のようにクラスを紹介している。 
この演習では、英語で国内外の最新ニュース、国際情

勢について学びます。各回の題材について、そこで⽤
いられる専門用語やその社会的背景に関して講義を

受け、⾃分、グループで調べ、クリティカル・シンキ

ングを使って読み解きます。最終的には時事問題に対

する自分自身の考え（オピニオン）や価値観を構築で

きるようになることを目指します。また、ニュース英

語の語彙、⽂法や⽂体の基本ルール、段落構成を把握

し、習得します。CLIL（Contents and Language 
Integrated Learning）のアプローチを使って、言語

と科目内容を⼀緒に勉強していきます。CLILは1990
年代に欧州ではじまった教育アプローチで、語学⼒や

扱う内容だけでなく、4C（Contents :内容、Culture:
文化、Communication: コミュニケーション⼒、

Cognition:認知力、思考力）を鍛えていきます。 

 
また、2020年度は新型コロナウィルスの感染予防のた

めオンラインでのクラス開催となった。前期の担当クラ

スからZOOMのBreakout Sessionを用いて学生参加型、

双方向型のクラスを運営してきたが、そのスタイルを最

初から理解した上で受講有無を学生に決めてもらったほ

うが良いと考え、次のように追記した。 
 
講義は、Zoomを等使って、双⽅向型講義を⾏います。

学⽣の参加、主体性を⼤切にしたいため、オンライン

クラスでも、ZOOMのBreakout Session などを活

⽤してグループワークの時間を多く設けます。

 
クラスの利用言語は、基本英語とした。学生側から「（英

語で解説したトピックを）日本語でもう少し説明してほ

しい」など依頼が来た際、生物多様性など理系知識を要

するような際に日本語利用、利用許可をすることもあっ

た。クラス評価は、クラス参加、課題を含む平常点が30％、

プレゼンテーションが30％、エッセイが40％とした。  
演習クラスのため30人の履修制限をかけたが、それ

以上の受講希望があったために最終的に抽選で学生36
人を受け入れた。 
 
４．教科書『 』の活用と発展

（１） 講義の組み立て

教科書は、CLIL教育用に開発された『CLIL Global 
Issues』（三修社）を採用した。半期１コマでの利用を想

定された教科書のようで、「Stereotype and Racism」、

「Global Warming」など全14ユニット（テーマ）で構

成される。内容が非常に充実し、CLILのLanguage 
Teacher （言語教員）、Contents Teacher （専門科目教

員）のいずれにも使いやすいように構成されていた。 
各ユニットに、共通してTalk in Pairs、Listening、

Discussion、Reading & Discussion、Reading Data 
(Figure & Chart)、Conclusion (Analysis)、Writing & 
Speakingがあり、CLIL に基づいて（学生が主体的に

話す、考える、調べる、発表する）、講義ができるように

組み立てられている。Teachers Manual（教員向け解説

書）も充実しているので、コンテンツ（Global Issues 
）に関する専門性がない教員でも知識を構築しながら、

教えることができる。この教科書を活用していけば、学

生達はGlobal Issues についての知識を得るとともに、 
必然的に４スキル（英語を読む、聞く、話す、書く）が

身につくようになっていた。 
一方、教科書の内容が充実しすぎていて、半期ですべ

てを深く網羅するのは難しいため、扱うトピックの「選

択」と「集中」をする判断をした。また、初版が2014
年のため、時事問題の場合は必然的に内容、データが古

くなる。教科書を発展させる創意工夫の必要性も感じた。 
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筆者は、半年間でのストーリーラインをつくり、教科

書を発展しながら、グローバル・イッシューの全体像、

国際潮流を理解してもらえるように講義を構成すること

にした。教科書から６ユニットを選んで、テーマを掘り

下げ、教科書から発展させながら教えることにした（図

３）。 
初回クラスでCLIL的教育、CLIL教育を通じて習得

を目指すスキルについても説明した上で、クラスをスタ

ートした。 
 

図３ 構成（筆者作成）

 
（２） をどう教えるか

教科書のユニット１「Stereotype and Racism」には、

４回分のクラスを使った（図４）。講義を開講した2020
年は、米国で黒人男性ジョージ・フロイド氏が、白人警

察官に殺害された事件をきっかけに「Black Lives 
Matters （BLM）」運動が世界中で広がり、人種問題、

構造的差別についての議論がなされていた。 
 

図４ のクラス構成（筆者作成）

Week２で CLIL 教科書を活用して、メディアがつく

りだす Stereotype の危険性や、人種問題について学習

した後、Week 3 では、筆者の友人で、スーダン出身で

現在、米国・ミネアポリスに住むアムナ・アラビ氏とク

ラスを ZOOM でつないだ。ジョージ・フロイド氏の事

件が起きたコミュニティから見る「Black Lives Matters 
（BLM）」、また、元国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）職員で、人権問題の専門家であるアラビ氏

が見る社会構造的な人種問題の見解を英語で聞いた。ア

ラビ氏は黒人、アラビ氏の配偶者は、黒人と白人のハー

フという立場だった。 
一方的な、受け身型の学びにならないように対話の時

間を多く取り、学生達はアラビ氏への質問、自身の考え

表明などを通じて、積極的に英語を使った。クラス後半

は、アラビ氏から学んだことを踏まえて学生間で対話す

る時間も設けた。

Week 4 では、アラビ氏や学生が対話の中で言及した

「Social Justice（社会正義）」や「Vested Interest（既

得権）」「Systematic Discrimination（構造的差別）」な

ど、BLM が起きた背景を知る上で参考になる単語、社

会的意味を筆者が説明する形で補った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ ’s S （筆者作成）

 
その後、翌週（Week 5）に予定するBLMについての

学生発表のルールや方法を確認した後に、学生達はグル

ープごとに準備に着手した。グループ発表のテーマは、

BLMだけにすると単調になるため、BLMに合わせて世

界で起きた「All Lives Matters (ALM)」を踏まえて分析

することにした。ALM は「誰の命も大切だ」という大

切なメッセージではあるが、同時に、長年差別を受けて

きた黒人達の問題を議論する中で、ALM の問題を持ち

出すことで本来議論、改善すべき問題から焦点を逸らし

てしまう恐れもある。 
2020 年前期に筆者が担当した別のクラスで BLM を

テーマにしたレポートでこの問題を指摘してくれた学生

が「時事英語 演習（Global Issues and English）」の

クラスも受講していた。本人に了解を得た上で、その学

生レポートを受講生全員のクラス課題として読んでもら

い、問題提起した上で、グループワークに着手した。 
学生レポートを課題にしたのは、中身が良かったこと
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はもちろんのことだが、同級生が書いた優秀なレポート

を読むことは、教員や教科書からの指導よりも、刺激を

受けて相互に学ぶことがあると考えたためでもある。 
Week 4 では、事前に確認したプレゼンテーションの

ルールに基づいて、受講生 36 人が６グループに分かれ

て英語でプレゼンテーションをした。 
CLIL 的指導の一環として、学生発表に対して教員が

一方的にフィードバックをする形は避けた。発表前に「な

ぜフィードバックが必要か」「どういうフィードバックが

有益か」という点を学生自身に考え、提案してもらった。

教師が一方的にフィードバックの方法、意義を指導する

よりも、学生が主体的に英語を使ってピア・ラーニング

できると考えたからである。 
発表後、学生から各チームへGoogle Form を使って

フィードバックをしてもらった上で、翌週、教員が補足

をする形で「評価」をした。 
 
（３） をどう見るか。 とは

続いて、教科書のユニット12「War and Peace」にも

４回分のクラスを使った。 
CLIL 教科書で紹介されているパレスチナ（the 

Palestinian Authority）」事例から発展させ、次のような

ことを検証し、討議した。1）国家（State）と主権

（Sovereignty）2）日本の外交的立場 3）代理戦争 4）
国連システム。特に国連総会の「主権平等原則」（the 
principle of the sovereign equality of all its Members：
the UN Charter Article 2.1）と安全保障理事会の「大国

一致原則」（an affirmative vote of nine members 
including the concurring votes of the permanent 
members：the UN Charter Article 27.3）は、国連や国

際社会において常任理事国（米国、ロシア、中国、英国、

フランス）が持つ政治的パワーを理解する上で大切な要

素である。国際関係の基礎知識は限られている学科の学

生達であるが、今後よりよく「世界」を理解できるよう

に、教員もここは丁寧に準備をしてゆっくりと時間をか

けて解説をした。 
また、教科書からの発展で、外務省ウェブサイト、国

連憲章、国連文書などの扱いも紹介した。 
CLIL 教科書の Reading 題材「R2P（保護する責任、

Responsibility to Protect）」から、国際的なフレームワ

ークの変容、国際潮流、国際社会の軍事介入（military 
intervention）について検証、討議もした。パリ不戦条

約（1928年）では、“War over the country is prohibited 
by the pact of Paris, but we have the right to fight 
back if they attack us.” と、戦争は禁じられているが、

攻撃を受けた場合の反撃の権利は認められていると解釈

ができる。国連憲章・第 41 条では、「The Security 
Council may decide what measures not involving the 
use of armed force are to be employed to give effect to 
its decisions, and it may call upon the Members of the 
United Nations to apply such measures（安全保障理事

会は、その決定を実施するために、兵力の使用を伴わな

いいかなる措置を使用すべきかを決定することができ、

且つ、この措置を適用するように国際連合加盟国に要請

することができる）」、国連憲章・第42条では、「Should 
the Security Council  consider that measures provided 
for in Article 41 would be inadequate or have proved 
to be inadequate, it may take such action by air, sea, 
or land forces as may be necessary to maintain or 
restore international peace and security（安全保障理事

会は、第41条に定める措置では不十分であろうと認め、

又は不十分なことが判明したと認めるときは、国際の平

和及び安全の維持又は回復に必要な空軍、海軍又は陸軍

の行動をとることができる）」となっている。 
国連は国の要請をもとに動き、内政不干渉が原則だっ

たが、コソボ紛争、ルワンダの大量殺戮、9.11（米国同

時多発テロ事件）などを境に、「R2P（国家は自国民を保

護する責任があるが、その責任が果たせない時は国際社

会に保護する責任があるとする）」が議論され、その概念

は2005年の国連サミット成果文書で正式に認められた。 
また、「国家の安全保障（National Security）」だけで

はなく、個々人を対象とした「人間の安全保障（Human 
Security）」という概念も支持されている。こういう一連

の潮流を理解することで、Global Issues の理解が深ま

っていくと考える。 
また、日本では「平和主義（Pacifism）」を憲法９条の

理解から「非戦主義」と解釈する人が多いが、国連憲章

第 42 条では前述の通り「国際の平和及び安全の維持又

は回復に必要な空軍、海軍又は陸軍の行動をとることが

できる」と定めるように、「平和のための軍事活動は取れ

る」と解釈される。Pacifism という一つの単語を取って

も、国や立場や個人によって解釈の違いがあることは、

言語を学ぶ上でも、コンテンツを学ぶ上でも、注意すべ

き点である。言葉の定義は、母語、第二言語、第三言語

などいずれにしてもミスリーディングがないように、ク

ラスで背景や国際的な解釈を確認していく必要があると

筆者は考える。 
 
（４） 言語教育のアプローチ

筆者は、コンテンツ・ティーチャーではあるが、言葉

の定義以外にも言語（Language）面からも教科書の発

展を考えてみた。例えば、教科書にDisney を題材にし
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た話題が出てきた際に、Disney の会社名と、The 
Ministry of Foreign Affairs （外務省）のような組織名

で「The」がつくもの、つかないものの理由を学生たち

と考えた。100％ではないが、公的機関にはThe がつき、

民間機関にはTheがつかないことが多い。 
これも筆者が実務家（ジャーナリスト、国連広報職員）

として英文ライティングや翻訳をする中で習得した現場

からの学びではある。受講学生の全員は卒業論文を英語

で書くこと、将来英語を書く仕事につく可能性があるこ

とも考慮して、よくある英文ライティングのルールにつ

いてもクラス内でCLIL教科書を発展させて時間をとっ

た。 
 

（５） ゲスト講師を迎えて

ユニット12「War and Peace」とユニット13「Human 
Rights」を学ぶ中で、英国の大学院でジャーナリズム研

究をし、日米での広島、長崎の原爆忌報道（新聞の日米

比較）で修士論文を執筆した日本のジャーナリストをゲ

スト講師に迎えた。ゲスト講師の研究や取材経験を題材

に、クリティカル・ディスコース・アナリシス、コンテ

ンツ・アナリシスなどメディア分析手法を学んだ。 
ゲスト講師からの学びを踏まえて、2020 年は戦後 75

年の節目の年でもあったことから、学生達には中間課題

として「戦後 75 年を世界はどう伝えたか」というテー

マで、海外メディアがどのように戦後75年を報じたか、

短いエッセイ（英語で 400words）を書いてもらった＝

図６＝。 
 

図６ 中間課題（筆者作成）

 
筆者が過去に担当したProfessional Englishのクラス

でも、メディア分析や比較研究については指導をしてき

たので学生達の大半は基礎知識もあった。各学生から非

常に高いレベルでメディア分析をしたエッセイが提出さ

れた。 

翌週は、小さなグループに分かれて各自準備したエッ

セイを英語で個人発表し、続いて、教員が目を通した中

で特に優秀だった学生に、全体の場で発表してもらった。

各自のリサーチから、海外メディアは、日本とは異なる

視点で「戦後 75 年」や「８月 15 日（終戦記念日）」を

報じていることが浮き彫りになった。コンテンツの面で

も、言語の面でも学びとなる機会となった。 

（６） をなぜ勉強するのか

ゲスト講師に来ていただいてとても良かった点がもう

一つあった。講義の中で、ノルウェーの平和学者ヨハン・

ガルトゥングが提唱する「消極的平和（Negative Peace)」
（国家や民族のあいだに、ただ暴力や戦争がない状態）

（ガルトゥング、2017、p.19）と、貧困、経済搾取、社

会的抑圧など構造的暴力がない状態と解釈される「積極

的平和 (Positive Peace)」（信頼と協調の関係）（ガルト

ゥング、2017、p.19）について触れていただいた。 
筆者もこの概念は知っていたが、このクラスで紹介す

る予定はなかった。しかし、ゲスト講師の話を聞きなが

ら、この「積極的平和」と、2016年から2030年までの

国際目標である SDGs の理念である「No One Left 
Behind （誰ひとり取り残さない）」を結びつけて話せば

よりストーリーラインが明確になると気がついた。この

一連の流れが理解できれば、「なぜ私たちは Global 
Issues を勉強するのか」「なぜ、貧困撲滅、ジェンダー

平等、気候変動などの17の開発目標（SDGs）は大切な

のか」といった、「なぜ」も理解できるはずだ。翌週早速

補って講義をした。 

（７） 積極的平和（ ）と

クラスでは、ユニット９「Ecosystems and Humans」、
ユニット６「A Sound Material-Cycle Society」ユニッ

ト14「Global Citizenship」も順番に扱った。 
積極的平和（Positive Peace）とSDGsの理念が理解

できたことで、学生たちは「環境問題も含めて Global 
Issues をなぜ『自分事』として考えていかなくてはいけ

ないのか」「自分は世界に対して何が出来るのか」「グロ

ーバル・シティズンとはどういう人材なのか」というこ

とが自ずと見えてきた。ここからは、クラスも非常にス

ムーズに進むようになった。 
具体的な講義内容は、紙面の関係でここでは割愛する

が、いずれも教科書からの「発展」を取り入れた。例え

ば、ユニット９「Ecosystems and Humans」ではハワ

イのサンゴ礁の話、ユニット６「 A Sound 
Material-Cycle Society」では、COVID 19からのGreen 
Recovery, Sustainable Tourism などホットな時事問題
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も題材にした。最後のユニット14「Global Citizenship」
では、CLIL教科書からの発展として、2019年12 月に

アフガニスタンで殺害されるまで、生涯を通じて積極的

平和（Positive Peace）実現のために働いた、ペシャワ

ール会の医師・中村哲氏について英字新聞から発展的な

学びをし、クラスを終えた。中村氏は筆者がジャーナリ

ストとしてかつて取材でお世話になり、最も尊敬する国

際人の一人だ。こういうグローバル人材を知ってもらい

たいという思いやクラスで語れる知識もあった。 

（８）最終課題

最終課題のエッセイ（英語で800～1200 words）は、

「Green Recovery and SDGs amid the COVID 19」と

した（図７）。これは、2020年度のコロナ禍において、

欧州では活発に議論され、ポストコロナの一つの柱にな

るであろうGreen Recovery について、日本国内での動

きがあまり見えない懸念からテーマ設定をした。「時事英

語 演習（Global Issues and English）」の講義を行っ

ていた 2020 年後期、日本の報道は国内のコロナ感染状

況や経済対策「Go To Travel」の是非に集中し、思考の

「内向き化」が進む懸念もあった。Global Issuesを英語

で学ぶ意欲、力がある学生達には、ぜひ英語で世界のニ

ュースを視聴し、世界での立ち位置や潮流に絶えず目を

向け続けてもらいたいという意図があった。 
 

図７ 最終課題（筆者作成）

Global Issuesを半年間、英語で学んだ学生たちは、最

終課題の英語エッセイにおいても、世界のリソースから

情報を得て、非常に高いレベルで、様々なGlobal Issues 
の関連性や国際的な潮流などを踏まえて、広い視野で分

析、執筆をした。

５．学生からのアンケート評価と講師の考察

クラス最終回の講義後に、CLIL 学会の研究会や論文

発表のために使いたい旨を明記の上、学生に「任意で」

アンケート協力を依頼した。クラス時間外だったが、受

講生36人中21人が協力をしてくれた。アンケートは匿

名で行われ、選択式回答を求める6つの設問（A～F）、
記述式回答を求める 2 つの設問（G&H）とした。公開

についても事前に許可を得ているので以下にまとめる。 
 
（１） 学生アンケートの結果

設問A: CLIL教科書の評価については、「とてもよかっ

た、どちらかと言えばよかった」、「どちらとも言えない」

「どちらかと言えばよくなかった」「とても悪かった」の

選択肢から、「とてもよかった」が20％、「どちらかと言

えばよかった」が70％、「どちらとも言えない」が10％
となった。 

設問B：CLILクラスで扱ったContents (Global Issues）
については、「理解が深まった」「どちらかと言えば理解

が深まった」「どちらとも言えない」「どちらかと言えば

理解は深まらなかった」「理解は深まらなかった」の設問

に対して、「理解が深まった」が 71．4％、「どちらかと

言えば理解が深まった」が 28．6％で回答者全員がポジ

ティブな反応を示してくれた。 
 
設問C： CLILクラスで扱ったLanguage (英語）につ

いては、「理解が深まった」「どちらかと言えば理解が深

まった」「どちらとも言えない」「どちらかと言えば理解

は深まらなかった」「理解は深まらなかった」の設問に対

して、「理解が深まった」が42．9％、「どちらかと言え

ば理解が深まった」が47．6％、「どちらとも言えない」

が4.75％、「どちらかと言えば理解は深まらなかった」

4.75％で、概ね評価はよかったものの、Language は
Contentsよりも低い評価となった。 

設問D：CLIL式のクラス（教師が一方的に話し、教科

書の解答確認などではなく、討議、プレゼンテーション、

対話など学生に主体性を置いたクラス）は、とてもよか

った、どちらかと言えばよかった、どちらとも言えない、

どちらかと言えばよくなかった、とても悪かった、の選

択肢から、「とてもよかった」が57.1％、「どちらかと言

えばよかった」が38. 1％、「どちらとも言えない」が4.8％
となった。 
 
設問E：CLILも意識して、このクラスではゲスト講師、

ZOOM中継、Japanese Canadians の歴史など教科書

からの発展を積極的に行い、現場の声や事例を知る機会

を積極的に設けました。このようなクラス構成にしたこ

とは、「とてもよかった」、「どちらかと言えばよかった」、
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「どちらとも言えない」、「どちらかと言えばよくなかっ

た」、「とても悪かった」、の選択肢から、「とてもよかっ

た」が90.5％、「どちらかと言えばよかった」が9.5％と、

極めて高い評価となった。 

設問 F：CLIL を意識した、討議、現場の声を聞くなど

に時間を割いたために、教科書の穴埋めなどは解答を共

有する形で、深くは扱いませんでした。このようなクラ

ス構成にしたことは、「とてもよかった」、「どちらかと言

えばよかった」、「どちらとも言えない」、「どちらかと言

えばよくなかった」、「とても悪かった」、の選択肢から、

「とてもよかった」が 65％、「どちらかと言えばよかっ

た」が25％、「どちらとも言えない」が10％となった。 
 
以下のオプション（任意）・自由記述には次のような意見

が寄せられた。学生の声の誤解釈がないように、誤字脱

字以外は基本そのまま引用する。 
 
設問：G.（オプション、自由記述）A～F の評価の部分

で理由がありましたら、明記してください。どんなこと

でも意見を聞かせていただけると助かります。 
 
【CLIL教科書＆CLIL式教育について】 
・設問A、Bに関して：普段深くまで知ることができな

い社会問題について取り組むことができたから。  
・教科書の文章は取り上げる問題（環境や戦争）はとて

もよかったが文章が安易で内容も深いものとは感じら

れなかったため、教科書内容を重点的にやるよりは今

回のように教科書を踏まえてディスカッションやゲス

トスピーカーの話を聞くスタイルでとてもよかったと

思う。 
・教科書の内容を勉強する従来型の教育よりも生きた英

語に触れるCLIL式の教育の方が面白かったため。 
・学生同士で話す機会が多く持てたことももちろん良か

ったですが、私達が知らない広い世界を知っている先

生からのお話を聞く機会をもっと得られたら良いなと

感じました。 
 
【教科書穴埋めより討議などを優先したことについて】 
・設問E、Fに関して：ある程度の英語や教科書の問題

は理解しつつある学年であるので、教科書の中身ばか

りを中心にやるのではなく、現場の声を聴くことでさ

らに特定の問題に対する実感が湧き、かつ授業が平坦

にならず楽しかった。 
・設問D、Fに関して：丸付けは個人でできることなの

で、このやり方でよかった。その分話し合いができて

よかった。  
・設問Eに関して：リアルな声を聞くことができ、見方

を変えることができた。 
・教科書は自分で解くことができますが、現場の声を聴

くことは機会がないとできません。そのため、この授

業で多くのスピーカーから現地の現状や問題を聞けた

ことはとても勉強になりました。 
・教科書に沿うだけの授業ではなく、様々なゲスト講師

の方々をお招きしてくださったのが、とてもよかった

です。普段はなかなか聞くことのできない貴重なお話

を伺うことができ嬉しく思いましたし、global issue
を深く考える上でも、教科書で習ったことを深める上

でも、とても役に立ったと思います。 
 
設問H：（オプション、自由記述）CLILクラスを受けて

みての感想、良かった点、意見、改善点など提案。どん

なことでも構いませんので意見を聞かせていただけると

助かります。 
 
・この授業は、考える時間が多くとられ、ただ新しいこ

とを学ぶだけでなく、その問題を解決するためには何

ができるかなどを考えることができてよかった。 
・教科書、英語ばかりに重きを置くのではなく、教科書

中の内容から発展させるなど、授業に対してやる気が

出る内容だった。 
・グループで解決案を考えたり、意見を出し合ったりす

るのは非常に楽しかった。また、グラフは何を表して

いるかなどをブレークアウトで話し合い、それをクラ

スで発表するなど英語力が向上したように思う。教科

書だけだったら退屈だったように感じる。 
・自分から積極的に発言するほうではないため、少人数

でグループセッションの時間を持てたことは自分の発

言回数を上げることができたと思います。また、現在

直面している現状について学べたことは私にとって大

きな学びとなりました。 
・各ユニット末の自分でリサーチして穴埋めをするよう

なページは上手く答えが見つからないようなことが

時々あり難しかった 
・教科書から得ることももちろん多かったが、それより

も実際に英語を使うことを通して言葉の裏にある背景

事情までも知ることができたのは大きな収穫だったと

思う。個人的には教科書の内容が少し簡単だと思った

ので、外部講師の方の話を聞いたり実際に今起こって

いる問題について話し合ったりする方がより英語も思

考力も鍛えられると思った。 
・一つのトピックに限るのではなく、様々な分野につい
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て学べたので、幅広い知識を得ることができました。 

（２） 学生アンケートに対する教員考察

任意のアンケート協力をしてくれた学生からは、

CLIL 教科書の利用、CLIL 型教育アプローチに対し

て概ね高い評価を得た。選択型科目で、事前に（受け

身型教育ではなく）、学生参加型の CLIL 式教育をす

ることを告知していたので、それを踏まえて履修登録

した学生達であるということも理由として考えられる。 
また「選択」と「集中」をするために、CLIL 教科

書の穴埋めの解答確認などは、クラス内ではせずに回

答を共有し、質問があれば受ける形にした。高い教科

書を購入しているので、このスタイルが受け入れられ

るか心配だったが、この点も学生は概ね好評価をして

くれていたので、安心した。 
学生の習熟について、Contents の方が、Language 

よりも「理解が深まった」と回答した学生が多かった。 
これは、コンテンツ・ティーチャーである筆者の講義

におけるLanguage、Contentsの時間配分、熱量への

違いが反映していると見受けられる。CLIL教科は、

Contents とLanguage をバランス良くする方が良い

のか、あるいはクラスや教員の属性に合わせて、比率

を変えていくのか。判断が分かれるところだろう。 
 

６．今後の課題と発展

CLIL型教育アプローチ、教科書を用いながら、半年

間「時事英語演習 （Global Issues and English）」の講

義をして、次のような教訓を得た。 
１）CLIL型教育は主体性、コミュニケーション能力、

発信力などを鍛える上でも学生にとって有益である。学

生もより主体的な姿勢へ変化をした。 
２）CLIL型教育をすること、CLIL型教育の意義、

英語でクラス開催、双方向型講義などを事前に学生達と

も事前に共有、説明し、理解を得た上でクラスをスター

トしたので、期待値での齟齬（そご）が少なかったのは

良かった。 
３）「選択」と「集中」（すべて網羅はあきらめる）も

ときには大切である。 
４）クラスの達成目標を明確にすることも大切である。

このクラスでは、目的を「英語で時事問題を考え、分析

し、自分の考えを発信すること」にし、「間違いない完璧

な英語を話すこと」にはしなかった。そのため学生発表

の際、英文法の小さな間違いなどは、教員がその都度指

摘をしたり、修整したりはしなかった。そのおかげで「発

言しやすかった」という声も聞かれた。 
５）前述の学生の例と同様、英語を第二言語とする教

員も（科目内容にもよるが）「完璧な英語でなくては（話

してはいけない）」と身構えるのではなく、まずやってみ

ることが大切だ。筆者自身もネイティブスピーカーのよ

うな流ちょうさや、完璧な語彙があるわけではない。し

かし、英語を第二言語とする教員も最大限英語でコミュ

ニケーションを取ろうと試み、使う姿勢を示すことも大

切ではないだろうか。実際、国連でも、国際社会でも全

員がネイティブスピーカーのように完璧な英語を話すわ

けではない。最大限の努力をしながらコミュニケーショ

ンを図っている。それが現実社会だ。 
６）Global Issues を教える場合は、各トピックを1

事案として教えるのではなく、その関連性、国際協調、

国連潮流などを教えることで「世界の全体像」が見えて

くる。また最新情報をアップデートする必要もある。 
7）Global Issues を考える意義、学ぶ意義（最終的に

「積極的平和（Positive Peace）」につながる）など目的

が明確化することで学生達も学習意欲が増す。 
8）Global Issues を日本の視点だけではなく、世界的

な視点で見られるような教材提供、ツール、リサーチ方

法、分析方法を教えると汎用性が生まれる。 
9）本当に学生の主体性やリーダーシップを育む教育

をするには、学生に教員の話や板書を書き写させるので

はなく、学生が発信する時間に多く使う必要がある。 
10）Language Teachers （言語教員）、Contents 

Teachers（専門科目教員）のTeam Teachingなど協働

ができれば、学生に言語、コンテンツの両側面からさら

に有益なクラスになると思われる。 
また、2020年後期はオンラインでクラスを運営したこ

ともあり、小さなグループに分かれたZOOMの

Breakout Session で全部屋の議論は見ることができな

かった。こういう点をフォローする創意工夫がさらに求

められる。 

７ 最後に

筆者は 2018 年から、実務家教員のコンテンツ・ティ

ーチャーとして自身の経験、知識、ネットワークを生か

しながら、教育研究活動をしてきた。しかし、実務家教

員といえども「自身の経験を語る」だけではクラス運営

は難しい。専門分野を学問として体系化し、クラスの足

場架け（Scaffolding）が必要である。筆者は、CLIL と

いう教育アプローチに出会え、J-CLIL学会のLanguage 
Teachers （言語教員）、Contents Teachers（専門科目

教員）の教員仲間から指導を受けることで、多大なる助

けを得た。また、芝浦工業大学が主催するFD（Faculty 
Development）講習会に定期的に参加し、シラバス作成、

学生主体のクラス運営、ルーブリック評価方法など教育

手法を学んだ。 
アカデミアで多くを学ぶと同時に、実務や国際社会で

の経験がアカデミアで今後さらに必要とされていくこと

も見えてきた。時代の変化とともに、求められる人材や
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教育や知識も変わってくる。「グローバル人材」などの定

義も変わってくる。日本の学校教育も従来の受け身型教

育ではなく、アクティブ・ラーニングが推奨されるよう

になっている。そんな中、アカデミアにおいても学門領

域を狭義に捉えるのではなく、学生の関心やこれからの

時代に求められる人材育成のために、どう発展できるか

という視点も大切になっていくのではないだろうか。実

際、先駆的な教育機関では「人種問題から見る国際関係」

「ESD×CLIL」など学問領域の組み合わせや学際的な

発展についての議論も活発化しているようだ。 
教員や教育機関も常に広い視野で大局観を持ってこれ

からの時代を生きる学生と向き合い、声を聞き、その中

で求められる教育研究活動を双方向で研鑽し、アップデ

ートしていく必要を常々感じている。筆者もその一歩と

して、2021 年 3 月に米国・ハワイ州の私立大学でこの

Global Issues の講義を ZOOM 中継で現地の学生たち

に提供する。討議等を通じて、米国からのGlobal Issues
の視座など、双方向の学びを続けていきたい。 
（本論文は2021年３月寄稿）。 
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☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
・筆者がJ-CLIL第24回例会にて、2021年２月に発表

した「CLIL 教科書の活用と発展- コンテンツ・ティー

チャーの立場から」のスライドは、JCIL 学会ウェブサ

イトhttp://bit.ly/JCLIL24YA にて公開している。 
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１．はじめに

 
埼玉県は東京大学との連携により全ての教科で協調学

習を推進しており、筆者は平成24年度よりこの事業に

参加している。筆者は英語の協調学習をCLILの授業の

一つの形態と位置づけて、この事業による他教科の教師

との連携の機会を活かし、これまで「地理」「保健」「生

物」などを英語の授業で扱ってきた。今回は、世界史の

教師との連携による、「英語」で「世界史」の実践につ

いて述べる。この事業で実践されている協調学習は東京

大学CoREFが提唱する「知識構成型ジグソー法」と呼

ばれる方法による。これについての詳細はJ-CLIL 
Newsletter vol.5の拙稿を参照されたい。 
 
２．複数教科連携の利点

 
本事業は全県の全ての教科が関わっているため、他校

の他教科の教師との交流が常に可能である。この環境を

活かして、筆者はCLILの授業の教材の質を向上させた

いと考えた。 
(1) Contentの指導 
英語の授業で扱う教材の題材は他教科の「内容」と関

連があることが多い。この「内容」については教科教師

に専門性があり、言語教師の知識や理解は十分でないこ

とが多い。そこで、英語の授業の「内容」に専門的知識

を持つ教科教師が関わることによってより良質の教材を

作成することが可能となる。 
(2) Communicationの指導 
一方、「言語活動」の指導は言語教師に専門性がある。

母語ではない不自由さを克服するためには足場掛け

（scaffolding）が必要であり、不自由な言語で慎重に言

葉を選びながら相手に伝えることになるので、母語の場

合よりも「言語活動」は丁寧に理解を確認しながら進ん

でいく。 
(3) Cognition / Cultureの指導 
通常の授業に比べて多様なメンバーが授業に参加する

ことになる。様々な国籍の ALT や留学生、言語教師の

他に、専門の教科教師の視点も加わるので、話し合いが

重層的となり国際意識や異文化理解といった点にも目を

向けることになる。 
 
３．教科教師と言語教師の協力 
 
今回は、「世界史」の授業案・教材をもとに「英語」の

教材を作成した。トピックは「発展途上国」（Developing 
Countries）で、SDGs（持続可能な開発目標）の目標

10「各国内および各国間の不平等を是正する」を取り上

げ、「なぜ後発開発途上国（Least Developed Countries）
の多くは、アジアとアフリカに位置しているのか」とい

う問いに取り組んだ。 
 
． の授業設計と授業手順

 
以下の授業設計図を、池田、他（2016）により作成し、 

同書が提案する授業手順に、「知識構成型ジグソー法」の 
手順を当てはめてみる。 
 

Content 

教科知識 
Communication 

言語知識 

Cognition 

低次思考力 

Culture 

協同学習 

近代世界シス

テム論、モノカ

ルチャー経済、

労働力の搾取 

世界史に関する

語彙 

理解 ペア・グループ 

クラス 

Content 

汎用知識 
Communication 

言語技能 
Cognition 

高次思考力 
Culture 

国際意識 
格差の解決に

向けてどうし

たらよいか 

読む・話す・ 

聞く・書く 

ノートテイキング 

ディスカッション 

分析 

評価 

創造 

日本・アメリ

カ・イギリスと

発展途上国の

関係性（ALT

がアメリカ・イ

ギリス出身） 

 
表１ の授業設計図

 
授業の出発点を世界史に関する教科知識として、授業 

  
「英語」で「世界史」

山崎 勝（埼玉県立和光国際高等学校）
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のゴールをその汎用知識とした。生徒はこの授業を通し

て、発展途上国の現状と私たちの日常生活の接点につい

て考えることとした。Culture という点については、ア

メリカ出身のALTとイギリス出身のALTに自国と発展

途上国の関係について話してもらった。 
 
授業手順 
 (1) Activating (pre-task) 
① Oral Introduction 
授業の導入として、下記の内容についてOral  

Introductionを行い、リーディングのための予備知識を 
与える。 
Introduction  Sustainable Development Goals 

The 17 SDGs were adopted by the United 
Nations in 2015. They are created to help achieve a 
better and more sustainable future for everyone. 
Goal 10 is “Reduced Inequalities.” Reducing 
inequalities and ensuring “no one is left behind” are 
integral to achieving the SDGs.  

Since 1971, the United Nations has recognized 
Least Developed Countries (LDCs) as a category of 
countries that are highly disadvantaged in their 
development process, for structural, historical, and 
geographical reasons. Currently, the 47 LDCs 
comprise about 880 million people, 12 percent of the 
world population. However, those counties account 
for less than 2 percent of world GDP and about 1 
percent of world trade. 

② Writing 
本時の課題を提示し、生徒が各自でブレインストーミ 

ングを行う。 
Worksheet 1 
Task 
（後発開発途上国の地図をワークシートに載せる） 
・Why are many of the LDCs located in Africa and 

Asia? 
 
 
 

 
(2) Input (presentation task) 
新教材の提示を行う。リーディングによりインプット 

を行い、低次思考タスクにより、題材内容について理解 
させる。生徒は3名のグループで3種類の資料のうちの 
いずれかを読む。 
 
資料A: ウォーラーステインの近代世界システム論 

（キーワード） 
・世界経済は「中核」「半周辺」「周辺」の三層構造から

なる国際的な分業体制・「周辺国」は「中核国」に対し

て従属的な立場 
Worksheet A  World-Systems Theory 

World-Systems Theory originated with a 
sociologist Immanuel Wallerstein, who suggests 
that the way a country is integrated into the 
capitalist world system determines how economic 
development takes place in that country.  

According to the theory, the world economic 
system is divided into a hierarchy of three types of 
countries: core, semi-peripheral, and peripheral. 
Core countries, such as Britain, France are 
dominant countries characterized by high levels of 
industrialization. The U.S. joined this group later. 
This group owns most of the world’s capital and 
technology and have great control over world trade 
and economic agreements. Peripheral countries, 
such as most African countries and low income 
countries in Latin America are dependent on core 
countries for capital and are less industrialized. 
They provide labor and raw materials to core 
countries. Core countries extract raw materials with 
little cost, and they also set the prices of agricultural 
products that peripheral countries export regardless 
of market prices. Semi-peripheral countries, such as 
most European countries and Canada are less 
developed than core countries, but more developed 
than peripheral countries. They exploit peripheral 
countries, just as core countries exploit both 
semi-peripheral and peripheral countries. 

Task 
（近代世界システム論の図をワークシートに載せる） 
Task 
1. Explain the theory by using the figure above. 
 
 
2. How are developing countries characterized in this 

theory? 
 
 
 
資料B： モノカルチャー経済 
（キーワード） 
・プランテーションと植民地政策・プランテーションと
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奴隷労働・モノカルチャー経済が発展を阻害 
Worksheet B  Monoculture Economy 

A plantation is a large piece of land meant for 
farming that specializes in cash crops, such as 
cotton, coffee, tea, and sugar cane. Plantation 
agriculture grew rapidly with the increase in 
international trade and the development of a 
worldwide economy that followed the expansion of 
European colonial empires.  
   African slave labor was used extensively to work 
on early plantations. In modern times, the low 
wages typically paid to plantation workers are the 
basis of plantation profitability in some areas. Overt 
slavery has been replaced by para-slavery, where 
some workers are in debt bondage. They must work 
to pay off a debt at punitive interest rates. Others 
work unreasonably long hours and are paid only low 
wages.  
Plantations are usually monocultures. They are 
single-crop cultivation in a given area. Economic 
growth at any cost has driven many developing 
countries to focus on the production of a limited 
variety of crops, frequently only one.  They are 
driven by the demand from industrialized nations, 
risking their right to development. It is due to such 
colonial social structures of plantation economy. 

Task 
（大西洋奴隷貿易・三角貿易の地図と単一栽培の図をワ

ークシートに載せる） 
1. Explain the structures of plantation economy. 
 
 
2. What impacts do monocultures have on developing 

countries? 
 
 
 
資料C： 労働力の搾取 
（キーワード） 
・チョコレート産業と児童労働・ファストファッション

と劣悪な労働環境 
Worksheet C  Exploitation of labor 

Chocolate is a product of cacao beans, and 
Ghana and the Ivory Coast supply more than 70 
percent of the world’s cacao beans. Cacao beans are 
produced in these countries, but farmers there have 

never eaten chocolate. Cacao beans are made into 
chocolate in European countries, but in this process, 
the price goes up and it is too expensive for the 
farmers to buy. In such relations among countries, 
each country’s role has been fixed, making some 
countries’ development difficult. Developing 
countries always supply raw materials, and 
developed countries process them and consume the 
products. The use of child labor, human trafficking, 
and slavery are often seen on cocoa farms. Farmers 
are poor, so they depend on child labor to keep their 
prices competitive. Children begin working at a 
young age to help their families. Some of them are 
sold to traffickers or farm owners by their own 
relatives.  
   Fast fashion refers to clothing produced rapidly 
by mass-market retailers in response to the latest 
trends. Retailers quickly produce clothes in a 
cost-efficient manner so that consumers can buy 
them for lower prices. Stores such as H&M and 
Zara are retailers that do this. Over the decades, the 
fashion industry has made an intentional choice to 
move their labor to low-income Asian countries such 
as Bangladesh and Vietnam, where workers are 
recruited easily because of their social and economic 
vulnerability. Fast fashion has been blamed for 
unethical working conditions and demands for 
faster production are placing workers’ lives at risk. 

Task 
（児童労働とチョコレート産業のデータに関する図をワ

ークシートに載せる） 
1. How is labor in developing countries related to 

developed countries? 
 
 
2. In developing countries, what problems do you find 

in their working environments and working 
conditions? 

 
 
 
 (3) Thinking (processing task) 
インプットにより理解した題材内容について、高次思 

考タスクによって、他の生徒と共同でさらに、分析・評 
価などの処理を進め、グループの考えをまとめさせる。 
①資料A, B, Cの情報を統合する。 

J-CLIL Newsletter vol.07 (2021.8)

32



4 

Worksheet 2 
Task   
Listen to each other and complete the following table. 

A. World-Systems 
Theory 

B. Monoculture 
Economy 

C. Exploitation of 
labor 

theory plantation economy labor 

 
 
 
 

  

developing countries developing countries problems 

 
 
 
 

  

 
②本時のトピックとアメリカ・イギリスの関連について

ALTの話を聞きメモをとる。 
Worksheet 3 
Task 
Listen to the ALTs and take notes about how each  
country is related to the following issues. 

 the U.S. the U.K. 
World-Systems 
Theory 

 
 
 

 

Monoculture 
Economy 

 
 
 

 

Exploitation of 
labor 

 
 
 

 

 
③統合した情報を活用して現状を分析し、対応策を考え

る。 
Worksheet 4 
Task 
1. Why are many of the LDCs located in Africa and  

Asia? 
 
 
2. How are we related to the present situation and 

what can we do to improve it? 
 
 
 
(4) Output (production task) 

Worksheet 4のタスクについてグループ発表によるス 
ピーキングを行い、Worksheet 5により、個人のライテ 
ィングをまとめとして行う。 
Worksheet 5 
Task 
・Write an essay answering the following question. 
1. Why are many of the LDCs located in Africa and  

Asia? 
2. How are we related to the present situation and 

what can we do to improve it? 
（生徒の作文例）（原文のまま） 

I think many of the LDCs are located in Africa 
and Asia because of colony. Many countries in 
Africa and Asia were dominated by European 
countries. Industrialized nations forced Africa and 
Asia to grow one thing. So their agriculture was 
very unstable. And their economy couldn’t grow. 
They were forced to work as slaves, so they couldn’t 
quit monoculture. I think we have to do financial 
aid and teach technique to LDCs countries. We 
have to cooperate by donating and sending 
instructors to LDCs countries. Therefore, I think 
many of the LDCs are located in Africa and Asia. 

 
．「英語」で「世界史」が成立したか

英語で世界史の授業が成立するためには、「内容」の指

導が重要であった。「内容」の指導を適切に行うためには、

言語教師が「内容」について学ぶことが必要であった。

例えば、プランテーションがなぜモノカルチャーなのか

を疑問に思う生徒が一定数存在した。この疑問に教師は

授業中に英語で適切に対応することが求められた。また、

中核国としてのイギリスの英語での表記は、Englandや

UK ではなくBritain が適切であることを教科教師との

連携の中で言語教師は学ぶことができた。 
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三宅なほみ、東京大学CoREF、河合塾（編著）（2016）『協調学習

とは 対話を通して理解を深めるアクティブラーニング型授

業』北大路書房 
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本論文について 
筆者は 2019 年度から中学校の英語授業において

CLIL実践を行っている。2020年度においては、中学2
年生を対象に、筆者が開発した思考ツールを使用した

CLIL授業を展開した。本論文においては、筆者が2020
年度に行ったCLIL実践のうちの一つについて述べる。 
本論文は、「CLIL授業実践を通してグローバル社会に

生きてはたらく資質・能力を育成する―高次思考活動を

入れた英語授業―（宇田2021）に記した実践のうちの一

つについて報告するものである。 
なお、本稿ではCLILの定義等は割愛する。 
本報告における「グローバル社会に生きてはたらく資

質・能力」

2020年度における筆者の勤務校の研究課題は「探究的

学習を通したグローバル社会に生きてはたらく資質・能

力の育成」である。2020年4月の校内研究において、

本校全教員で「グローバル社会に生きてはたらく資質・

能力」を定義した結果、下の15項目（図 ）になった。 
本報告では、全 15 項目のうち灰色部分の 9 項目につ

いて取り上げる。 
 
図 本校 年度グローバル社会に生きてはたら

く資質・能力 全 項目

 
研究の目的と方法

リサーチクエスチョン

本報告では、教科書「New Crown 2」（三省堂）の

Lesson 3 「The Ogasawara Islands」の単元で行う

CLIL がグローバル社会に生きてはたらく資質・能力の

うち、図 に示す灰色部分の9つの力を育成することが

できるかを検証する。 
 

対象

 本校中学2年生のうち、99人を調査対象とした。 

実施時期と調査内容

実施時期は2020 年7月2週目～8月4週目（夏季休

暇期間含む：授業実施時期は 7 月 10 日～8 月 3 日）の

英語の授業においてである。 
調査については、事前事後において質問紙調査（4 件

法）を実施した。CLIL 実践前と実践後に行った調査で

得られた結果を分析した。 
 

実践内容

単元指導内容

本 CLIL 実践で取り上げた教材単元は「The 
Ogasawara Islands」である。2011年、世界自然遺産と

して登録された小笠原諸島の観光地化に伴うウミガメの

産卵減少の問題について扱われている。 
単元の言語材料のうち文構造としては、未来を表す表

現（will、be going to）、接続詞 thatが取り上げられて

いる。 
本単元の最終課題は、「世界の様々な問題について調べ、

自分には何ができるかを考え英語で書こう！」である。 
単元導入時をインプット段階として、世界の様々な地

域における環境問題について英語で聞いたり、読んだり

する活動を入れた。生徒がインプットした内容をアウト

プットへつなげるための活動として、筆者が考案した

Problem-Reason-Continue-Challengeシート（

）（以下 PRC シート）と名付けた思考ツールを使う活

動を入れた。具体的にはインプットした内容から、「問題

となっていることは何か？（Problem）」「問題だと考え

られる理由は何か？（Reason）」「このまま現状が続けば

どうなるか？（Continue）」「これまで他の人々がその問

題解決のために行った挑戦は何か？（Challenge）」を整

理して書いていく。その後、「自分は問題解決のためにど

んな挑戦ができるか？（Challenge）」を考えて英文で書

く。この一連の活動を本単元中に複数回入れた。筆者が

PRCシートを作る際の工夫として、できるだけターゲッ

ト文法である未来表現や接続詞 thatを、生徒がPRCシ

ートに英語を書く際に自然に使えるよう意図した。そし

て、生徒が PRC シートに書いた内容を基にすれば、最

終課題のパフォーマンス課題において論理的なライティ

ングができるよう工夫をした。 

検定教科書を活用した
グローバル社会に生きてはたらく資質・能力を育成する 授業

――世世界界のの環環境境問問題題ににつついいてて考考ええるる。。 のの視視点点かからら――

宇田 竜子（滋賀大学教育学部附属中学校）
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単元の学習目標

・未来を表す表現（ 、 ）、接続詞

を理解し使う。

・小笠原諸島における自然環境問題について知る。

・世界遺産についての知識を得る。（ ）

・世界の諸問題について英語で読む。（ ）

・世界の諸問題について考え、自分にできることを

思考ツールである シートを活用して整理し、

その内容を基に、 文以上の英文で書く。＜パ

フォーマンス課題＞（ ）

 
単元の学習目標と 視点

◆知識・技能

①未来を表す表現 、 、接続詞 を

理解し使う。

②小笠原諸島における自然環境問題について知る。

③世界遺産についての知識を得る。

④世界の環境問題について英語で読み、理解する。

CLIL視点 教科書本文に加えて、世界の様々な状況を英

語や日本語で知る。

⑤ ゴール全般について知る。

⑥思考ツールである シートを活用する。

CLIL 視点 世界の諸問題について調べ、自分が関心の

ある内容を思考ツールを使って整理する。 
◆思考・判断・表現

⑦情報収集をしながら、ライティングに必要な情報を書

き出し、さらに問題解決のために自分ができることを

考え、英語で書くことができる。

CLIL視点 思考ツールを活用し、得た情報や自身の思考

を整理しながら書き表すことができる。

図２ 授業設計図

⑧未習語を含む英文を読み、内容について考えることが

できる。

⑨世界の諸問題を解決するため自分にできること

を考え 文以上の英文で書く。（パフォーマンス

課題）

CLIL 視点 世界の諸問題の中から自分の関心のある問

題を選び、その解決のために自分に何が出来るかを英語

で書く。 
◆主体的に学習に取り組む態度 
⑩自分の考えや意見を英語で伝えようとしている。

⑪級友と協働的に学ぼうとしている。

⑫学習の振り返りをすることで、次の学びに生かそうと

している。

 
単元指導計画と 授業設計図

紙面の都合上、本実践におけるCLIL授業設計図（池

田 2016）を図 に示す。単元指導計画については、図

に示す。 
本単元の指導は 10 時間で行った。単元の始めは主に

本文やリーディング教材の理解といった低次思考活動が

中心である。生徒は、世界の諸問題に関わる内容を動画

音声や授業者の話す英語を聞き、その内容について知っ

た。できるだけ一方的なインプットにならないようイン

タラクションを交えて行った。例えば、“Do you know 
the word, problem ? ” “What does this mean ?” “Tell 
your partner about it.”から始め、“Do you know any 
problems in the world ?” “Discuss them with your 
partner.”と伝え、生徒が知っている世界の諸問題につい

てクラスで共有した。授業の終わりには、“Do you think 
that the earth is OK now ?”と問いかけた。 

2時間目はSDGsについて知ることを目的（授業実施

Content （内容） Communication （言語） Cognition（思考） Culture（協学） 
宣言的知識（教科知識） 言語知識 低次思考力 協同学習 
〇世界遺産についての知識を

得る 
〇SDGsを知る 

・未来形 
・接続詞that 
〇環境に関する語彙 

・文法（理解、応用） 
・英文内容（理解、応用） 
〇環境問題についての英文を

読む（理解、要約、応用） 

・ライティング（ソロ） 
・分担読解（グループ） 
・PRCシート（ソロ） 

手続的知識（汎用知識） 言語技能 高次思考力 国際意識 
〇自分にできる行動を考える 
 
 
 
 

・読解 
〇要約 
〇ライティング 

〇環境問題等について読み、ま

たは調べてPRCシートにまと

める（分析、評価） 
〇自分にできることを考える

（分析、評価） 
〇考えたことを書き表す（創

造） 

〇世界の諸問題 
〇国内外の世界自然遺産 
〇ベトナム、ハロン湾（滋賀県

とのつながり） 
〇SDGs17のゴール 

 
 
 
 
 

※図中の・は教科書の内容から、〇はCLIL視点からを表す 
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は 2020 年 7 月）とし、関連する動画を交えながら 17
のゴールについて生徒が知る時間とした。 

3 時間目は、教科書題材である小笠原諸島が世界自然

遺産に登録されていることから、その前段階として世界 
の自然遺産と文化遺産、複合遺産について、日本の世界

自然遺産についてを、英語クイズを通して学ぶ機会とし

た。 
4時間目からは、教科書のリーディング題材である「小

笠原諸島についての講演資料」や筆者が作成したリーデ

ィング教材を読解した後、PRCシートを活用し、本文内

容から得た情報を整理しながら自分にできるチャレンジ

は何かを考えた。このサイクルを単元中に複数回行うこ

とで、最終課題に取り組む際、生徒は収集した情報を整

理し、論理的な文章を書くことに慣れていった。 
10時間の授業を経た夏季休暇中に、単元末パフォーマ

ンス課題である「世界の様々な問題について自分で調べ、

何ができるかを英語で書こう！」に取り組んだ。 
 
図３ 実践指導計画 

学習指導案

本CLIL実践において7月に実施した、第7時学習指

導案を図 に示す。第4時以降は、本時とほぼ同じ流れ

である。ただし、本時においては、第5時、第6時で行

ったライティング課題は実施していない。 
第4時以降の各回の授業導入部においては、世界の環

境問題について生徒が関心を持つような動画を視聴する

ことから始めた。現在の地球が切迫した状況にあること

を動画や画像を活用しつつ、授業者の説明と共に伝えた。

その後、各授業のテーマである環境問題のリーディング

教材を配布し、授業者の範読後、4 人班で分担読解を行

った。リーディング教材には未習語も含まれるため、辞

書活用を推奨した。分担読解後、それぞれが担当した段

落に書かれていた内容を班で共有した後、PRCシートに

内容整理をして、自分にできることが何かを考えて書い

た。なお、5時間目（小笠原諸島）、6時間目（絶滅危惧

種）においては、PRCシートに記入した内容を基にして

ライティングを仕上げた。 
 

．使用教材資料

本CLIL実践で使用した主な教材は以下である。 
〇思考ツール PRCシート 
〇授業者作成のリーディング教材3点 
―絶滅危惧種問題について 
―プラスチックごみ問題について 
―ハロン湾と琵琶湖モデルについて 
 

 
 
〇EJシート（本文の英日訳シート） 
〇セヴァン・スズキさんによる地球サミットスピーチ動

画 
〇世界の諸問題に関する動画 
〇SDGsシート（自分にできることを書く） 
〇ライティングシート（ルーブリック含む） 

時程 学習活動 教材 
1 世界にある様々な問題を知ろう。このままで良いのかな。 Lesson 3 GET 1、英語音声動画 
2 SDGsを知ろう。 Lesson 3 GET 2、英語音声動画  
3 世界遺産について詳しくなる。 Lesson 3 READ、世界遺産クイズ 

英語音声動画 
4 小笠原諸島についての講演資料を読もう！ Lesson 3 READ、  
5 小笠原諸島の問題について考え、あなたができることを書こう。 Lesson 3 READ、PRCシート 

6、7 絶滅危惧種の問題について読み、あなたができることを書こう。 英語音声動画、リーディング教材、PRCシート、

ライティングシート 
7、8 プラスチックごみの問題について読み、あなたができることを書こう。 英語音声動画、リーディング教材、PRCシート 
9、
10 

セヴァン・スズキさんの地球サミットのスピーチを視聴し、自分にできる

ことを考えよう。－オンラインボランティア活動の紹介― 
英語音声動画、SDGsワークシート 

10 ベトナムの世界自然遺産（ハロン湾）について読み、あなたができること

を考えよう。 
英語音声動画、PRCシート、ライティングシー

ト 
 

 
世界の様々な問題について自分で調べ、何ができるかを英語で書こう。＜

夏休みの課題＞ 
インターネットでの調査、ライティングシート 
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図４ 学習指導案 

結果と考察 
実践前と実践後の質問紙調査の結果と考察は、以

下のとおりである。

表 の左端の数字は 件法の質問項目の

：「身についている」

：「どちらかというと身についている」

：「どちらかというと身についていない」

：「身についていない」

に該当する。表内の①～⑨下の数字は、調査対象者数

（ ）中の件数を表す。調査対象者は事前と事後の両

調査を受けた生徒である。表 は平均値であり、表 は

標準偏差である。

なお、事前調査は 月初旬、事後調査は 月下旬に実

施した。

生徒理由記述には、全調査対象者が記述した回答理由

の中から代表的な内容を示す。考察には、全回答者の回

 
 学習内容・活動 〇指導 ◆評価 ★主体的に課題を見出す方策 
導

入 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. ペットボトル飲料、レジ袋の

消費について考える。 
 
 
 
2. プラスチックごみに関する

画像、英語動画を視聴する 

〇授業者の問いに対してペアで話をする。“Do you drink plastic bottled 
drinks ? ””Do you like them?” “Do you often buy plastic bottled 
drinks?” “What do you do after you drink a bottled drink?” “Do you get 
a plastic bag when you buy things at a convenience store?” 
 
〇漂流プラスチックごみの画像、ビニール袋を食べるウミガメの画像、

オーストラリアのLord Howe Islandでプラスチックごみの影響を受け

る鳥の画像や映像をインタラクションを通して見せることで現状を知ら

せる。 
 
 

展

開 
 
 

3.ワークシート（ ）

を受け取る。プラスチックごみ

問題について授業者の範読を

聞く。 
 
４．英文を４つに分け、学習班

で分担する。担当部分の意味を

日本語で説明できるよう読解

する。（個人読み） 
 
５．学習班で、各担当部分の意

味を伝え合い、理解した内容を

伝えあう。（グループ） 
 
６．PRCシートを活用して内

容整理を行う。 
自分にできることが何かを考

えて書く。 
→全体共有する。 
 

〇授業者が英文を声に出して読む。 
★内容を聞きながらその意味を考える。 
★聞きながら、未来表現will、接続詞 thatが使われていることに気付く。 
◆規準⑧未習語を含む英文を読み、日本語でその意味を伝えることがで

きる。 
〇環境に関わる語彙とその意味を黒板に貼る。 
★未習語は辞書を引いて調べる。 
★内容の意味を考えながら読む。 
 
〇机間巡視をしながらフィードバックを与える。 
 
 
 
◆規準⑥思考ツールであるPRCシートを活用する。 
◆規準⑦情報収集をしながら、ライティングに必要な情報を書き出しさ

らに自分にできることを考え、英語で書くことができる。 
 
〇黒板に生徒が発表したチャレンジを板書し、全体共有する。 

ま

と

め 

７．自学ジャーナル（振り返り

シート）を記入する。 
〇本時を振り返り、学んだこと、疑問に思ったこと、家庭で学習するこ

とを書くよう伝える。 

 

学習課題：世界におけるプラスチックごみ問題解決の一歩として、自分にできることを考える。
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答理由から筆者が考察したことを記す。

事前事後調査における 件法択一質

問回答結果と考察

「 」の単元にお

いて、グローバル社会に生きてはたらく資質・能力

がどれだけ身についたかを検証した結果である。

表内の番号は、次の 項目である。

①「幅広く教養を身につけようとする態度」

②「自分の国・郷土を愛する態度」

③「粘り強く取り組む態度」

④「自分事として物事をとらえる」

⑤「必要な情報を収集・整理する力」

⑥「地球規模で物事を見る」

⑦「協調・協働する力」

⑧「論理的に考え発信する力」

⑨「課題発見・解決力」

表 における、事前事後調査比較（ ）

表 事前事後調査の 件法の平均値

表 事前事後調査の 件法の標準偏差（参考）

表 の調査比較を見ると、②「自分の国・郷土を愛す

る態度」と⑦「協調・協働する力」を除く全ての項目に

おいて、「身についた」という回答者数が大幅に増加し

ている。 「身についた」及び 「どちらかというと身に

ついた」の肯定的回答においても、②「国・郷土を愛す

る」⑦「協調・協働する力」を除く全項目において増加

しており、各項目につき平均 人ずつ増えている。平均

値においても②「国・郷土を愛する態度」と⑦「協調・

協働する力」を除く全項目において上昇している。本単

元において、⑦「協調・協働する力」の否定的回答であ

る 「どちらかというと身につかなかった」及び 「身に

つかなかった」が事後に増加したことは、コロナ感染拡

大防止対策として交流時間と回数を制限した結果であろ

う。また、②「国・郷土を愛する態度」の事後回答にお

いて、「どちらかというと身につかなかった」及び 「身

につかなかった」と回答した生徒数が 人増加した。そ

の理由等については次項で述べるが、 項目中、コロナ

禍である影響を考慮した⑦「協調・協働する力」を別と

すると②「国・郷土を愛する態度」以外の項目において、

肯定的回答である 「身についた」または 「どちらかと

いうと身についた」が増えた。

リサーチクエスチョンであった「 『

』の単元で行う 指導が、グロー

バル社会に生きてはたらく資質・能力のうち、 つの力

を育成することができるか」の検証結果については、コ

ロナの影響を考慮すると②「国・郷土を愛する態度」を

除く全てについて、できたと言えよう。

全項目について全調査対象生徒が理由記述をしたが、

先述した通り、紙面の都合上、その内容から代表的なも

のを載せ、考察では全生徒の理由記述から筆者が考察し

た内容を簡略に述べる。

①「幅広く教養を身につけようとする態度」

生徒の主な理由記述：

・ などを通して世界の問題について興味を持つこと

ができたので。

・総合学習で学んだことを交えながら考えることができ

たから。

・英語の授業だけでなく、国語の夏休みの課題にも活か

すことができたから。

・今まで興味がなかった環境問題について興味を持った

から。

考察

生徒は、これまで知らなかった世界の諸問題や

について知ることで、それらの解決に向けて意欲を持っ

て調べた。学習した内容が英語の授業に留まらず、さら

に調べることで他教科の学習にも活かせたことから、

人中 人が「幅広く教養を身につけようとする態度」

を養えたという肯定的回答をしたと考える。

②「自分の国・郷土を愛する態度」

生徒の主な理由記述：

・世界の状況について調べているうちに、滋賀で起きて

いる問題は何か興味が持てたから。

・もともと関心のある琵琶湖について、今回の学習でも

っと知りたいと思ったから。

・滋賀県が他の国の環境を助けていると知って誇らしく
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なったから。

・△世界の問題は考えられたが、滋賀の問題に目を向け

られなかったから。

・△滋賀のことを調べられなかったから。

考察：

リーディング教材の一つにおいて、滋賀が協力をして

いるベトナムのハロン湾をテーマにした。生徒たちはそ

の内容から、滋賀県を誇りに思ったり、琵琶湖について

もっと知り郷土を守っていきたい、という考えを持った。

また、国外の問題を調べることで、それらの問題が日本

にも滋賀にもつながっていることに気付いた生徒もい

た。これらのこと等から、 人中 人が「国や郷土を

愛する態度」を養えたという肯定的回答をしたと考えら

れる。一方、 人の否定的回答をした生徒は、国外の問

題について調べ意見をまとめたので、日本や滋賀の問題

については深められなかったと考えている。

③「粘り強く取り組む態度」

生徒の主な理由記述：

・授業中だけでなく、家でも積極的に分からない英語（リ

ーディング、ライティングのため）を調べることがで

きたから。

・環境に関する英単語が難しかったので辞書などで調べ

ようとする思いが強くなってたくさん調べられたか

ら。

・家で環境問題の動画を見たりして、環境についてたく

さん考えられたから。

・ライティングするために粘り強く情報収集をすること

が出来たから。

考察：

生徒にとって、慣れない語彙が多かったことから、何

度も辞書を引き、自分で探した世界の問題をどうやって

解決するかを真剣に考え、英語で表現した。これらのこ

と等から、 人中 人が「粘り強く取り組む態度」を

養えたという肯定的回答をしたと考えられる。

④「自分事として物事をとらえる」

生徒の主な理由記述：

・環境問題を解決するために自分のできる対策について

も真剣に考えられたから。

・環境問題を解決するために自分ができることを小さな

ことでもやっていこうと強く思えたから。

・環境問題のニュースが出てきた時、以前よりも敏感に

反応するようになったから。

・環境問題には私たち自身が関わっていることが多かっ

たと分かったから。

考察：

シートには、自分がその問題を解決するために何

ができるか、を考え記述する欄を設けた。生徒は、

（問題）、 （問題が起こる理由）、 （もし

その状態がこのまま続いたら・・？） （これま

での挑戦、自分たちの挑戦）を考えながら書き、思考整

理し、自分には何が出来るかを考えライティングしたこ

とによって、世界の諸問題を自分事として考えることが

できた。これらのこと等から、 人中 人が「自分事

として物事をとらえる態度」が身についたという肯定的

回答をしたと考えられる。

⑤「必要な情報を収集・整理する力」

生徒の主な理由記述：

・ シートを活用して、情報整理ができたから。

・ シートを使って論理的に骨組みを考えて文章を書

けたから。

・必要な情報を的確にインターネットから集め、整理し

ていく力を授業を通してしっかりと身につけることが

できたから。

考察：

生徒は、 シートを活用することで、インターネット

や書籍などで得た膨大な情報や、自分で考えたことを整

理することができた。これらのこと等から 人中 人

が「情報を収集し整理する力」が身についたという肯定

的回答をしたと考えられる。

⑥「地球規模で物事を見る」

生徒の主な理由記述：

・世界共通の問題や世界共通の目標について知ったので、

地球規模で物事を見ないといけないと感じたから。

・地球全体が協力しないと改善には向かっていかないと

改めて思ったから。

・環境については外国のことだから影響は少ないと思っ

ていたが、環境は地球単位だからちゃんと考えないと

いけないと痛感したから。

考察：

生徒は授業の中で、世界の諸問題についての英語音声

の動画を複数回視聴した。国内では起こっていない様々

な実際の状況を知り、世界をより良い方向に持っていく

ためにはどうすれば良いかを真剣に考えたことで、物事

を地球規模で見られたと答える生徒が明確に増えた。こ

れらのこと等から 人中 人の生徒が「地球規模で物

事を見る力」が身についたという肯定的回答をしたと考

えられる。

⑦「協調・協働する力」

生徒の主な理由記述：

・リーディング教材を役割分担して教え合った場面では

協調できたと思うから。

・一人では挫折してしまう難しい英文も協力して教え合
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えたから。

・△この単元では単独で取り組む内容が多かったから。

考察：

コロナの影響で、他項目と比すると否定的回答が多か

ったが、生徒たちは、複数回、学習班での分担読解など

を経験した。これらのこと等から、 人中 人が「協

調、協働する力」が身についたという肯定的回答をした

と考えられる。

⑧「論理的に考え発信する力」

生徒の主な理由記述：

・ シートを用いて情報整理をし、考え、ライティン

グができたから。

・ シートを用いることで、論理的に書くことに慣れ

たから。

・ シートを使うことで英文の展開を工夫できたから。

・集めた情報を シートに書き出し可視化することで、

自分に何ができるかを自分で考え導き出し、ライティ

ングすることができた。

考察：

生徒は、複数回に渡って シートを活用してライテ

ィング活動をしたことで、考えたことを取捨選択しなが

ら意見を主張したり、意見を伝えるための順序が分かる

ようになった。これらのこと等から、 人中 人が「論

理的に発信する力」が身についたという肯定的回答をし

たと考えられる。

⑨「課題発見・解決力」

生徒の主な理由記述：

・自分一人では解決できないような大きな問題ばかりだ

ったが、自分たちも問題の原因になっていることを感

じたので、自分ができることを考え実践できたから。

・自分ができることを考え行動できているから。

・問題の重大さに気付けたから深く考えられ、自分なり

の解決法を導き出したから。

・ シートの の部分をたくさん書くことが

できたから。

考察：

生徒は多くの時間を費やして世界の諸問題の解決に

向けて、自分にできることが何かを真剣に考え、英語で

表現した。これらのこと等から、 人中 人が「課題

を発見し解決する力」が身についたという肯定的回答を

したと考えられた。

結果のまとめ

リサーチクエスチョンは、「 『

』の単元で行う がグローバル社会に生きて

はたらく力のうち、 つの力を育成することができるか」

であった。この結果に関しては、回答の 段階（「身に

ついている」）の回答者数は、 項目中②「国・郷土を愛

する態度」、⑦「協調、協働する力」の 項目を除く

項目について、できたと言えよう。

②「国・郷土を愛する態度」について、事前調査と比

べて事後調査において 「身についた」及び 「どちらか

というと身についた」と回答した生徒数が 人減少した

ことについて、本単元の教科書題材のテーマは国内にお

ける環境問題であったが、授業者がテーマを国外にも広

げたことが原因の一つであろうと考える。テーマを国内

の環境問題のみに絞り、その内容を深く追究すると②

「国・郷土を愛する態度」が 「身についた」または

「どちらかというと身についた」と回答する生徒が増え

たであろうと推測する。一方、⑥「地球規模で物事を見

る力」が身についたと回答した生徒数は事前調査と事後

調査との比較において 人増えた。地球規模で物事を見

ようとし、世界に目を向けると日本国内への意識が薄れ

てしまったのではないかと考える。本単元では、教科書

題材であったことに加えて、生徒が自分の国や郷土を愛

することにつながって欲しいという筆者の願いから、小

笠原諸島の環境問題についてだけでなく、ベトナムのハ

ロン湾に貢献した滋賀県の琵琶湖モデルについての授業

を実施した。しかし授業者が単元を通して、世界の現状

に目を向けることに意識を置いた授業展開を行ったこと

もあり、生徒が自主的に調査をした（環境）問題は国外

のものがほとんどだった。生徒たちのライティングを読

むと、国内の（環境）問題よりも国外の（環境）問題の

方が深刻で切迫していると考えたことが窺えた。②「国・

郷土を愛する態度」と⑥「地球規模で物事を見る力」の

項目は相反するものではなく、互いに関わりあってお

りつながっていることを感じとらせることができる教材

作成や授業へのさらなる工夫が必要であると感じた。

本調査においては、 実践前より実践後で、 項目

中 項目において、当該の資質・能力が「身についた」

または「どちらかというと身についた」と回答した生徒

数が増加したという結果を得ることができた。また 項

目中 項目においてスコアの平均値が上昇した。これら

の結果から、本研究に参加した生徒たちは、 の

により、グローバル社会に生きてはたらく力のうち、

つの力が伸長したと捉えたことが明らかになった。

おわりに

本 実践では、「内容学習」「思考活動」「言語学習」

「協働学習」を有機的に統合し、高次思考を促す英語授

業の実現が中学校においても可能であることを示した。

授業設計図に則った授業を行うことで、グローバル
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社会に生きてはたらく力の獲得へとつながる授業事例を

示すことができた。

これからも、深い学びを促し、グローバル社会に生き

てはたらく力をつける 授業実践を継続していきた

い。

参考文献

和泉伸一、池田 真、渡部良典 内容言語

統合型学習 第 巻 実践と応用 上智大学出版

池田 真、渡部 良典、和泉 伸一 内容

言語統合型学習 第 巻 授業と教材 上智大学出版

文部科学省 中学校学習指導要領解説 外国語

編

渡部 良典、池田 真、和泉 伸一 内

容言語統合型学習 第１巻 原理と方法 上智大学出

版

宇田 竜子、大嶋 秀樹、 「深い学びを促す思考・

教科・内容・文化統合型 指導による中学校英語の授

業の取り組み」滋賀大学教育学部紀要 第 号 年

度

宇田 竜子 「 授業実践を通して『グロー

バル社会に生きてはたらく資質・能力』を育成する―高

次思考活動を入れた英語授業―」滋賀大学教育学部附属

中学校紀要 第 集（ 年度）
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１．概要 
 

 本校の高校2年次の選択科目「21世紀」における2020
年度の授業実践（筆者が担当し、No Poverty と Zero 
Wasteを主要テーマとした）では、CLIL（Content and 
Language Integrated Learning : 内容言語統合型学習）
の枠組みを通してSDGs（持続可能な開発目標）を「自
分ごと化」し、将来、世界平和に貢献できる「社会変革

の担い手」を育成することを目的とした。本稿では、目

的達成の具現化手法として、5 つのメソッド（後述）を
組み合わせた新たなフレームワークを提唱する。 
 
＜教材の「自分ごと化」に向けた5つのメソッド＞ 
1) 学習傾向アンケートを活用したシラバス作成 
2) KWHLAQ法を用いた探究型学習 
3) Circle of Influenceに基づくアクションリサーチ 
4) 学びのグローバル化に向けたオンライン国際共修 
5) 「授業に貢献」が行動目標の協働学習 
 
 言語習得の観点においてはフォーカス・オン・フォー

ムを用いつつ、上記のような構造主義的アプローチとと

もにブルームの教育目標分類学における高次元思考力を

育成する中で、目的の遂行を目指した。 
 
２．研究の目的と方法 

 

 本研究は、高等学校での授業実践を通して以下の点を

明らかにすることを目的とする。 
1) CLILを通してSDGsを「自分ごと化」できるか。 
2) 興味があるテーマに対して課題の発見およびその解 
 決に向けたアクションプランの実行・振り返り・発表 
 といったPBL（Project-Based Learning）は、主体性 
 の観点においてどのような意識変化をもたらすか。 
3) CLIL（PBL含む）を通じた21世紀型スキルの修 
 得はどの程度効果が期待できるか。 
 
＜参加生徒＞ 
明法高等学校2年次の学校設定科目「21世紀（文理共通
選択科目）」を履修する43名（男子21名、女子22名）

を対象とする。履修者の多くが高校1年時に3カ月のタ
ーム留学を経験しており（年度当初に英検2級以上を取
得している生徒の割合は全体の 76.7%）、週 2時間連続
の授業は全て英語で行われる。 
 
＜データ収集方法＞ 
1) 年度当初、初回授業開始前に “Top 3 Preferred  
 SDGs Survey（学習傾向調査）”を行った。 
2) KWHLAQ法に基づく各グループのワークシート  
 （ブレーンストーミング）を提出させた。 
3) 各学期末に学習の振り返りをプレゼンテーション 
 （収録動画または対面発表用のGoogle Slide資料） 
 をグループまたは個人で作成・発表・提出させた。 
4) 2学期に行ったPBLにおいて、アクションリサー 
 チの実施状況を定量的データとしてグループ毎に 
 Google Sheetに3週間に亘り毎日記録させた。 
5) 3学期に実施した豪州交流校とのSDGs国際共修に 
 おいて、各グループの発表動画（SDGs学習の総括） 
 を展示するためのGoogle Siteを作成した。 
6) 年度末に「SDGsの自分ごと化」と「21世紀型スキ 
 ルの修得」の達成度合いに関する授業アンケート（自 
 己評価）を実施し、振り返りの英作文を提出させた。 
 
３．学校設定科目「21世紀」の意義 

 

 世界のイノベーションを牽引する米国では、批判的 
・創造的思考力（Critical and Creative Thinking Skills）
をはじめとした「21 世紀型スキル（21st Century 
Skills）」を修得するための教育が実践されている。本校
でも2013年度より高校2・3年次の英語選択科目として、
これらのスキルをSDGsの学習を通して身に付けていく
授業「21 世紀（学校設定科目）」が設置されている。タ
ーム留学から帰国した生徒たちが履修することを想定し

ているため、日本人教師（筆者）と外国人講師のティー

ムティーチングで、授業は全て英語で行われている。 
 この科目は本校の英語科カリキュラムにおいて、主要

科目と相互補完の関係にある。表１は明法高等学校にお

ける英語関連科目の単位数をまとめた表であるが、特に

２年次以降は難関大学入試の一般選抜に対応できる英語

  
CLILの枠組みを通してSDGsを「自分ごと化」する実践研究 

――世世界界平平和和にに貢貢献献ででききるる「「社社会会変変革革のの担担いい手手」」育育成成をを目目指指ししてて――  
 

鎌倉 好男（明法中学・高等学校） 
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知識の習得や解答力の育成に重きが置かれることから、

付記の通り、通常の英語科目では体験的学習よりも分析

的学習の割合が高くなる傾向にある。 
 

表１ 英語関連科目の単位数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時代の要請に応じたブルームの教育目標分類学におけ

る「高次な思考力（Higher Order Thinking Skills）」の
育成を継続する観点において、構造主義的アプローチに

よる体験的学習を基盤とした学校設定科目 21 世紀は重
要な役割を果たしていると言える。 
 
４．実践報告 ～「自分ごと化」、5つのメソッド～ 

 

 先述の通り「21世紀」における授業の目的は、CLIL
の枠組みを通して生徒たちが SDGs を自分ごと化でき
（課題解決に向けたアクションに繋げる）、かつ21世紀
型スキルを身に付けていくことにある（図1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 「21世紀」のコンセプト 

 
 教材は読本として Oxford Press の Global Issues
（CEFR B2）、映像用としてCNN10またはNHK World
を例年使用しているが、今年度は教材の「自分ごと化」

に向けた新たな試みとして、それらに以下の5つのメソ
ッドを取り入れることで学習効果の向上を図った。 
 

1) 「興味・関心」が自分ごと化への第一歩 

 

 4 月の授業開きに当たり、履修生徒に対して学習傾向
を把握するための事前アンケートを実施した。教育活動

の 3 大要素を仮に「学習者（生徒）」「教材・教具」「指
導者（教師）」と定義した場合、教材選びの際に指導者が

重視すべきは学習集団の傾向と嗜好である。今回、SDGs
に関する学習を進めるのに際し、21世紀履修者のレディ
ネスや嗜好をGoogle Formを用いて調査した結果、主に
貧困問題（SDG1～4）と環境問題（SDG13～15）に関
心が高いことが判った（図2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 学習傾向アンケート結果 

 
 上記の結果を参考に学習章の選別やその順序の設定を

行うことを優先し、シラバスを作成した（表2）。 
 

表２ シラバスの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2) 主体性に火をつける魔法の杖「KWHLAQ法」 

 

 教材の「自分ごと化」に向けた2つ目のメソッドとし
て、教材を扱う前に KWHLAQ 法を活用した。これは
Ogle（1986）が考案したKWL表（トピックに関する学
習者の既存知識や関心等を活かした教育手法）を近年

Barrel（2016）が進化（深化）させたもので、それぞれ
の頭文字は以下を意味している。 

K- What do I know? 
W- What do I want to know? 
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H- How will I find out? 
L- What have I learned? 
A-What action will I take? 
Q- What further questions do I have? 

 
 2学期に環境問題（テーマ : Zero Waste）について学
習した際には、まずグループ毎にKの表をブレーンスト
ーミングしながら記入させ（図3）、続いて生徒たちはW
の表を作成した（図4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ あるグループが作成したKの表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ あるグループが作成したWの表 

 
 その後は図4にある赤字下線部のような「問い」に基
づき課題設定を行い、各グループで探究型の学習をPBL
で進めていった。あるグループはリサーチの結果、2019
年にプラスチック廃棄物を最も多く排出している国が日

本であったことを発見し（statista, 2020）、課題の解決
策として“The 8 R’s (ecostore, 2018)”の概念をアクシ
ョンプランに落とし込み、各自が所属するクラスにて実

行し、週毎のデータを収集しながら効果の検証を行った。 
 
TThhee  88  RR’’ss  ttoo  bbeeiinngg  aa  ccoonnsscciioouuss  ccoonnssuummeerr    

1. Rethink  2. Refuse  3. Reduce  4. Repair   
5. Reuse  6. Rot  7. Repurpose  8. Recycle 
 

当該グループは8R’sの中の“Rethink & Refuse”の
実践として、一部の教科担当に授業中のプリント配布を

Google Classroom を使ったデジタル配信に切り替えて
もらうよう依頼し、3 週間にわたってプリントの削減枚
数を記録し（図5）、学期末の発表（グループプレゼンテ
ーション）時にその成果報告を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ アクションプランとデータ結果 

 
3) 3人称の英文を1人称（自分ごと）に読み替える 

 
 上述のようなアクションリサーチは、教材の「自分ご

と化」に重要な役割を果たす。Covey（1989）は著書「7
つの習慣」において、主体的な人間は自身ができること

（Circle of Influence）に注力するが、受け身の人間は自
身の周囲の環境（Circle of Concern）ばかりに気をとら
れてしまうと指摘している。環境問題に関する話題は、

一般的に生徒たちにとって「他人ごと」として受け止め

られやすい。これは英文が3人称で記述される社会性の
高い話題であることに起因する（図6）。今回のようなア
クションリサーチを、教材を使い始める「前」に行うこ

とで、学習者は題材を“Circle of Influence（＝自分ごと）”
として捉えることができるようになる。 
結果的に、アウトプットを習慣化させる PBL は、教
材の自分ごと化、インプット（言語）の質的向上、そし

て主体性の涵養に寄与するのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ Circle of Influenceを活用した教材の自分ごと化 
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4) コロナ禍のオーセンティック教材 

 
 Circle of Influenceに基づくアクションリサーチを終
えた後、ようやく教材である Oxford Press の Global 
Issues（4課：The environment、5課Protecting Earth）
の読解に取り組んだ。この時点で生徒たちはトピックに

関して十分に教材の自分ごと化ができているため、教材

を活かした高い学習効果を見込めるのである。 
 学年末である 3 学期は、1・2 学期の学びをよ
り “authentic（本格的）”にするため、交流校である豪
州のメルボルンにある Mount Waverley Secondary 
CollegeとSDGsに関する国際共修をオンラインで行っ
た。本校の生徒たちがこれまでの学びのアウトプットと

して、貧困または環境問題に関するPBL（アクションリ
サーチ）の成果発表を動画で制作し、共用のGoogle Site
にアップすることで非同時的に先方の生徒たちがその発

表を事前に見ることができる（図7）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図７ 国際共修に向けたPresentation Showcase 

 
 3月に実施したZoomを使ってのグループ討論授業（図
8）では、発表動画へのフィードバックやテーマに関す
る意見交換を行った。豪州ではプラスチック廃棄物を減

らすための手法として、生ゴミや堆肥を原材料とした再

生可能な食器類が普及しているなど、本校生徒にとって

今回の共修は1つの課題に対して「国によって異なる解
決へのアプローチがある」ことを学ぶよい機会となった。 
 
 
 
 
 
 
 

図８ Breakout Roomsに分かれてグループ討論 

5) 「授業に貢献」を実現させる秘訣 

 
 本稿の副題に ― 世界平和に貢献できる「社会変革の
担い手」育成を目指して ― とあるが、世界平和に貢献

できる人間になるためには、まずは「授業に貢献」する

習慣を身に付ける必要がある。21世紀の授業では、これ
を行動目標に掲げた年間の授業計画が組まれているため、

「評価＝授業に貢献すること」が通年で指導者と学習者

の間に共通言語として存在しているのである。 
 PBLをはじめとした「協働学習」が授業形態の基軸（図
9）であるため、成績の評価項目としては主に以下のよ
うなものを設定している（定期考査は実施せず）。 

・Attendance（授業への出席） 
・Weekly Task Completion（毎週の課題提出） 
・Group Weekly Updates（PBLのデータ集計と共有） 
・Quality of Final Presentation（対面や収録による発表） 
・Quality of Q and A Session（発表に関する質疑応答） 
・Writing Output（300語程度の振り返り英作文） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ PBLにおける協働学習の様子 

  
評価のあり方を変えることで授業時における生徒の心

構えや行動が変わり、最終的に生徒たちは「授業に貢献」

する態度と「21 世紀型スキル（Critical Thinking, 
Creative Thinking, Communication, Collaboration）」
を修得することが可能になる。 
 
５．CLILと21世紀型教育の4Csの比較分類と考察 

 

 ここで、CLILにおける4Csと21世紀型教育の4Cs
を比較分類しながら考察を深めていきたい。 
 
表３ CLILと21世紀型スキル「4Cs」の比較分類 

CLIL Content Communication Community Cognition 

21世紀型 
スキル 

━ Communication Collaboration 
Critical/Creative 

Thinking 
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表 3 にあるように、Communication（言語）、
Communitiy/Collaboration（協学）、Cognition/Critical 
& Creative Thinking（思考）といったそれぞれの領域
において、CLILと21世紀型教育が目指すコンピテンシ
ーはほぼ同様であると言える。他方、“Community”と
“Collaboration”の比較における相違点に着眼する中で
本研究論文が扱うリサーチクエスションの核心に迫り、

次項で結果の考察を行うこととする。 
 CLIL における Community（Culture）は通常
Cooperative Learning（協同学習）を含意するが、21
世紀型教育における Collaborationは協働学習と訳され
ることが多い。アジアの英語教師向けに協働学習やPBL、
ICTの活用方法やそれら関連教材を紹介するウェブサイ
トを運営するCASTLE CLP（2016）が、両者の本質的
な違いをベン図化して明示している（図10）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図10 協同学習と協働学習の相違点 
 
 協同学習においてはグループ活動における学習者の役

割分担や時間管理などのタスク管理が「教師主導」で行

われるのに対し、協働学習においてそれらは「生徒主導」

で実施されていく。上智大学の和泉（2016）は、CLIL
の英語授業における 4 つの C の一つである協学
（community）によって育まれる教師の関りと生徒の自
立性について以下のように述べている。 
 
従来の教師主導の英語教育に見られるような、教える

側（教師）と教わる側（生徒）といった固定された関係

からは、真の意味での生徒の主体性は生まれにくい。な

ぜなら、生徒は常に受動的立場であり、他者依存的な存

在であるからだ。それに対して、CLIL では、比較的自
由度の高いタスクや、自らが設定したテーマに沿ったプ

ロジェクト・ワークなどをふんだんに活用して授業が行

われるため、生徒の主体性が奨励される。自立性とは、

生徒に選択肢が与えられ、自分で考え行動する中でしか

育たない。そのため、授業で行う活動が“やらされ活動”

となってしまわないよう、生徒が活動に意味や意義を見

出せるような授業づくりを考えていかなければならない

（p.81）。 
 
 本研究は基本的にCLILの枠組みを用いてSDGsの自
分ごと化を試みるものであるが、協学（Community）
の部分においては、上述の課題に鑑み、21世紀型教育が
掲げる協働学習（Collaboration）をより強く意識した授
業実践を行ってきた。そうすることで、世界平和に貢献

できる「社会変革の担い手」に不可欠な「主体性（課題

可決に向けたアクションに取り組む姿勢）」を生徒たちに

育むことができたと確信している。 
 

７．アンケート結果と考察 

 
 年度末の最終授業が終了後、Google Classroom にお
いてアンケートを配信し、目的の達成に鑑みた数値によ

る自己評価とリフレクションエッセイ（振り返りの英作

文）の提出を課した。 
 
1) SDGsの自分ごと化について 
 
＜質問1＞ 
How much do you agree that you now consider the 
plans and actions set by the Sustainable Development 
Goals (SDGs) are more relevant or connected to you 
personally ? 
 

SDGs の自分ごと化については、5. Strongly agree
（26.5%）、4. Agree（41.2%）、3. Unsure（23.5%）、2. 
Disagree（0%）、1. Strongly disagree（2.9%）という結
果であった（表 4）。約 70%が「そう思う」と回答して
いるため、1 つ目の目標に関しては概ね達成されたと推
察される。 
自由記述回答（下線部）にもあるように、本研究の目

的である「SDGsの自分ごと化」を、自身の課題点も含
め、多くの学習者が自身で言語化できるレベルにまで意

識の変化があったと結論づけられると考える。 
 

表4 SDGsの自分ごと化に関する回答 

1 2 3 4 5 
2.9% 0% 23.5% 41.2% 26.5% 
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＜自由記述回答1（一部抜粋）＞ 
・SDGｓで学んだ貧困やホームレス、ペットボトルの環
境問題などについて普段からよく考えるようになった

と思う。 
・問題を深く掘り下げていったり発表したりする中で、

SDGsの身近な話題など、自分たちの生活に直接的に
関係している課題として捉えることができた。 
・SDGsについては 21世紀の授業で初めて知りました
が、SDGsのことをネットで調べたり、プレゼンをし
たりして、問題解決のために自分にできることを見つ

け出すことができた。 
・SDGs（特に貧困・ごみ問題）について詳しく学んだ
ことにより、問題が起きている原因や解決策の一部を

知ることはできたが、問題解決のために自分から行動

を起こしたとはまだ言えない。 
 
2) リーダーシップ等、主体性について 
 
＜質問2＞ 
How much do you agree that you have developed 21st 
Century life skills like flexibility, leadership, taking 
initiative, time-management, and social skills ? 

 
リーダーシップ等、主体性に関しては、5. Strongly 

agree（23.5%）、4. Agree（50.0%）、3. Unsure（17.6%）、
2. Disagree（5.9%）、1. Strongly disagree（2.9%）とい
う結果であった（表5）。70%以上が「そう思う」と回答
しており、2 つ目の目標に関しても高評価であったと言
える。 
自由記述回答（下線部）からは、学習者が協働学習を

通じて21世紀のリーダーシップに不可欠な「共感力（対
話力）」や「リスクテイク」を、暗示的にではあるが体得

している様子がうかがえる。この点においても、年度当

初の目的を一定程度達成できたと考える。一方で、最後

の生徒の記述にあるように、主体性や積極性の必要性を

認識しながらも、今後克服すべき課題としている学習者

が一定数いることも銘記しておく必要がある。 
 
表5 リーダーシップ等、主体性に関する回答 

1 2 3 4 5 
2.9% 5.9% 17.6% 50% 23.5% 

 
＜自由記述回答2（一部抜粋）＞ 
 
・グループワークを通して自分の意見を言い、他人の意

見を聞く力がついたと思う。 

・オーストラリアに留学していた時の延長として学ぶこ

とができました。私が積極的に行動することで、周り

の意識も変わってくれたのがうれしかったです。身の

回りにある問題や世の中にある課題を行動に移しなが

ら解決することができるように、これからも２１世紀

スキル大切にしていきたいです。 
・２１世紀以外の科目の宿題もやりながらだったので、

時間の管理をすごく意識するようになりました。他の

仲間たちと協力して１つのことを成し遂げることが、

大変だったけどとても充実していました。 
・課題をみんなでGoogle MeetやSlideなどオンライン
で進めるなど、高校生活では珍しい貴重な体験ができ

た。 
・メンバーと予定を調整したり、スライドを共同で制作

したりしたことから、柔軟性とタイムマネジメント力

は身についた。しかしリーダーとして活躍したり、率

先して行動を起こすようなことはせず、受動的な態度

で臨んでしまうことが多かったことは今後の課題だと

感じている。 
 
3) 21世紀型スキルの修得について 
 
＜質問3＞ 
How much do you agree that you have developed 21st 
Century learning skills such as critical thinking, 
creativity, collaboration, and communication ? 
 

21世紀型スキルの修得については、5. Strongly agree
（26.5%）、4. Agree（58.8%）、3. Unsure（11.8%）、2. 
Disagree（0%）、1. Strongly disagree（2.9%）という結
果で（表6）、85%に上る生徒が「そう思う」と回答して
おり、3 つの目標の中で最も高い評価を得ることができ
た。この結果は、2013年度以降本校が新学習指導要領に
先駆けて学校設定科目「21世紀」を新設し、実践と振り
返りを行う中で指導ノウハウを積み上げてきた結果の現

れであると確信している。 
  

表6 21世紀型スキルの修得に関する回答 

1 2 3 4 5 
2.9% 0% 11.8% 58.8% 26.5% 

 
＜自由記述回答3（一部抜粋）＞ 
・様々な課題を通して、思考の幅が広がったと思う。自

分の知識とリサーチの結果を組み合わせることで新た

な考え方を生み出せたと思う。その結果、様々な視点

で問題を考えられるようになった。 
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・グループワークや発表を通して自分たちで役割を分担

したり、メンバーのやり方に合わせたりしたことで、

協同性を高められた。 
・プレゼンテーションのスライドをいかにわかりやすく

作るか考える中で、これらのスキルが身につきました。 
・２１世紀を通して前よりも周りをよく見て考えること

ができるようになりました。プレゼンテーションを協

力して作ることは大変でしたが、お互いに助け合いな

がら発表ができた時には達成感でいっぱいでした。 
・スキルが身についた部分もあるが、週に２時間しかな

かったので、本当はまだ伸ばせる部分があると思うか

ら。 
・自分の考えをまとめることや英語で意見を伝えること

などは上達したが、コロナのせいもあってかコミュニ

ケーションをとる時間はあまりなかった用に感じられ

れた（授業時間以外にオンラインでコミュニケーショ

ンをとる場面は多かったが・・・）。 
 
８．結論と今後の課題 

 

 今年度は新型コロナウイルスの世界的大流行の影響に

より、戦後初の緊急事態宣言を受けて休校からのスター

トとなった。前代未聞と言っても過言ではない状態の中

で、本研究はGoogle MeetやMindMup等のICTを活
用したオンライン授業（図11、12）で1学期の大半を乗
り切りきることができた。2学期以降は3密を避けると
いった大原則の下、制約を受けながらも実践研究を続け、

なんとかその目的を達成できたと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図11 Google Meetでオンライン授業（1学期） 

 
 
 
 
 
 
 

図12 オンラインでのペアワークはMindMupで 

 先述の考察に基づき、高等学校の授業において CLIL
の枠組みを通してSDGsを「自分ごと化」することは可
能であるとの結論が得られた。ただし、世界平和に貢献

できる「社会変革の担い手」の育成といった観点におい

ては取組みの改善が多分に存在することは否めない。 
 上記を踏まえた上で、今後は以下の課題点を新たな実

践研究の指標とし、授業に工夫を講じていく必要がある

だろう。 
 
1) 既にSDGsやリーダーシップ教育を積極的に取り入
れている教科（探究や情報）以外にも、横断的な連

携を行うことで相乗効果を図る。 
2) 対面授業に加え、今年度蓄積した ICTをこれまで以
上に活用した「オンラインでの家庭学習（授業時間

外での個別学習や協働学習）」の更なる推進を行う。 
3) 「英語」「教材内容」「アクティビティー」それぞれ
のレベル（学習者への負荷の度合い）調整によって、

学習内容やスキルの習熟度向上に取り組む。 
 
 最後に、年度末課題として提出のあった「リフレクシ

ョンエッセイ（振り返り英作文）」の一部抜粋の紹介（複

数生徒）をもって、本稿の帰結としたい。 
 
・I thought this 21st-century learning program was 
different from just taking an English class. I think 
this is because by sharing different ideas, we can be in 
an environment where we can better understand how 
much our opinions are biased compared to others or 
how narrow our perspectives are. I am also very 
grateful for this class because it has given me the tools 
to broaden my horizons, such as being able to 
communicate with foreign friends online, and to see 
issues happening overseas in real time as a fellow 
citizen  living on the same planet. I studied abroad 
last year, and then I learned a lot about different 
cultures. I think this 21st-Century learning has made 
me a global person. In addition, this program has 
given me a global perspective. I hope to use these 
skills and experiences in my daily life and social life. 
 
・These are some ways in which I got a lot of skills in 
this class this year. With these skills (communication, 
collaboration, technological skill and leadership), I 
think I will be able to go to university and share my 
ideas in English with confidence during discussions. I 
will also be able to take the initiative in making 
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presentations and lead them to success. Also, I have 
made new friends by communicating in this class. I 
became friends with my group mates by agreeing and 
sometimes disagreeing with each one of them. I think 
I made the right decision taking this class. 
 
・I was able to acquire the ability to think about things 
from various perspectives. And in the 21st Century 
class, I learned that there are many problems in the 
world such as environmental issues, gender issues, 
racial discrimination, or poverty. When thinking about 
solutions to these problems, I was able to broaden my 
horizons by sharing not only my own opinions but also 
different opinions and ideas through group work. This 
has made me think more about what I can do to help 
solve various problems, even if only a little, and I want 
to take action. This 21st Century Class has given me a 
lot of stimulation, which has led to my personal 
growth. I learned a lot of things that I didn't know, 
and I had a great time learning them. From now on, I 
would like to not only improve my English skills 
further, but also take actions on what I can do about 
the SDGs and other issues in the world that I learned 
through this class. 
 
・In the third term, I became a group leader. It was 
very interesting, but at the same time, it was a really 
hard role to play. The most difficult part was assigning 
tasks to each member. Since I did not know what they 
could do, I could not give them tasks depending on 
their abilities and assign tasks well. It would have 
been easier if I had asked them what they could do. 
And also, I should have given specific tasks so that 
they knew exactly what to do. I could see my 
improvement as well as some problems. When we did 
not have classes for several weeks, we had online 
meetings on LINE or Google Meet. At that time, we 
could exchange opinions actively and make the 
sessions beneficial ones. These are the learnings from 
21st century class. As you can tell from the written 
things above, I had many obstacles and I struggled a 
lot. To be honest, the classes were quite difficult to 
deal with and I even thought I should not have taken 
the class. But when it comes to the end, I can say that 
these difficulties were worth having. I am happy that 
I finished all the programs of this class. Finally, I 

definitely will continue to work on the 21st century 
skills. 
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国籍 中国 韓国 フィリピン 
１回目 ７名 １名  
２回目 ７名 １名 １名 
３回目 ８名 １名 １名 

 

１．はじめに 
近年、外国人留学生数は増加傾向にある。独立行政法

人日本学生支援機構（JASSO）が2020年に公表した調
査結果によると、2019（令和元）年5月1日現在の留学
生数は 312,214人であり、前年と比較すると 13,234人
（4.4％）増であった。昨年からの新型コロナウイルスの
影響により、留学生数は一時的には減少するであろうが、

筆者が勤めている日本語教育機関A校（以下、A校とい
う）を例にとってみても、留学希望者が100名以上待機
をしている状況であるとのことで、事態の収束にともな

い、いずれまた増加に転じることが予想される。また、

ここ数年の傾向としては、大学院進学希望者が増えてい

ることが挙げられる。政府公表の「学校基本調査」（文部

科学省、2020）によると、2020年度の大学院在籍留学生
数は、56,477人であり、中でも中国籍の学生が35,775人
と全体の6割以上を占めている。A校においても、特に
中国籍の学生において大学院進学志望の学生は増加傾向

にあり、今後もその傾向は続くと思われる。 
A校では、大学院進学クラスを設置し、指導にあたっ
ているが、当然のことながら学生が志望する専攻は多種

多様である。日本の大学院に進学し、彼らがより良い研

究生活を送るためには、日本語の指導はさることながら、

進学後のことも視野に入れる必要がある。進学後にスム

ーズに大学院生活に馴染むためにも、日本人学生が学校

教育の中で身につけてきた一般教養を学ぶことは、彼ら

の役に立つであろうと考えた。そこで、本研究では、日

本語教育機関の大学院進学クラスにおいて、内容と言語

の学習を通して学習者の思考やスキルに焦点を当てるこ

とができる CLIL（内容言語統合型学習）の考え方を取
り入れた授業の実践をし、その可能性を探ることとする。 
 
２．本実践研究の方法 

２.１ 実践対象クラス及び実践参加学生 

本研究における実践の対象クラスは、法務省告示基準

を満たした日本語教育機関A校の大学院進学クラスであ
る。対象の日本語学校では、3ヶ月に一度新学期を迎え、

クラス替えが行われているが、大学院進学クラスについ

ては、継続的な進学指導が必要であるという観点から、

基本的には1年間在籍することとなっている。新学期の

タイミングで普通クラスからの移動等がある場合もある

が、ほぼ同じメンバーで新学期を迎え、クラス替えは行

われない。 
学生のCLIL実践授業に対する反応を複数回確認した

いという考えから、本研究では、2020年7月〜12月の
2学期にわたり 3回の実践を行った。各回の参加学生数

及び国籍は表1の通りである。学習者の日本語レベルは、

JLPT（日本語能力試験）のN２の学習項目はクラス内で

ほぼ学習が終了しており、N１レベルの文法や語彙の学

習をしている段階であった。学習者によって能力差はあ

るものの、概ね中上級レベルであると言える。 
表１ 実践回ごとの参加学生国籍及び人数 

 
 
 
 
 

２.２ データ及び分析 

本実践では、教師が各回のCLIL的実践を行った後、
学生に授業アンケートを毎回実施した。質問項目は複数

あり、学習者の関心や意識の程度を測るための2件法ま

たは4件法の項目と、より細かく学習者の意識を見るた

めの自由記述方式の項目を設けた。倫理面への配慮から、

アンケートには、研究目的のデータとして使用すること

がある旨を記載し、同意を得たものを分析することとし

た。 
計3回のアンケートは、それぞれ参加学生全員から回

答が得られた。第3回目において同意が得られなかった

1名を除き、全てのデータを有効回答とし分析を行った。 
データの分析にあたっては、筆者が集計をし、自由記

述項目については書き出し、整理した。また、アンケー

トで得られた回答から、本クラス担当の筆者自身の省察

も含めて考察を行うこととした。 
 
３．本実践の概要 

本実践では、対象が大学院進学クラスであり、それぞ

れの専攻は、理系、文系、芸術系など多種多様である。

 
日本語学校大学院進学クラスにおけるC L I L 授業の可能性  

——日日本本文文学学をを取取りり入入れれたた授授業業のの実実践践ををももととにに——  
 

冨樫 里真（目白大学大学院） 
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また、母国で受けてきた教育内容や背景も、様々であり、

CLIL による日本語の授業を受けるのも初めての経験で

ある。そのため、本実践の内容選定にあたっては、学習

者の既有知識の差があまりにも開きすぎることがないよ

う意識した。全員が同程度の既有知識で興味を持って取

り組むことができ、日本語学校の授業の一部として受け

入れやすい内容ではないかという考えから、日本文学を

取り入れた日本語の授業を行うこととした。また、本実

践は長期間継続的に行うものではなく、3 回という限ら

れた時間で行うものであり、中上級レベルの学習者が初

めて日本文学を扱う授業を受けるものである。理解のた

めの新出語彙や表現の負担が大きくなりすぎると、日本

語の理解の負担が大きくなり、内容の学習に支障をきた

す恐れがある。学習者が限られた回数の中で無理なく取

り組める分量のものであること、普段の日本語学習では

見過ごされがちな日本語が持つリズムなどが体感できる

ことから、扱う項目は「詩」と「俳句」とした。実践概

要をまとめたものは表2の通りである。各回の詳細につ

いては、次項より述べる。 
表２ 実践概要 

 実施日 内容 

１回目 2020年 
9月29日 

「生きる」（谷川俊太郎）① 
内容理解 

２回目 2020年 
11月26日 

「生きる」（谷川俊太郎）② 
創作活動 

３回目 2020年 
12月24日 

「俳句」 
鑑賞・理解・活動 

 
４．１回目の実践 

４.１ １回目の実践における実践計画 

１回目の実践では、小学校の教科書にも度々取り上げ

られてきた谷川俊太郎の『生きる』（谷川・岡本、2013）
を題材として扱った。詩の学習を通し、日本語のリズム

や感性に触れ、日本の詩の技法やその効果を体感するこ

とを目指した。詩の選定にあたっては、体言止めなどの

技法を学びやすいこと、複数の語種が使われていること、

社会情勢などからイメージしやすいことなどを考慮した。

実践における４Cは、表3を想定した。 
表３ １回目の実践における４C 

Content 詩の学習を通して、日本語のリズ

ムや日本人の思考、感性を学ぶ。 
Communication ・「こと」「ということ」の使い方の

確認。（言語知識） 
・「〜こと」を使って、「生きるとは

〜ことです」の定義文を作る。（言

語使用） 
・体言止め、外来語が詩に与える効

果。（言語知識） 
・日本語のリズムを意識して詩を

朗読する。（言語使用） 
Cognition ・コロナ禍で改めて生きることに

ついて考える。 
・自分が担当した詩の連に書かれ

た内容を読み解き、その連に書か

れていることと全体の構成の関連

を考える。 
Community 
/ Culture 

・詩に書かれていることをペアで

朗読し、協力して語彙や表現を調

べながら詩の内容理解をする。 
・情感を込めた詩の朗読を工夫す

る。 
・話し合いにより言葉に込められ

た作者の意図への理解を深める。 
・ペアで理解した内容を、他者に説

明し、質問に答える。 
４.２ １回目の実践における実践内容 
表3の４Cを念頭に置き、実践可能な授業時間に合わ

せ、約60分の実践を行った。対象である日本語学校の授

業時間は１コマ45 分であるため、途中、10 分の休憩を

1回挟んだ。実際の授業の流れは表4の通りである。 
表４ １回目の授業の流れ 

導

入 
①最近の社会情勢 
 「コロナ禍」で起きた変化について意見交換。 
②自分にとって「生きる」とは？ 

活

動 
③詩の朗読を全体に聞かせる。 
 谷川俊太郎について簡単に紹介。 
④詩を聞いて気づいたことを学習者に問い、全体

で意見交換する。 
⑤詩を連に分けた紙をグループにつき１枚配布。 
 各グループで担当した連について、朗読した上

で内容を考える。 
連全体の意味について話し合う。 

⑥各グループによる発表をする。 
自分が担当した連を朗読した上で、グループで

話し合った連全体の意味を発表。他の学習者か

らの質問に答える。 
ま

と

め 

全体のまとめ 
次回実践について予告 
（アンケート） 

導入では、学生自身も大きく影響を受けている「コロ

ナ禍」について、社会で今起きていることや、変化して
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いることなどをクラス全体で意見交換した。「遊びに行け

ない」「経済が影響を受ける」などの意見が出た。このよ

うな状況下で、改めて「生きる」ということについて、

「私にとって生きるとは     ことです。」という文

を板書し、下線部に当てはまる言葉を考えてもらった。

この段階では、「食べる」こと、「寝る」ことなど単純な

答えが多かった。 
活動では、『生きる』という詩があり、その詩の作者が

谷川俊太郎であることなどを簡単に紹介し、『生きる』の

朗読を聞かせた。その上で、朗読を聞いて気づいたこと

を問い、全体で話し合った。今回のCommunicationの
Language of Learningの狙いである「こと」「というこ

と」の表現や、詩で多用される「体言止め」や「韻を踏

んでいる」など、学習者が気づいた点について発言した

ことを取り上げながら、教師がコメントを加え、理解を

促した。また、詩の「連」についても説明した。「連」が

理解できたところで、学習者を２名または３名にグルー

プ分けし、一枚につき一連が書かれた紙を配布した。教

師は学習者に、担当の連を朗読した上で適宜辞書等を活

用しながら意味を確認し、連全体がどのような意味のま

とまりを持っているかを話し合うよう指示した。作業中

は教師が机間巡視をし、学習者が進め方に戸惑っている

場合には助言を与えた。グループごとの話し合い終了後、

全体で発表をし合った。 
最後に、教師が簡単に全体をまとめ、次回実践では詩

を作ってみることを予告し、アンケートに答えてもらい

終了した。 
４.３ １回目の実践の授業アンケート内容と結果 
参加学生に配布した授業アンケートは、主に、日本文

学の既有知識の確認、及び、日本文学を授業で取り入れ

ることに対する意識を調査することを目的として作成し

た。質問項目は、1．今までに日本の詩を読んだことがあ

ったか、2．誰のどんな詩を読んだことがあったか、3．
日本の文学作品を読んだことがあったか、4．誰のどんな

作品を読んだことがあったか、5．今後読んでみたい日本

の文学作品があるか、6．授業の感想の６項目である。回

答者８名のうち、１については、「はい」が４名、「いい

え」が４名であった。2 の読んだことがある詩では百人

一首や万葉集など古典文学が挙げられていた。３につい

ては、「はい」が6名、「いいえ」が２名であり、「はい」
の割合が高くなっていることから、クラス内のほとんど

の学生が何らかの形で日本の文学作品を読んだ経験があ

ったことがわかった。６では、日本の文学作品を学ぶこ

とで日本文化に触れられると感じたという意見や、ただ

文法や語彙だけを学ぶのとは違ったリラックスした雰囲

気で勉強できたなど、日本文学を取り入れることについ

てボジティブな印象を持った回答が多かった。デザイン

を専攻する学生は、詩のようなきれいな言葉を作品に生

かしたいという感想を述べており、自身の研究計画を進

める上で刺激を受けたことが窺われた。対象クラスでは、

大学院進学のため日本語を学習しながら各自の研究計画

を深めることが求められているが、本実践によって研究

計画への刺激を参加学生が感じたことから、CLIL 授業
の可能性が示唆されたと考えられる。さらに、「生活や文

化的に他の国との差があるものならもっと興味を持つこ

とになると思います。」と、授業で扱う題材への言及も見

られた。4と 5については、古典文学『源氏物語』から

現代文学『白夜行』に至るまで、バラエティに飛んだ回

答があり、学生の日本文学に対する関心の高さが感じら

れた。 
 

５．２回目の実践 

５.１ ２回目の実践における実践計画 

2 回目の実践では、1 回目の実践で深めることができ

なかった Cognitionと Communityの充実を目指し、1
回目と同様『生きる』（谷川俊太郎）を題材として実践を

行った。また、前回実践から時間が2ヶ月ほど経ってい

た上、2 回目の実践を行った学期に普通クラスから本対

象クラスに入級してきた学生が２名いたことから、導入

時に前回の復習をしながら自然に今回の実践内容に入っ

ていけるよう留意した。 
実践における４Cは、表5を想定した。 

表５ ２回目の実践における４C 

Content 詩の学習を通して、日本語のリズ

ムや日本人の思考、感性を学ぶ。 
Communication ・「不可欠」という語彙の使い方。 

・詩を読み解き、詩の構成や日本語

のリズムを楽しむ。（言語知識） 
・詩の創作において、「こと」「とい

うこと」、「体言止め」を使用する。 
（言語使用） 

Cognition ・言葉に添えられた絵を読み解き、

論理的に分析する。 
・『生きる』をもとに、詩を作る。 
・自分が創作した詩に絵か写真を

組み合わせて発表する。 
Community 
/ Culture 

・グループで絵本『生きる』（谷川・

岡本、2013）に書かれている絵が

表していることを話し合う。 
・自分の国でこの詩に絵が添えら

れるとしたらどんな絵になると思

うか話し合う。 
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５.２ ２回目の実践における実践内容 
表 5の４Cを念頭に置き、１回目と同様、途中 10 分

間の休憩を挟み、約90分の実践を行った。実際の授業の

流れは表６の通りである。 
表６ ２回目の授業の流れ 

導

入 
①私たちに不可欠なものは何か？ 
②前回の復習 
 詩の全文プリントを配布し、朗読を聞いて意味

を確認 
活

動 
③絵本の紹介 
④グループ分けし、担当する絵を決める。グルー

プごとに、なぜその絵が添えられているのか話し

合う。 
⑤各グループによる発表 
 発表を踏まえ、自分だったらどんな絵にするか

意見を出し合う。 
⑥詩の一部を、リズムに注意しながら全員で朗読 
⑦朗読した部分（一連分）をもとに詩を創作 
 ワークシートを使用。自分で創作した詩の下に

は自分の好きな絵か写真を添える。 
⑧教室に展示し、全員で鑑賞する。 

ま

と

め 

全体のまとめ 
（アンケート） 

実践にあたり、用意したものは、『生きる』の全文プリン

ト、谷川俊太郎（作）・岡本よしろう（絵）（2013）『生き
る』福音館書店、詩を創作するためのワークシート、授

業アンケートである。1 回目同様、教室で学生の理解を

助けるものとして、ホワイトボードを適宜使用した。 
 導入では、別の授業で学習した「不可欠」という言葉

を板書し、意味や使い方の復習と不可欠なものは何かを

質問した。「水」「空気」などの発言が得られたので、「水」

や「空気」は何のために必要かと重ねて問いを投げかけ、

学生から「生きる」という言葉を引き出した。続けて「生

きる」と板書し、以前学習した『生きる』という詩につ

いて思い起こすことができるよう促した。今回初めて学

習する学生も数名いたため、『生きる』の全文プリントを

配布し、『生きる』の朗読を聞かせた。 
活動では、まず『生きる』のページをめくりながら全

体に見せた上で、3 名ずつのグループに分け、それぞれ

担当する絵と文を決めた。教師は、グループ内で、それ

ぞれの担当部分の文と絵の関係について話し合うことを

指示した、また話し合いの間は、机間巡視を行い、適宜

学生の質問に答え、前後の絵や文を提示するなどした。

話し合い終了後にグループごとに発表をし合い、全体で

自分だったらどんな絵がいいと思うかなど意見交換をし

た。 
その後一つの連を取り上げて全員で一斉に朗読をし、

詩を創作するためのワークシートを配布し、それぞれ自

分の「生きる」を作ること、作った詩には自分の好きな

絵もしくは写真を選んで添えることを指示した。学生に

よって完成時間には個人差があったため、完成した学生

から自分が創作した詩を全員の前で朗読した上でホワイ

トボードに掲示（図1）し、他の学生が創作した詩も自由

に鑑賞するよう指示した。 
 最後に教師が全体を簡単にまとめ、アンケートを書い 
てもらい終了した。 

図図１１  創創作作ししたた詩詩  
５.３ ２回目実践の授業アンケート内容と結果 
2回目実践の授業アンケートでは、前回からの実践も

含めて詩を学ぶことに対する学生の意識と、言語の学習

に繋がった実感を学生が持てたかを探ることを目的と

し、項目を設定した。質問項目は、1．詩を読む楽しさ

を感じることができたか、2．今日の授業で日本語の知

識が増えたと思うか、3．日本語と他の内容を組み合わ

せた授業は楽しかったか、4．詩を作る活動についてど

う思ったか、5．日本の文学を日本語の授業に取り入れ

ることについてどう思うか、6．今後、日本語の授業

で、文学・芸術・科学・社会など、他の科目に関するこ

とを取り入れてもらいたいか（何を取り入れてもらいた

いか）、7．授業の感想の7項目である。1〜5の項目は

四件法で回答を求め、1〜3については回答を選択した

理由を自由に記述する欄を設けた。4件法の選択肢につ

いては、それぞれの質問項目に合わせ、1（全然〜なか

った）、2（あまり〜なかった）、3（少し〜た）、4（とて

も〜た）と設定した。このように設定することによっ

て、選択肢のうち1と2については質問に対してネガテ

ィブな意見、3と4についてはボジティブな意見である

と評価できるようにした。 

学習者ごとに集計した結果は表７の通りである。横軸
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が質問項目とそれに対する回答の選択番号、縦軸のA〜

Iは回答した学生を表している。表下部のオレンジの部

分のPはポジティブ、Nはネガティブを表しており、そ

れぞれの項目についてボジティブ（選択肢1あるいは

2）、ネガティブ（選択肢3あるいは4）の割合を集計し

た。 

表７ ２回目授業アンケート１〜５項目回答まとめ 

 １ ２ ３ ４ ５ 

A ４ ４ ４ ４ ４ 

B ３ ３ ４ ３ ４ 

C ４ ３ ４ ４ ４ 

D ４ ４ ４ ４ ４ 

E ４ ３ ４ ４ ４ 

F ４ ３ ４ ４ ４ 

G ４ ４ ４ ４ ４ 

H ３ ３ ３ ３ ４ 

I ３ ２ ３ ２ ３ 

P 100% 89% 100% 89% 100% 

N 0% 11% 0% 11% 0% 

結果を見た限りでは、詩を取り入れた日本語の学習に

ついて、学生は概ねポジティブな評価をしていることが

わかる。質問項目3の回答の理由では、「自分の絵の分

野について授業中にいっぱい話しました」という自分の

専攻との繋がりに言及するものや、絵とのつながりを通

して、様々な角度から学習できたと感じたことへの言及

が見られた。質問項目1.詩を読む楽しさの回答の理由

には、詩のリズムや世界観を感じ、「読む楽しさを感じ

た」などがあり、絵本を合わせて読むことで詩に対する

理解が深まったことや、本実践で狙いとしていた「日本

語のリズムを学ぶ」という点についても一定の評価が得

られたものと判断した。質問項目2.日本語の知識の増

加と4.詩を作る活動への感想の2項目についてはネガ

ティブな回答があり、特に質問項目２については、他の

質問項目と比較し、ポジティブな回答の中でも３の割合

が多く見られた。回答の理由を見てみると、「文法から

言うと難しくないと思う」「語彙を学んだ」などのよう

に、文法的に新しい知識を学んだ実感が得られなかった

ことが原因であろうと考えられる。質問項目7.授業の

感想にも「新しいスタイルはいいと思います。もっと難

しい言葉を使っている文学の方が相応しいと思います」

との記述が見られたように、題材の選定にあたっては課

題を残した結果となった。しかし、質問項目6.今後他

の科目に関することを取り入れてほしいかということに

対しては、9名全員が「はい」と答えており、取り入れ

てもらいたいものとして「詩や物語」「文学」「芸術」

「歌」などが挙げられていた。中でも「文学」と書いた

学生が一番多く、日本語の授業に他の科目内容、とりわ

け文学を取り入れることへの関心が高いことが確認でき

た。さらに、質問項目7で、ある学生は、日本語の文法

と語彙などの知識学習は脳の同じ一部分をつかうため疲

れるとし、「日本語の勉強だけじゃなく、他の科目も１

ヶ月くらい日本語の授業と（一緒に：筆者追記）授業し

たら、楽しみです」と記述していた。様々な角度からの

学習によって、自らの脳が活性化した実感を得たことが

読み取れる。この学生は2回目の実践が行われた学期に

普通クラスから対象クラスに入級した学生であり、他の

学生と比較すると日本語のレベルも高くなかった。 

ハワード・ガードナー(2001)は著書の中で、多重知能

（MI）理論について、「人間は、7つか8つ、あるいは

10以上の基本的な知能をもつ生き物である」

（2001,p.62）と説明し、「進化のおかげで、誰でもこれ

らの知的な潜在能力を備えている。そしてそれを、自分

の性向や文化の好むところに応じて、動員し連結でき

る。」（2001,p.62）と述べている。この理論を先程の学

生の記述と状況に照らしてみると、自分が好む題材に応

じて、＜言語的知能＞以外の知能を動員したと考えられ

る。 

 

６．３回目の実践 

６.１ ３回目の実践における実践計画 

2回の実践により、日本文学に対して学生が一定の関

心と学習意欲を持っていることが分かった。また、２回

の実践で扱った『生きる』という詩については、親しみ

やすく理解しやすさはあったものの、日本語の知識が増

えたという実感に乏しかったという課題があった。その

点を踏まえ、3回目の実践では「俳句」を題材として取

り上げ、よりCommunicationのLanguage of Learning
の項目を充実させることを意識した。また、1回目の授

業アンケートに、文化的に他の国との差があるものなら

もっと興味が持てるだろうという記述もあったことか

ら、文化の違いを学生が感じられるよう留意した。 
3回目の実践における４Cは表8を想定した。 

表８ ３回目の実践における４C 

Content 日本人が昔から詠んできた俳句を

知り、その特徴などに触れること

で、日本語のリズムと日本人の感

性を学ぶ。 
Communication ・「かな」「や」「ふわり」「のたり」

「しみいる」の意味を考えさせる。 
（言語知識） 
・季節を表す語彙を確認する。 
（言語知識） 
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・５・７・５のリズムと拍の数え方

を覚え、実際に使ってみる。 
（言語知識・言語使用） 

Cognition ・俳句のリズムを覚えて詠む。 
・俳句の情景を考えさせる。 
・自分で俳句を作る。 

Community 
/ Culture 

・俳句に込められた日本人の感性

と、自国の感性との違いについて

考える。 
・日本人の季節感（お正月・冬）の

イメージに触れ、自国との違いを

話し合う。 
・作った俳句を発表し合い、鑑賞す

る。 
６.２ ３回目の実践における実践内容 
表8の４Cを念頭に置き、これまでと同様、途中10分

間の休憩を挟み、約90分の実践を行った。実際の授業の

流れは表9の通りである。 
表９ ３回目の授業の流れ 

導

入 
①以前詩を学習したが、日本のもっと短い詩を知

っているか確認。 
②松尾芭蕉の俳句「古池や蛙飛び込む水の音」を

紹介する。 
③「俳句」を提示し、既有知識を確認する。 

活

動 
④「俳句」のルール確認 
⑤拍の数え方確認 
⑥季語とは何か確認 
⑦俳句鑑賞 
 小林一茶、松尾芭蕉、与謝蕪村の俳句を挙げて

鑑賞。音読をし、季節や意味を確認。 
⑧「お正月」のイメージについて 
 お正月をテーマに例文を作る。 
⑨作った例文を俳句に変えてみる。 
⑩それぞれ自由に俳句を作る。 
⑪作った俳句を短冊に書き、書けた人から発表し

て教室に掲示。 
ま

と

め 

俳句コンテストの説明。応募用紙記入。 
全体のまとめ 
（アンケート） 

導入では、以前題材とした詩から俳句へとつなげ、学

習者が「文学を取り入れた授業である」と予想できるよ

うにした。「俳句」についての学習項目をまとめたスラ

イドを使用し、松尾芭蕉の有名な句「古池や蛙飛び込む

水の音」を提示した。学生の俳句に対する既有知識を確

認しながら、句の情景について全体で意見交換をした。

また、俳句から何か気づいたことがあるかを問い、俳句

のルールを学生が自ら気づき意識できるように促した。 
活動では、改めて俳句のルールについて確認し、まず

一つ目のルールである「５・７・５」について確認し

た。日本語学習者は、一般的に、日本語の拍感覚を捉え

ることに苦労をする傾向がある。そこで今回は、長音や

拗音、撥音などを含む語彙を取り上げ、全員で手拍子を

しながら読み上げることで、拍の確認をした。次に二つ

目の季語については、季節ごとにいくつか季語を紹介し

ながら、「冬といえば…」のように季節ごとに季語とな

りそうな語彙をゲーム感覚で学習者から引き出した。 
俳句のルールが確認できたところで、小林一茶「うま

そうな雪がふうわりふわりかな」、松尾芭蕉「しずかさ

や岩にしみ入るせみの声」、与謝蕪村「春の海ひねもす

のたりのたりかな」の俳句をそれぞれ提示した。俳句を

音読し、季語と季節を確認し、意味を確認した。ここで

は、教師からの提示をなるべく抑え、学生自ら疑問に思

ったことに答えるよう心がけた。俳句でよく使われる

「や」「かな」について、学生から「字数を揃えるため

のものですか」と質問があったため、何のためのものか

全体で考えた。学生の中から、質問の時に言う「〜か

な」ではないかなどの意見も出た。最後に教師が説明を

加えた。 
俳句の鑑賞が終わったところで、日本のお正月の写真

を見て、日本のお正月と自分の国のお正月の違いについ

て近くの学生と話し、全体でお正月の過ごし方の違いを

共有した。対象クラスは表1からもわかる通り、中国籍
の学生がほとんどであるが、同じ中国でも地域によるお

正月料理の違いなどを話し合うことで、同じ国であって

も違いがあることが理解できたようであった。学生がお

正月の過ごし方として作った「お正月にみんなでおいし

い餃子を作って食べました」という例文を板書し、この

文を俳句にするとどうなるか考えるよう指示した。学生

が文を変換して俳句にしたものは以下の3句である。 
  ・お正月 餃子を作って おいしいな 
  ・お正月 おいしい餃子を 作ったよ 
  ・うれしいな 餃子を作る お正月 
文から俳句へ変換できたことで俳句のルールを十分に理

解できたものと判断し、自分の心に強く残っている思い

や情景を俳句にしてみることを指示した。創作にあたっ

て、リズムを意識することは強調したが、初めての俳句

の創作を楽しんでほしいという観点から、季語について

はあまり強調せず、自由に自分の思いを俳句にするとい

う点を重視した。創作した俳句を書くため、短冊とカラ

ーペンを配布した。完成した学生から自分が創作した俳

句を朗読した上で壁に掲示（図2）し、他の学生が創作

した俳句も自由に鑑賞できるようにした。ちょうど応募
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期間であった俳句コンテストについて紹介し、創作した

俳句を各自応募用紙に記入して応募することとした。 
最後に、全体のまとめをし、アンケートを記入しても 
らい終了した。 

図図２２  創創作作ししたた俳俳句句  
 

６.３ ３回目実践の授業アンケート内容と結果 
3回目の授業アンケートでは、前回の実践で課題であ

ると感じた「日本語の知識が増えたと思うか」という点

について変化があったかどうかを知ることが狙いであっ

たため、2回目の実践と同じような質問を項目として設

定した。質問項目は、1．俳句の楽しさを感じることが

できたか、2．今日の授業で、日本語の知識が増えたと

思うか、3．俳句を作る活動についてどう思ったか、

4．授業の感想、である。1〜3の項目は4件法で回答を

求め、回答を選択した理由を自由に記述する欄を設け

た。前回と同様、4件法の選択肢については、それぞれ

の質問項目に合わせ、1（全然〜なかった）、2（あまり

〜なかった）、3（少し〜た）、4（とても〜た）と設定し

た。 
1〜3について学習者ごとに集計した結果は表10の通

りである。比較がしやすいように、表７と同じ形式で集

計を行なった。横軸が質問項目とそれに対する回答の選

択番号、縦軸のA〜Iは回答した学生を表している。今

回の実践の参加者は10名であったが、1名は回答結果

を使用することの同意が得られなかったため、有効回答

数は2回目の実践と同じ9である。しかしながら、実践

日に欠席をした等の理由により、2回目と3回目の実践

では全ての学生が同じ人物ではないため、縦軸の学生に

当てたアルファベットは表７と表10では一致していな

い。表下部のオレンジの部分のPはポジティブ、Nはネ

ガティブを表しており、それぞれの項目についてボジテ

ィブ（選択肢1あるいは2）、ネガティブ（選択肢3あ

るいは4）の割合を集計した。 

表10 3 回目授業アンケート１〜3 項目回答まとめ 

  １.俳句の楽

しさ 

２.日本語の

知識 

３.創作活

動の感想 

A ３ ３ ３ 

B ３ ３ ４ 

C ４ ４ ４ 

D ３ ３ ３ 

E ３ ４ ２ 

F ４ ４ ４ 

G ３ ３ ３ 

H ３ ３ ３ 

I ４ ４ ４ 

P 100% 100% 89% 

N 0% 0% 11% 

今回の実践で課題であった質問項目2の日本語の知識

については、全員がポジティブな評価となった。回答を

選択した理由でも、「音のリズムを初めて勉強しまし

た」「俳句のことを英語で勉強しましたが、日本語です

れば感じが違います」などの記述が見られた。また、質

問項目4.授業の感想の回答として、「綺麗かな音数があ

る俳句とは」「読みやすい作ればにくい楽しいな」のよ

うに感想を俳句で書いている学生がおり、俳句創作のル

ールを理解し、俳句で表現する楽しみを得たことが窺え

た。質問項目3の創作活動の感想については、ネガティ

ブな回答も見られたが、その回答選択の理由を見ると、

俳句創作の活動そのものというより、最後に副産物的に

実施した俳句コンテストの応募が意に沿わなかったのだ

と考えられる。同学生が、本実践のような活動はとても

良いという感想を述べていることからも、日本語の授業

に文学を取り入れ、創作につなげる活動自体については

一定の評価をしていると判断した。 

 

７．実践の振り返りと考察 

今回の実践を通して、日本語学校大学院進学クラスに

おけるCLIL授業の可能性について、一定の手応えを感

じることができた。本実践の対象であった大学院進学ク

ラスに在籍する学生は、それぞれに専門分野を持ち、知

的好奇心も強い。日本語学習に文学を取り入れること

は、試験対策の文法や語彙の学習とは違う、生の日本語

に触れる機会となったのではないだろうか。また、特に

3回目の実践の中で、俳句には「や」「かな」がよく使

われていることを教師が教えるのではなく学生自ら気が

付くことができた点や、授業の感想を俳句で書く学生が

いた点などは、教師として嬉しい誤算であった。さら

に、アンケートの記述の中に、自分の専攻や研究計画と
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の繋がりに関する言及がいくつか見られたこと、美術系

の学生や日本語力がクラスの中では低い学生が、自分の

得意なことを発揮しながら学べた様子を読み取ることが

できたことは、多種多様な専攻を持つ学生がともに日本

の大学院を目指しているという大学院進学クラスのカリ

キュラムを考える上での大きな示唆となった。 

しかしながら、今回の実践において、題材選びの難し

さを感じたことも事実である。文学を取り入れる際に、

学習者が望む題材と、学習者のレベル、学習言語項目と

のバランスをどのように取っていくかということは、今

後実践を重ねながら検討すべき大きな課題であると感じ

た。同様に、文学を通して日本文化の要素を取り入れよ

うとすると、どの時代のものをどの程度取り入れるの

か、古典的仮名遣いなどが出てきた場合の扱いなど、検

討すべき点は数多くある。 

今回の実践で得た経験をもとに、さらに実践を重ねて

いきたいと考えている。 
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J-CLIL Newsletter 掲載　賛助会員＆ website

＊ J-CLIL website 掲載名称および掲載順

◉ Global Step Academy
	 https://www.gsacademy.com/online/index.html

◉三修社
	 https://www.sanshusha.co.jp/text/search_result/sgen/269/

◉教育開発出版
	 http://www2.kyo-kai.co.jp/

◉成美堂
	 https://www.seibido.co.jp

◉一般財団法人　英語教育協議会（ELEC）
	 http://www.elec.or.jp/

◉サインウェーブ
 http://elst.sinewave.co.jp/

◉イー・エフ・エデュケーション・ファースト・ジャパン
	 http://www.efjapan.co.jp

◉学習アトリエ COR

◉総合教育・生涯学習機関 ECC
	 http://www.eccjr.co.jp/

◉株式会社 増進堂・受験研究社
	 http://www.zoshindo.co.jp/
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『J−CLIL	Newsletter』投稿募集	

ニューズレターWG	

	

	

日本 CLIL 教育学会（J−CLIL)では、ニューズレターへの投稿をお待ちしております。クラスでの CLIL/	

CBLT の実践紹介や実践状況の報告などをご紹介ください。皆様の実践が共有できるよう、Web で公開

をさせていただきます。皆様の投稿をお待ちしております！奮ってご応募ください！	

	

	

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 投稿要領	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	

		 		 		 		 		 		 		

1.日本 CLIL 教育学会の現会員のみ投稿可能です。	

2.原稿内容は CLIL 及び CBLT の実践に関わる報告を中心とします。	

3.執筆量は２ページ以上１０ページ以内とします。	

4.執筆言語は日本語とします。	

5.原稿締切はメーリングリストにて、ご連絡させていただきます。	

6.投稿数は、原則とし１回につき1人1編とします。		

7.投稿応募者の方は、以下の要領に従って原稿を作成し、提出してください。	

・原稿の大きさは A4 サイズとし、見本のテンプレートに従って作成すること。	

・	提出は、そのまま Web で公開可能な完全原稿を提出する。	

①PDF 原稿、②ワード原稿、③図・表の資料、以上の３点を提出すること。	

・	上記(①〜③）を、jclilnewsletter@gmail.com	に提出する。	

・	原稿にはページ数を明記する。	

本文字詰めは、１ページあたり 25 字×46 行×2 段＝2,300 文字（10.5 ポイント横組み）、

大見出しは 7 行、中見出しは 2 行とする。	

・	字体は和文は MS 明朝、英文は Century、見出しは HGS 創英角ゴシック UB など、とする。	

・	句読点は、句点（。）と読点（、）とする。	

・	横見出しは、１．○○○○	 2.	○○○○	 とする。	

・	文献リストは APA スタイルに準ずる。	

・	原稿の初めに、表題（副題が必要な場合は明記）、氏名、所属、を明記する。	

8. 本文中に使用する著作物（図表、写真、教材のスキャン画像などすべてを含む）が、第三者

の著作権、肖像権、その他の権利等に抵触しない旨を書面にてお約束していただきます。		
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三修社の英語教科書　CLIL シリーズ

CLIL 英語で学ぶ SDGs の基礎
CLIL Primary SDGs

笹島茂，白井龍馬，高木由香里，工藤泰三，佐藤真久，
Curtis M. Revis Seubert 《著》

B5判並製　カラー　全 14課　2,200円（税込予価）
ISBN978-4-384-33512-5

CLIL 英語で学ぶ国際問題 【改訂版】
CLIL Global Issues [revised]

笹島茂，池田真，山崎勝，千田享，藤澤さとみ， 
福島純子，仲谷都，油木田美由紀 《著》

B5判並製　120頁カラー　全 14課　2,310円（税込予価）
ISBN978-4-384-33513-2

CLIL 英語で考える SDGs―持続可能な開発目標
CLIL SDGs―Sustainable Development Goals
笹島茂，小島さつき，安部由紀子，佐藤元樹， 
Barry Kavanagh，工藤泰三 《著》

B5判並製　104頁カラー　全 14課　2,200円（税込）
ISBN978-4-384-33504-0

地球規模で進む多様な問題について学び，考え， 
英語でコミュニケーションできる力を育む

CLIL 英語で培う文化間意識
CLIL Intercultural Awareness
笹島茂，工藤泰三，荊紅涛，Joe Larry， 
Hannah Haruna 《著》

B5判並製　112頁　全 15課　2,200円（税込）
ISBN978-4-384-33494-4

英語力を高めながら，文化間意識を培う
多様な社会を生きるための異文化理解を考える

CLIL 英語と地図で学ぶ世界事情
CLIL Seeing the World through Maps
笹島茂 《編著》　仲谷都，油木田美由紀，大和洋子 《著》

B5判並製　92頁　全 12課　1,980円（税込）
ISBN978-4-384-33447-0

地図と豊富な写真を見ながら， 
国際情勢や地誌，歴史を英語で学ぶ

CLIL 英語で学ぶ世界遺産
CLIL World Heritage
笹島茂，仲谷都，油木田美由紀，小杉弥生 《著》

B5判並製　104頁カラー　全 14課　2,200円（税込）
ISBN978-4-384-33478-4

世界遺産の歴史、位置、現在の様子などの 
文化的な情報を読み解く

CLIL 英語で学ぶ健康科学
CLIL Health Sciences
笹島茂，Chad L. Godfrey，Michael J. Gilroy， 
Frances Gleeson，Stephen O’Toole 《著》

B5判並製　80頁　全 12課　1,980円（税込）
ISBN978-4-384-33424-1

英語を使って健康科学を学べるよう編集
学生が英語で考えるよう意図した構成

CLIL 英語で学ぶ身体のしくみと働き
CLIL Human Biology
笹島茂，Chad L. Godfrey，小島さつき， 
Matthew Wilson，Suzanne Dijon 《著》

B5判並製　128頁　全 14課　2,090円（税込）
ISBN978-4-384-33460-9

ヒトの身体のしくみや機能を英語で学ぶ

CLIL 英語で学ぶ科学と数学の基礎
CLIL Basic Science & Math
笹島茂，小島さつき，Chad L. Godfrey，土田敦子， 
佐藤元樹 《著》

B5判並製　92頁　全 13課　1,980円（税込）
ISBN978-4-384-33479-1

英語と日本語を使いながら、 
数学・科学・物理学の基本を学ぶ

国際情勢を考える─国連ニュースで読む世界
From the UN News Centre
日本国際連合協会 《著》　武藤克彦，石渡淳元， 
長 和重，James Francis，仲 慶次 《編著》

B5判並製　96頁　全 20課　1,980円（税込）
ISBN978-4-384-33450-0

様々な情報を読みこなし，国際社会の現状を学ぶ
英語で読み，英語で話し，英語で考える力を養う

改訂版

専門教材

教育としての CLIL
笹島茂 《著》
A5 判並製 304 頁　本体 3,200 円＋税　ISBN978-4-384-05929-8

CLIL 新しい発想の授業──理科や歴史を外国語で教える !?
笹島茂 《編著》，ピーター・メヒスト，ディビット・マーシュ，マリア・ヘスス・フリゴルズ，斎藤早苗，池田真，
鈴木誠，佐藤ひな子，ソピア・ヤシン，シャンタール・ヘンミ 《著》
A5 判並製 208 頁　本体 2,500 円＋税　ISBN978-4-384-05667-9

学びをつなぐ
小学校外国語教育の CLIL 実践──「知りたい」「伝え合いたい」「考えたい」を育てる
笹島茂，山野有紀 《編著》，磯部聡子，町田淳子，坂本ひとみ，滝沢麻由美，祁答院惠古，高野のぞみ，松浦好尚，大城戸玲子，蒲原順子，一柳啓子，
宮田一士，Heini-Marja Pakula，Taina Wewer 《執筆》

株式会社 三修社
〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 2-2-22　TEL03-3405-4511　FAX03-3405-4522　https://www.sanshusha.co.jp


